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やさしい建築音響の話 野村隼一 ; 沖塩荘一郎 37～44

クロスバ回路本論（その 4） 高井春雄 ; 長田武彦 45～53

昭和 32年度の技術訓練 工藤隆三 58～62

気送管の知識 川田大介 63～67

新形市外台並びに新継電器群装置 高柳晃 ; 桑野敏男 68～71

ダイヤルインパルスに対する自動交換機の動向－－－一
般論と A形交換機の限界値

広田憲一郎 72～81

苦情申告例による試験統制実施法の解説 渡辺四郎 ; 若山昇 82～85

F-24方式及び T-12方式の工事設計 只野豊治 ; 平塚清士 86～94

新しいガスケーブル方式 若山利夫 ; 玉井明 ; 山本千沿 95～100

無人化されたマイクロウェーブ回線を保守して 坂本忠勝 ; 田中正也 101～107

無誤字伝送方式 高橋久太郎 ; 塚本和孝 ; 辻岡健 108～112

東通管内における最近の専用電信回線の実体 島田孝作 ; 杉本啓次郎 113～117

電力用継電器と保護方式 向笠和夫 118～125

海外技術紹介 Ericofon－－－エリクソンの新形電話機 広田憲一郎 126～130

第 5回電信電話技術競技会全国大会を顧みて 保全局 132～145

旭川, 帯広マイクロウェーブ回線敷設選定記－－－十勝
岳・落合岳雪中登頂記

大槻由之助 146～155

フィンランドの電話印象記 杉村興作 156～158

海外技術連絡室情報 琉球（沖繩） 海外技術連絡室黒田調査員 161～164

軽車両の構造明細書の見方（その 1） 黒川実 167～172

最近の海外雑誌から 173～175

新仕様書の紹介 技師長室仕様課 176～180

昭和 32年度における債務負担行為 小沢春雄 54～57

施設部長会議録 小沢春雄 131～131

最近における資材ニュース 資材局工材調理課 165～166

電柱敷地補償料の値上について 施設局管理課調査係 159～160
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説苑 昨日と今日 石川武二 12～13

第 2次 5カ年計画における電話網基本計画（その 1） 辻僲二 14～22

各種の共同加入用装置－－－相互通話もできる秘話装置 森元和 ; 広田憲一郎 28～34

新技術はどのように保全されているか－－－電信技術の
巻

大谷薫 35～44

ホール・ソート・カードを採用した検査事務の能率化 内田徳 ; 山本太郎 50～56

解説 今回改正された電波法施行規則 田中実 57～59

クロスバ回路本論（その 5） 高井春雄 ; 長田武彦 ; 林典広 ; 田代穰次 60～71

局引込みケーブルの新整理方式 山口彊 ; 高橋忠一郎 ; 阿見治良 ; 姫野梶彦 ; 桝
沢磋

72～78

シリコン碍子商用試験の結果 吉村章雄 ; 井川聰明 79～81

6000メガによる無線送信所操縦回線 川原田安夫 82～89

最初の加入電信宅内工事を経験して 内田美佐雄 90～94

基礎研究の過去,現在,未来（その 1） 関壮夫 23～27

海外技術紹介 カラーテレビジョン－－－ NTSC方式の
解説

小西一郎 95～101

私の考案 A 形増圧式局のテストディストリビュータ
の回路改造

後藤壮二 102～102

私の考案 自動即時レピータ用 6 秒主幹時計の警報回
路

篠原寿人 ; 池田文夫 103～106

私の考案 ポリエステル樹脂を利用した電話機用破損
筐体（フェノール樹脂醋酸繊維素系樹脂）の接着成形
方法

渡辺儀一郎 ; 佐藤正 ; 荒屋義春 107～110

昭和 31年度建設勘定工事の総決算－－－第 1次 5カ年
計画 4カ年の実績

原田安雄 112～121

公社の職員アパートはどうなっているか－－－標準設計
の解説

三宅敏郎 122～133

理想的な工事用車両更改時期の考え方 北川郁夫 ; 土井大三 134～139

海外技術連絡室情報 中華民国（台湾） 黒田大三 140～142

新しい市外電話回線保守方法の効果について 田井野治郎 ; 佐藤完二 145～157

軽車両の構造明細書の見方（その 2） 黒川実 158～162

新仕様書の紹介 技師長室仕様課 163～169

最近の海外雑誌から 田中浩太郎 170～172

最近における資材ニュース 資材局工材調理課 143～144

建設部長会議録 111～111

通信技術における今日の問題, 明日の問題－－－電気通
信技術委員会のうごき

田中浩太郎 45～49
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説苑 転換期 佐々木卓夫 12～13

第 2次 5ヵ年計画における市外サービスの構想（その
2）

宮川岸雄 14～22

第 2次 5ヵ年計画における電話網基本計画（その 2） 辻僲二 23～32

新技術はどのように保全されているか－－－交換関係新
技術の巻

高井春雄 33～41

技術改良申告制度の実施 森元和 42～45

決定されたテレビチャンネルプラン 香西茂男 46～48

クロスバ回路本論（その 6） 高井春雄 ; 長田武彦 ; 田代穰次 49～56

武蔵府中局及び蕨局クロスバ自動交換機の概要 細川孝行 ; 小原明 ; 長田武彦 ; 田代穰次 ; 島田
博一 ; 寺薗実

57～64

短搬用市外ケーブルの漏話対策 若山利夫 ; 矢部久 ; 戸塚繁 65～79

同軸中継方式の標準化 青江茂 80～86

電流供給回路警報用継電気の保守 丹野磐男 ; 小谷野光也 87～88

マイクロウェーブ〝伝播計算法〟の解説 (1) 渋谷茂一 89～96

オール・フロートは進んでいる－－－電話局用全浮動方
式の特性

須藤秀敏 ; 塩見栄次郎 97～108

印刷電信機連続動作試験の自動化 竹内才次郎 ; 相合孝太郎 ; 横田敏男 109～115

海外技術紹介 ドイツにおける地下管路施設の計画と
設計

田中浩太郎 ; 土橋英生 116～120

私の考案 ZZZ長時間通話監視回路の異常現象の解析
とその対策－－－ ZAI号レピータの場合

牛島昭資 121～127

構内交換電話指定用品の認定 小川豊一 ; 大和信夫 128～132

購入検査の話 (1) 柴田晶 133～137

日本科学技術情報センターの設立 松本馨 138～142

海外技術連絡室情報 南ベトナム 黒田大三 145～146

最近の海外雑誌から 147～148

西九州水害地における無線活躍記 福岡無線通信部短波保全課 149～153

新仕様書の紹介 技師長室仕様課 154～160

昭和 31年度分電柱敷地対価値の支払状況 143～144
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特集・最新技術の動向 14～32

新技術はどのように保全されているか－－－マイクロ
ウェーブの巻

大城正喜 33～41

手動従局合併に伴う回線網構成と回線算出基準 林典宏 57～60

気象サービス番号の変更と今後の有料特殊サービス番
号計画

宗雪満夫 61～64

在日米軍との電気通信保全基本契約改正の要点 山本幹次 65～68

新しく制定された「保全作業指導者手帖」と「保全部
門応待要領」

桑原源太郎 69～72

固定単価制とは 炭竈達朗 73～77

クロスバ回路本論（その 7） 高井春雄 ; 長田武彦 78～84

切替装置による簡易な迂回中継 高山正一郎 85～89

A形 ZZZの集中方式の概要 村瀬邦夫 90～94

新しい考え方に基く新鉛工法 小野真正 ; 影山信夫 ; 黒田平八 ; 檜山茂樹 95～102

新形海底ケーブル 鈴木欽也 103～110

マイクロウェーブ回線保守の報告－－－主として障害統
計より

坂本忠勝 111～116

テレビジョン中継回線の標準規格と総合特性 小西一郎 ; 杉本浩康 117～122

印刷電信機の保守はこうしてよくなった 斎藤忠四郎 123～130

ドイツにおける調歩式印刷電信機の調歩くずれ訂正装
置

高橋久太郎 ; 塚本和孝 131～133

保全管理方式の実施状況－－－第 1.4半期の実施を顧み
て

田村裕 134～139

購入検査の話（Ⅱ） 柴田晶 140～145

海上通信の強化策 小松功 ; 山田広幸 148～152

海外技術連絡室情報－－－タイ 黒田大三 155～159

新仕様書の紹介 技師長室仕様課 160～162

良く使われる通信用語略語集 163～171

最近の海外雑誌から 172～174

東京通信局管内第 3回車両技術競技会 水深十四清 146～147

最近における資材ニュース 資材局工材調理課 153～154

座談会 これからの技術者をどう育ててゆくか 仲谷泰吉 ; 森元和 ; 井上俊雄 ; 鈴木清高 ; 宮川
岸雄 ; 山田捨録

42～56
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説苑 無駄の効用 中田亮吉 12～13

台湾・タイ・南ベトナム三国を訪問して 黒川広二 14～15

本年度総裁表彰に輝く人々 田中浩太郎 16～23

第 2次 5ヵ年計画における伝送路計画 鈴木一松 24～32

トランジスタと通信技術（その 2）－色彩管理調査委
員会第 2次報告－

北原安定 33～37

見透外伝播の知識 小西一郎 45～50

クロスバ回路 本論（その 8） 高井春雄 ; 長田武彦 51～58

手動交換台を対象とした色彩調節のための実験につい
て－－－色彩管理調査委員会第 2次報告

野村隼一 ; 鹿毛義次 59～67

大阪近郊自動即時化に伴う工事概要と諸問題 竹林義松 68～75

自動交換機の保全管理（その 1）－品質管理方式の導
入－

高井春雄 ; 田村善助 76～82

ブチルゴム電力ケーブルの工法 武居稔 83～85

新しい PVC屋外線とその工法 長田龜行 ; 重田袈裟美 86～94

2000Mcマイクロウェーブ回線の工事設計大要 川原田安夫 ; 鈴木義雄 ; 中村郁夫 95～98

加入電信における中心局方式の設計 中久保卓治 ; 高橋久太郎 ; 原田栄彦 99～104

脚光をあびる逆電池－－－特性と取扱い 須藤秀敏 ; 酒井和男 ; 吉野玄一 105～112

・海外技術紹介・米国及びソ連における地下埋設ケー
ブルの雷害対策

若山利夫 113～120

・各局めぐり・－九州の巻－九州災害の実体とその対
策

柏木兵造 121～128

最近におけるエレクトロニクスの動き 日高俊男 129～135

太洋横断海底同軸ケーブルの構想 森元和 ; 江副卓爾 38～44

昭和 33年度建設勘定予算案の概要 施設局管理課予算係 136～139

海外技術連絡室情報－－－インドネシヤ 黒田大三 140～143

新仕様書の紹介 技師長室仕様課 144～147

よく使われる電気通信略語集（その 2） 151～156

最近の海外雑誌から 148～150
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説苑 親切・人情・人事管理 辻正 12～13

解説 地域団体加入電話の技術基準 作道由男 ; 平野元一 28～37

DSA台とサービスコードの概要 南隆蔵 ; 加藤吉明 38～44

近鉄列車電話サービスの概要 緒方研二 45～49

本田水戸間 X-60電話方式工事実施の大要 大松沢剛 50～56

北九州各局の総合自動化並びに自動即時通話実施工事
の概要

田中和雄 57～65

磁石式局に対する半自動即時方式 杉本茂生 ; 中村伸 66～69

直埋地下ケーブルの心線移動障害 吉村章雄 70～78

クロスバ回路本論（終回）（その 9） 高井春雄 ; 長田武彦 79～88

4号電話機の障害を衝く－宅内保全改善への試み－ 小滝要 ; 大前義次 89～100

標準用インパルス発生用ターンテーブルについて 大阪電気通信工作工場 101～101

帯域外信号装置の問題点及び対策 石川光雄 102～109

私の考案 伝送路の位相反転による搬放 2 形装置の残
留損失周波数特性の変化

平野佳朗 110～114

私の考案 信 180形切替架装置の改良－ VT形搬信装
置商用試験により発見－

上岡良夫 115～118

各局めぐり－東京の巻－東京における施設工事の特質 長谷川章 119～125

第二新技術（論）－第二というのは二流の意味ではな
い－

山本幹次 126～127

海外技術連絡室情報 セイロン 黒田大三 128～131

最近の海外雑誌から 132～135

よく使われる電気通信用略語集（その 3） 136～139

新仕様書の紹介 技師長室仕様課 145～148

施設サロン 140～144

座談会 人の振り見て－－－海外出張者の見聞談 森元和 ; 緒方研二 ; 鳥巣享吉 ; 妻藤達夫 ; 山本
孝 ; 深海規 ; 杉村興作

14～27
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年頭所感 終身之計 中尾徹夫 12～15

説苑 散歩 米沢滋 16～17

新年特集 通信技術の将来の展望－－－電気通信技術委
員会各主査に聴く

佐々木卓夫 ; 小島哲 ; 岡村進 ; 和気幸太郎 ; 黒
川広二 ; 橋本一郎 ; 中田亮吉

18～35

新年を迎えて・中央学園における訓練の状況と抱負 許斐三夫 36～39

新年を迎えて・鈴鹿学園における訓練の状況と二, 三
の問題点

伊達孝則 40～45

小局における技術上の問題点－－－主として無人小自動
交換機について

森元和 ; 池谷寛 64～69

トランジスタと通信技術（その 3） 北原安定 70～75

電子計算機の話 新堀達也 76～79

エジプトの電話拡張計画 川田大介 80～83

フランスの電話 輿寛次郎 84～90

海外技術連絡室情報－－－フィリッピン 黒田大三 91～95

新しく誕生した秘書電話装置 石田義典 ; 広瀬琢朗 96～99

PVC局内ケーブルの新しい識別方式 鳥巣享吉 ; 若山利夫 ; 木下一郎 100～104

新しい線路用工具の紹介 長田亀行 ; 森戸克一 105～111

海外技術紹介 人工衛星と通信技術 土橋英生 ; 谷池宏 ; 岩崎昇三 112～120

日原団体加入電話の近況 小川豊一 121～125

外国技術の導入をめぐる諸問題 白根礼吉 126～130

新仕様書の紹介 技師長室仕様課 131～136

座談会 品質管理その後の歩み 磯部邦夫 ; 井上俊雄 ; 大谷薫 ; 勝田秀雄 ; 西村
才一 ; 大前義次 ; 小島哲

46～63
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説苑 考えさせられること 小野恒造 12～14

ケーブル鉛工個所の補強方法 井上俊雄 ; 桧山茂樹 15～19

完成した阪神間同軸ケーブル工事の概要 藤栄造 ; 佐藤栄 20～31

自動交換機の保全管理（その 2）－品質管理方式の導
入－

高井春雄 ; 田村善助 32～40

A型度数計の改良について－－－ナイロン度数計の登場 長田武彦 ; 橋本徳三郎 41～45

自動交換機に関する一つの考え方－－－モータヴェーラ
交換機の試行

高山正一郎 46～50

高崎桐生間 T-12方式綜合試験 早速広文 ; 吉田学 ; 美細津博 51～60

短波海岸局における船舶通信の簡易化－－－ RS-2201

形受信機の誕生
小西一郎 ; 渡辺功 ; 戎井良資 61～66

電信中継交換における通過番号対照の自動化 鈴木義彦 67～72

アルカリ蓄電池の知識 須藤秀敏 ; 吉野玄一 73～80

海外技術紹介 P-1 形搬送方式－－－アメリカのトラン
ジスタ加入者搬送方式

山本周三 115～120
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最近の海外雑誌から 182～190

新標準実施法の手引 技師長室仕様課 191～194

新仕様書の紹介 技師長室仕様課 195～208

ニュースフラッシュ 209～209

海外技術連絡室ニュース 210～210

「施設」創刊十周年記念懸賞論文入選発表 211～
座談会 クロスバという名の交換機をめぐって 緒方研二 ; 井上俊雄 ; 三宅正男 ; 山内正弥 ; 川

田大介 ; 小川茂 ; 村山久 ; 大友和蔵 ; 清水通隆
18～33

138



Vol.12 No.7　
日本電信電話公社施設局編集　

論説 空調設備基準の改正について 12～13

局舍基準とその考え方 山本英一郎 14～19

施設局舍における空調設置基準の改正 山本英一郎 ; 中島賢三郎 20～24

「損失配分基準の取扱い」の解説 都丸喜成 25～29

新海底線布設船（350トン型）の建造計画 河井正見 ; 竹井幸男 30～34

第二深川電話局における地盤安定工事 望月一郎 35～42

搬送装置設計上の手引－－－安全性ならびに保守調整上
の問題（その 1）

山本周三 ; 石川光雄 43～47

見透し外通信と宇宙通信 千野孝 ; 相多忠司 48～54

A形の新設計法－－－ラインスイッチとラインファイン
ダの混用について

福富礼治郎 ; 但馬昭 ; 柏木静雄 55～59

AF形 PAXの設計 菅原潔 60～66

人孔内にたまるガス 太田隆 ; 中川喜策 ; 松本恒敏 67～76

中心局を 1単位とした印刷電信機の集中保全方式 菅優 ; 原清 ; 高本隆之 77～80

デイゼル機関発電機の並列運転 横坂敏夫 ; 斉藤礼一 81～85

私の考案 TZ-67および TZ-65形可搬無線機の対自動
局用付加装置

山縣保 86～89

チリ地震津波による災害 土居靖夫 ; 神谷輝雄 90～94

新工法シリーズ 筐体形装置工事における架台工法に
ついて

相馬孝次 95～99

新しい話題 料金調査会の発足 千田鎮雄 100～103

富士山頂臨時電話局（最高電話局）の開設に従事して 高田篤三 104～105

施設人のための事業知識（その 20）年度末決算 小沢春雄 106～107
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解決例

大矢晴一 ; 田中巧 ; 田中昭吉 61～70
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読書案内 クロスバ建設概要＆通信ケーブル方式概要 鈴木慶泰 ; 村田保 146～148

ニュースフラッシュ 91～91

海外連絡室ニュース 156～156

研究実用化報告第 17巻第 12号掲載予定論文 157～158

次号目次 1月号掲載予定目次 136～136

昭和 43年施設総目次 2～12
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年頭にあたって 米澤滋 8～11

年頭所感 黒川廣二 12～13

Ⅰ.総説 山根信義 14～18

Ⅱ. 電気通信技術標準実施方法（保全部門）の基本的
改定

小野要一郎 19～20

Ⅲ.り障時間の短縮と工事障害の減少 六戸満 21～22

Ⅳ.付帯工事（自機）管理の改善実施について 神保健二 23～25

Ⅴ.非常事態の措置計画と災害演習 谷池宏 ; 小林陸奥夫 26～27

Ⅵ.職員の技術力向上と士気高揚 佐藤義雄 28～30

座談会 保全体制の大転換を目ざして 橋本真澄 ; 山根信義 ; 黒田平八 ; 網蔵金徳 ; 木
内茂夫 ; 鈴木康雄 ; 𥫣谷竜夫 ; 田中俊夫 ; 石川
毅 ; 大原善助

31～43

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 桑原守二 ; 飯野理 44～50

＜職場の改善例＞マンホール鉄蓋鳴動防止対策につい
て

江川宏 ; 宇都宮熊夫 ; 森稔 ; 野本佐紀雄 75～78

通信局特集 東京電気通信局 東京の電信電話 51～74

共通制御式になった新形自動式構内交換装置 山部正一 ; 石田義典 ; 飯塚文男 ; 中川史郎 ; 草
野民三

79～90

CP-12MTr方式の線路設計ならびに建設工法 玉井明 ; 小西洋市 ; 佐藤認 ; 大井茂夫 91～102

無線呼出方式～“ポケットベル”商用試験結果 木村正道 ; 高沢徳次郎 ; 萩平忠利 ; 堀崎修宏 103～110

加入データ通信用宅内装置 川端久喜 ; 茂出木孝男 ; 井田智雄 ; 町野俊明 111～124

TEX-C4形加入電信交換装置（その 1）交換装置の概
要

木植和夫 ; 遠藤正 ; 大友宏樹 125～133

技術のはなし 電子交換機 (6) 近藤貞吉 134～140

施設人のための事業知識 (55) 公衆電話のうつりかわ
り

鈴木正和 142～143

最近の海外雑誌から レーザと PCM 星野孔昭 144～147

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 148～150

ニュースフラッシュ 151～151

海外連絡室ニュース 152～152

研究実用化報告第 18巻第 1号掲載予定論文 153～153

次号目次 2月号掲載予定目次 141～141
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＜論説＞品質と評価 倉地孝 8～9

あたりロット検査方式の開発－－－検査の歴史と新検査
方式の導入

阿部正雄 10～19

運輸省自動車局データ通信システムの設計概要 米沢威行 ; 津田宏明 20～31

第 9回技術成果発表会から 加納実 ; 篠原寿人 ; 榎義彦 32～41

国際電信電話諮問委員会 (CCITT)第 4回総会の報告 半田恵一 42～52

メキシコオリンピック電気通信とわが国の技術協力 佐治信男 ; 大迫泰造 53～64

東名高速道路通信施設の保全について 小野要一郎 ; 庄司蓮次 66～71

施設記録の 20年 吉本幸弘 ; 熊谷圭介 72～77

本仕化された自即用ボックス公衆電話機 牧野正男 ; 忠津宏 ; 小松崎和重 78～90

主群切替装置について 青江茂 ; 石川光雄 ; 石野文雄 ; 岡田成俊 91～101

PCM-120方式（その 3） 坂下隆義 ; 平塚憲一 ; 川上大三 102～109

TEX-C4形加入電信交換装置（その 2）課金装置の概
要

木植和夫 ; 遠藤正 ; 田中務 110～118

技術のはなし 抜取検査と品質管理 (1) 阿部正雄 ; 小西省三 ; 山本太郎 119～129

施設人のための事業知識 (56) マイクロ波伝搬障害の
防止

落合敬次郎 130～131

最近の海外雑誌から 米国における衛星通信の現状 星野孔昭 132～136

新工法シリーズ 新しい縦割り,胴継鉛工法 杉谷叡彦 138～142

＜新仕様書の紹介＞伝送無線関係 技術局仕様課 144～147

ニュースフラッシュ 65～65,137

～137

海外連絡室ニュース 148～148

研究実用化報告第 18巻第 2号掲載予定論文 149～149

次号目次 3月号掲載予定目次 143～143
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＜論説＞電子交換方式の研究を省みて 宮崎政義 8～9

電気通信研究所の研究活動－－－電子部品研究部の活動
を中心に

小島卓哉 10～22

十勝沖地震を契機とする災害対策について－－－主とし
て恒久対策について

石川好男 ; 大田彦三郎 23～34

公害防止対策としてのマンホール鉄蓋の改良 伊藤和五郎 ; 姫野梶彦 ; 青木輝雄 35～42

専用設備の動向 竹内純蔵 ; 丸山一水 43～51

＜職場の改善例＞ VF4 形模写電送機の特異障害につ
いて

宮崎貞雄 52～53

運輸省データ通信システム－（その 1）センタ装置－ 内田義昭 ; 藤原緝 ; 松木光晴 54～61

運輸省データ通信システム－（その 2）管理プログラ
ム－

藤原緝 ; 板倉征男 62～74

“自動車専用道”非常電話システム 鈴木正和 ; 神宮司順 ; 中村千之 ; 秋庭弘 75～84

高損失救済のための加入者線双方向中継器 石野文雄 ; 黒沢秀行 ; 片山孝彦 85～93

マイクロ波 PCM方式の回線設計法（その 1） 立川敬二 94～102

技術のはなし 抜取検査と品質管理 (2) 阿部正雄 ; 小西省三 ; 山本太郎 103～114

技術のはなし 特許出願の基礎知識 大宮謙三 ; 森尻茂 115～124

施設人のための事業知識 (57) A級異常障害 船窪静夫 126～127

最近の海外雑誌から 聴覚情報の神経符号への変換 星野孔昭 128～132

＜新仕様書の紹介＞電力関係 技術局仕様課 133～135

海外連絡室ニュース 136～136

研究実用化報告第 18巻第 3号掲載予定論文 137～137

次号目次 4月号掲載予定目次 125～125
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＜論説＞情報化社会への胎動と投資計画 井上俊雄 8～9

AT&T社ロムネス会長の来訪 松本馨 10～12

日本万国博覧会と電気通信館 大沢秀行 13～20

第 4次 5ヵ年計画の概要 石川好男 21～26

第 4次 5ヵ年計画における発達調査の概要 岡裕 27～40

電話増設および局建設計画 山縣保 41～54

市外サービス計画および新規サービスの進展 小菅正夫 55～62

第 4次 5ヵ年計画における伝送路計画 窪宣正 63～71

収支および資金調達計画 星正也 72～76

1,700トン型敷設船津軽丸の建造 竹井幸男 ; 桑原幸二郎 ; 竹村慶治郎 77～83

海底同軸ケーブル中継方式試用試験の事前調査 山本千治 ; 玉井明 ; 飯田光夫 ; 安井敏行 84～94

＜職場の改善例＞建設工事を通じて保全業務の改善を
図った

西岡隆興 ; 五十川義一 ; 大西広次 95～106

遠距離集中試験装置 宮川喬 ; 清水重雄 ; 炭山英彦 107～114

集合自動電話用 PC41形交換装置の概要 小畑昭雄 ; 堀場信雄 ; 関口明信 115～126

マイクロ波 PCM方式の回線設計法（その 2） 立川敬二 127～134

運輸省データ通信システム－（その 3）宅内装置およ
び通信制御装置－

伊藤雅信 ; 脇阪隆夫 ; 阿部英雄 136～145

運輸省データ通信システム－（その 4）業務処理－ 田中邦則 ; 今村晴彦 146～156

技術のはなし 抜取検査と品質管理 阿部正雄 ; 小西省三 ; 山本太郎 157～165

施設人のための事業知識 (58) 有線音楽放送 落合啓次郎 166～166

最近の海外雑誌から N3-L接続装置 高井章 171～174

＜新仕様書の紹介＞搬送関係 技術局仕様課 175～177

読書案内 電子計算機／リアルタイム－システムの設
計・管理・運用

美間敬之 168～168

ニュースフラッシュ 135～
135,169

～169

海外連絡室ニュース 178～178

研究実用化報告第 18巻第 4号掲載予定 179～179

次号目次 5月号掲載予定目次 167～167

「施設」企画・編集・技術講座担当委員会委員名簿 170～170
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＜論説＞未来へ生きる 北原安定 8～9

昭和 44年度 建設勘定工事実施計画の概要 千野孝 10～16

電気通信技術の動向－－－昭和 44年度技術調査研究実
用化計画の概要

辻明 ; 堀内千冬 33～41

保全管理方式の改定 柳生淑郎 ; 水野健二 42～47

テレビジョン中継映像音声同時伝送方式 三好徹 ; 鎌田靖彦 ; 細田彰 48～62

＜私の提案＞集合自動電話設備工事を経験して 小西健一 ; 岡田隆 63～70

新サービスの拡大と設計精度向上施策の設計への反映 福富礼治郎 17～18

市外伝送路の安定化と伝送品質の向上 小山内昭三 19～20

符号通信と専用設備の拡大 工藤理一郎 21～23

線路の合理化,経済化,安定化 村田保 24～25

無線方式による災害対策の推進 小野浄治 26～27

電源システムの信頼性向上と設備の合理化 菊池通博 28～29

災害に強い高品質市外網へ 岩噌弘三 30～32

災害対策用 TZ-400形システム 木村正道 ; 石野文雄 ; 中村千之 ; 渡辺竜雄 71～86

C410 形自動交換機（その 1）大容量集合自動電話交
換機

上原亨 ; 若本孝雄 ; 田宮忠雄 87～96

交換装置の耐震性について 鈴木慶泰 ; 小川龍一 ; 斎藤勝彦 97～103

経済化された転換器－現用転換器に代わる 10号形転
換器

鈴木正和 ; 花谷幸雄 ; 秋庭弘 ; 安田穰 104～108

集中局 4 線交換の採用に伴う市外回線伝送損失設計
（G62.10）の改定について

境良夫 ; 加藤祐三 ; 岸信治 110～118

東名高速道路用監視テレビ方式の商用試験結果につい
て

青江茂 ; 近藤光洋 ; 石川定美 119～126

電話局における受配電系統の全自動化設計概要 竹内一雄 ; 山村久 127～134

技術のはなし 抜取検査と品質管理 (4) 阿部正雄 ; 小西省三 ; 山本太郎 135～142

施設人のための事業知識 (59) サービスオーダ制度 黒子恭正 144～145

最近の海外雑誌から 米国とフランスの自動車電話 高井章 146～149

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 150～151

読書案内 情報化社会をひらく「データ通信」 神谷輝男 143～143

海外連絡室ニュース 152～152

研究実用化報告第 18巻第 5号掲載予定論文 153～153

次号目次 6月号掲載予定目次 109～109
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〈論説〉資材業務の進むべき道 三宅正男 8～9

昭和 44年度施設用物品の調達とその課題 谷山陽 ; 小原明 10～17

通話完了率 福井謙三 18～29

日本万国博覧会の運営・出展に活躍する新しい電気通
信技術

上原亨 ; 青江茂 ; 陸川泰志 ; 塚本和孝 ; 木村正
道

30～42

〈私の提案〉回線管理法－増設電話部門が担当するク
ロスバ交換設備の収容回線管理方法

舟竹敏秀 ; 小林邦彦 ; 古谷進 ; 磯貝隆平 63～67

通信局特集 九州電気通信局 九州電気通信局を紹介す
る

44～62

C410 形自動交換機（その 2）大容量集合自動電話交
換機

千葉正人 ; 田宮忠雄 ; 久米祐介 68～76

プラスチックケーブルの障害現象とその位置測定方法 高橋洋一 ; 高橋秀靖 ; 新田義孝 77～84

長スパン管路の適用 伊藤和五郎 ; 姫野梶彦 ; 青木輝雄 85～92

同軸ケーブル搬送方式の等化調整について 青江茂 ; 近藤光洋 ; 秦英遠 93～99

交換機等の対地平衡度規格について 住田俊宗 ; 朝比奈一 100～104

技術のはなし 抜取検査と品質管理 (5) 阿部正雄 ; 小西省三 ; 山本太郎 105～110

施設人のための事業知識 (60) 総合収支率 近藤有宏 114～115

点と線と面 森山彰一 111～113

昭和 43年度電気通信研究所情報特許部“特許部門の
概況”

電気通信研究所情報特許部特許部門 118～120

最近の海外雑誌から コンピュータによる国際テレッ
クス交換

高井章 121～125

新工法シリーズ SDワイヤ建設工法 川瀬貞夫 126～131

〈新仕様書の紹介〉搬送・無線関係 技術局仕様課 132～134

読書案内 技術先端産業／有線電話伝送工学 美間敬之 ; 新村長門 116～117

海外連絡室ニュース 135～136

研究実用化報告第 18巻第 6号掲載予定論文 137～137

次号目次 7月号掲載予定目次 43～43
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＜論説＞施工技術 牧野康夫 8～9

建設工事と施工技術 原田安雄 10～15

直営工事の実施状況と問題点 池沢英夫 ; 宮脇崇夫 16～19

東海工事事務所における技能向上施策について 桧山茂樹 20～26

通信部の直営工事体制について 平野好太郎 27～35

新潟電話局における加入者開通工事を主体とした直営
工事の現況

山田堅治 36～40

長野～直江津間 CP-12MTr 方式を直営工事で実施し
て

熊谷直宗 ; 山岸義人 ; 小松幸重 41～44

東京無線通信部における直営工事のあゆみ 青木善二 ; 宮代勝弘 45～49

昭和 43年度検査概況とその活動 福増満広 50～58

昭和 43年度における電気通信研究所技術協力部の活
動

奈良富三郎 59～74

＜職場の改善例＞既設設備を活用した加入者回線試験
器の使用能率改善の一施策

松下英元 ; 楠信美 ; 川澄国雄 75～80

C410 形自動交換機（その 3）大容量集合自動電話交
換機

宮川喬 ; 久米祐介 ; 畠山秀久 81～86

静電誘導形心線対照器 西村通男 ; 高島秀行 ; 青山隆次 ; 織笠誠司 87～91

本仕化された鋼管柱 伊藤和五郎 ; 姫野梶彦 ; 安延信一 92～99

全面改訂された“伝送設備技術計画標準”－（その 1）
伝送特性配分を中心として－

海老原勇夫 ; 金子一男 ; 平本盛徳 100～111

TS4線化に伴い再設計された端中継器 石野文雄 ; 海老原延雄 ; 片山孝彦 112～120

全固体電子化可搬形テレビジョンリンク 菊池芳男 ; 松本慎二 121～127

技術のはなし ICについて (1) 平井実 128～136

施設人のための事業知識 (61) 目標による管理 渡辺正夫 138～140

訓練ノート 専門部別科データ通信班の発足 141～141

最近の海外雑誌から 30回線用会議電話装置 高井章 142～145

新工法シリーズ 新形公衆電話室 寺尾礼二 ; 小川正義 ; 鴨下文夫 148～151

＜新仕様書の紹介＞電信関係 技術局仕様課 152～153

ニュースフラッシュ 146～147

海外連絡室ニュース 154～154

研究実用化報告第 18巻第 7号掲載予定論文 155～155

次号目次 8月号掲載予定目次 137～137
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＜論説＞標準化について 緒方研二 8～9

第 33回電気通信技術委員会の答申から 土井博之 ; 藤岡宏衛 10～20

昭和 43年度技術調査研究実用化の成果概要 辻明 ; 堀内千冬 21～31

電子交換機の実用化状況 山内正弥 ; 城水元次郎 ; 池谷寛 32～39

公社における訓練近代化のための研究活動－情報化時
代の訓練技法

高橋澄夫 ; 相原保 ; 山口昭穂 67～74

INTELSAT会議に出席して－インド洋インテルサッ
ト 3号衛星のサービス開始の打合せ

栗木富男 75～79

座談会 情報社会における公社の役割 白根礼吉 ; 下河辺淳 ; 菊竹清訓 ; 安良城勝也 ;

米沢威行 ; 土井博之 ; 石川好男 ; 千野孝 ; 田中
正孝

40～66

＜職場の改善例＞試験台応答サービスの向上対策につ
いて

三橋高三 80～83

騒音防止送受器の概要－商用試験を終え今秋から本格
導入

鈴木正和 ; 高橋徹 ; 岩本久弘 84～93

18mm海底同軸ケーブルの接続工法 玉井明 ; 安井敏行 ; 根本哲男 94～106

電子回路パッケージ試験器の実用化－ EC-A 形パッ
ケージ試験器

石井昭一 ; 海老原初夫 107～110

市外 PEF-Pケーブル建設工法－標準実施方法のおも
な改正点

渡辺進 ; 西垣靖夫 111～115

トランジスタおよびコンデンサの実用寿命 青江茂 ; 工藤孝一 ; 渡辺桐夫 117～126

災害時の連絡を確保する孤立防止用無線方式 木村正道 ; 中村千之 ; 山岸亘 ; 堀崎修宏 ; 椿功 127～135

DT-1251形文字表示装置 塘鹿雄 ; 富田正典 ; 石田耕 136～143

技術のはなし ICについて (2) 平井実 144～155

施設人のための事業知識 (62) 固定資産回転率 中野雅男 156～157

訓練ノート 訓練センタの整備について 158～158

最近の海外雑誌から スピーカ電話機 高井章 160～164

読書案内 電子計算機の基礎 神谷輝男 159～159

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 166～167

昭和 44年度工事成果発表会開催 165～165

海外連絡室ニュース 168～168

研究実用化報告第 18巻第 8号掲載予定論文 169～169

次号目次 9月号掲載予定目次 116～116
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〈論説〉働き甲斐のある職場づくり 橋本真澄 8～9

保全サービス改善の成果－保全サービス改善 3ヵ年計
画をかえりみて

山根信義 ; 飯村治 10～19

災害対策あれこれ 小松康展 ; 船窪静夫 20～28

近畿防災演習のあらまし 田中浩太郎 29～36

十勝沖地震 1周年を迎えて防災演習 渡辺義彦 37～41

ポケットベル・サービス開始後 1ヵ年を振り返って 田保瑞夫 ; 金成正幸 ; 小沢恒夫 42～51

ケーブル外被についての諸問題 新村長門 52～58

最近における自営用品の動向 大和信夫 ; 渥美龍之 59～65

料金改訂関連工事の実施について 福富礼治郎 ; 田村善助 ; 片山栄清 66～71

〈職場の改善例〉近畿電気通信局における音声ケーブ
ル回線設計の EDPS化について

東千昭 ; 稲垣彌 ; 谷山昇一 ; 岸聰一 72～82

改良された 3号ボタン電話装置 小畑昭雄 ; 鈴木邦男 ; 小林哲夫 83～88

海底同軸中継方式 青江茂 ; 山本千治 ; 近藤光洋 ; 玉井明 89～96

4心応急同軸ケーブル 山本千治 ; 玉井明 ; 森安勇 97～102

全面改訂された“伝送設備技術計画標準”－（その 2）
伝送方式適用上の技術条件

藪田稔 104～114

定電圧変圧器形整流装置 塩見栄次郎 ; 北村隆 115～120

4GHz全固体電子化方式の設計－ SF-B6方式の概要 菊池芳男 ; 青木繁次 121～126

最近のマイクロ工事試験－工法書「工 N34.101 極超
短波施設工事試験一般」の解説

都倉満 ; 加藤誠二 ; 深見昭成 127～134

技術のはなし ICについて (3) 平井実 135～142

施設人のための事業知識 (63) 単価契約 森田雅幸 148～148

新工法シリーズ 道路用非常電話設備建設工法 田中優司 143～147

訓練ノート 生きた訓練をするために 150～151

最近の海外雑誌から 経済的な燃料電池 高井章 152～157

〈新仕様書の紹介〉機械関係 技術局仕様課 158～159

ニュースフラッシュ 149～149

海外連絡室ニュース 160～160

研究実用化報告第 18巻第 9号掲載予定論文 161～161

次号目次 10月号掲載予定目次 103～103
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国益と国民の要望にそう 米澤滋 8～9

「施設」20周年を祝して 篠原登 10～13

海外技術協力と公社の立場 松本馨 14～15

海外技術協力活動の現況 三島義郎 16～20

ブラジル通信公社との技術協力の現況 滝本仁 21～24

ラパス電話会社に勤務して 藤井義人 25～29

ペルー電気通信委員会に勤務して 富田貫一 ; 杉浦文雄 30～33

コロンビア事情 清水直 34～41

中央アメリカの電気通信 海外連絡室 42～46

沖縄本島・先島間極超短波電話回線の建設工事を終え
て

加藤磐 ; 四戸稔 ; 足立照男 47～57

技術向上に資する搬送無線訓練センター－関東・中
国・北海道の現状

窪田寛治 ; 梶山元治 ; 岩淵勇三 ; 田山忠信 58～63

マイクロ工事品質の向上と改善 前田謙次 ; 上池啓一 64～70

ケーブル用分解組立形金属ドラムの導入について 伊藤和五郎 ; 森本三雄 ; 本郷璞 71～74

＜私の考察＞電話中継所の保全成績測定の一考察 松沢憲一 ; 小島安弘 ; 成松国郎 ; 阿部充孝 ; 右
近市郎

75～79

＜職場の改善例＞私たちの職場では信号電源装置断続
接点の診断法を考案して作業能率をあげた

原田良次 ; 島本孝則 ; 宮田康寛 80～82

新しいケーブル外被構造（その 1）－市外 PEF-CS

ケーブル
山本千治 ; 西村通男 ; 高島秀行 83～88

その後の CP-12MTr 方式－長期安定度試験結果とマ
ンホール内設置 P－ AGCの初期特性試験結果

池部剛次 ; 稲塚和郎 ; 小川謹一郎 89～95

2GHz PCM方式（2S-P1方式）の商用試験結果につ
いて

三好徹 ; 田中良一 ; 倉本実 ; 塩田善昭 96～106

専用橋の標準設計（その 1）標準設計の概要 山岸康利 ; 太田孝 ; 藤木成孝 ; 山川喜弘 107～116

オピニオンテスト等による通話品質の評価 津田勝 ; 古賀一徳 ; 田中秀穂 ; 柿原英人 117～122

全静止形信号電源装置 斎藤礼一 ; 篠原進 ; 米岡泰 123～130

万国博データ通信システムについて（その 1）－シス
テム設計

松尾士郎 ; 塚本和孝 ; 藤原広 ; 野口昭雄 131～139

DEX-2号電子交換機（その 1）概要,通話路系装置 倉地光男 140～145

技術のはなし ICについて (4) 平井実 146～153

施設人のための事業知識 (64) 資金計画 西剛 154～155

訓練ノート 訓練近代化について 156～159

最近の海外雑誌から アポロ 8号の通信系 高井章 162～165

読書案内 電話宅内技術概論／図説・電子計算機とプ
ログラミング

福富礼治郎 ; 美間敬之 160～161

新工法シリーズ 鋼管柱建設工法 児玉成男 ; 折式田敬剛 168～171

＜新仕様書の紹介＞搬送関係 技術局仕様課 172～177

ニュースフラッシュ 166～166,167～167

海外連絡室ニュース 178～178

研究実用化報告第 18巻第 10号掲載予定論文 179～179
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＜論説＞協力こそ明日を造る 庄司茂樹 8～9

情報化社会における公社の課題 神谷輝男 10～12

データ通信の現状 井手和彦 13～17

専用データ通信システムの設計業務とは 伊佐進 18～22

加入データ通信の意義と設計の重点 広田憲一郎 23～28

データ通信の需要動向と販売 窪田貫 29～34

データ伝送・宅内技術の動向 朴木実 35～41

通信局データ通信部の誕生とその業務 平野元一 ; 山田雅朗 42～46

検査業務の合理化－ EDPSの導入について 阿部正雄 ; 尾嶋正義 47～55

テレビジョン中継サービスの現状と問題点 安倍幸夫 ; 田中陽之助 56～68

昭和 44年度工事成果発表会を開催して 宮脇崇夫 ; 曽我部竜夫 75～79

私たちはこうして合理的な保全体制と成果の向上を
図っている

吉川精二 80～85

中継所の全職員が実施した直営工事 速水実 ; 三木富雄 86～90

DEX-2号電子交換機（その 2）中央制御系 倉地光男 91～97

公衆電話 3分打切装置の概要 中島健一郎 ; 飯野嘉郎 ; 千葉正人 ; 中村泰夫 98～108

ボックス公衆電話の障害監視装置 鈴木正和 ; 牧野正男 ; 小松崎和重 ; 小川正気 109～113

専用橋の標準設計（その 2）標準設計の概要 山岸康利 ; 太田孝 ; 藤木成孝 ; 山川喜弘 114～122

新しいケーブル外被構造（その 2）－ラミネートシー
スケーブル

新村長門 ; 小川清 ; 岩崎匡利 123～128

内航船舶電話方式で用いられる電波不感海域対策用無
線装置

西野孝平 ; 杉原寛 ; 福住和夫 129～136

万国博データ通信システムについて（その 2）－ハー
ドウェア

塚本和孝 ; 藤原広 ; 福岡宜禎 ; 野口源治 ; 桑原
清人

137～146

技術のはなし 光通信について 平野順三 147～152

施設人のための事業知識 (65) 細部設計 曽我部竜夫 154～155

訓練ノート 拡大される通信訓練 156～157

最近の海外雑誌から 英国における最近の線路技術 高井章 158～161

読書案内 データ伝送の基礎知識 田鎖幸雄 153～153

＜新仕様書の紹介＞電力関係 技術局仕様課 162～163

ニュースフラッシュ 69～69

海外連絡室ニュース 164～164

研究実用化報告第 18巻第 11号掲載予定論文 165～165

次号目次 12月号掲載予定目次 70～74
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本文 アメリカ合衆国とラテン・アメリカ諸国を回っ
て

米澤滋 12～52

東京旧中電局舎の撤去に思う 大沢秀行 53～55

データ通信局舎の実施例と設計上のその後の問題点 大沢弘 ; 堀竹英弘 ; 青山明義 ; 加藤吉男 ; 村上
達男

56～61

純鉄骨造による電話局の試設計 小原誠 62～65

第 2電気通信研究所計画 沖塩荘一郎 66～69

騒音規制法と公社の対策 小原誠 ; 桑原達雄 ; 森知行 70～81

建築工事総合積算（1次）システムについて 筑紫正宏 ; 浦本昌昭 ; 目黒昭彦 82～88

居住実態調査に基づく今後の宿舎建築のあり方 船窪宣夫 89～92

即時網の異常ふくそう対策 福富礼治郎 ; 坂井哲雄 ; 横倉章 93～99

宅内工事の合理化対策とその一部試行の概要について 牧野哲夫 ; 渡辺繁 ; 清田実 100～108

＜職場の改善例＞私たちの保全業務改善 小林孝光 ; 中津原勝郎 ; 山本雅士 ; 吉田正直 109～111

東京・大阪で商用試験を開始した自動通知案内装置の
概要

上原亨 ; 宮川喬 ; 川本博千 ; 竹田元亮 112～120

DEX-2号電子交換機（その 3）ソフトウェア (1) 向井暉二 121～128

高音量付属電鈴－騒音環境で使用される付属電鈴 鈴木正和 ; 秋庭弘 ; 尾関弘直 ; 松尾義明 129～134

新しいケーブル外被構造（その 3）－信頼性の高い混
和物入ケーブル（市内 CCP-JF ケーブル）とこれを
使用した新地下配線方式について

新村長門 ; 丸山芳春 ; 長倉功 135～140

プラスチックケーブルの新しい補修工法 小川清 ; 松本喜一 141～145

新しい鋳鉄管－ネジ継手方式によるダクタイル鋳鉄管 伊藤和五郎 ; 姫野梶彦 ; 安延信一 146～154

万国博データ通信システムについて（その 3）－ソフ
トウェア

塚本和孝 ; 大滝寿朗 ; 栗本武 ; 北川裕 ; 高石浄 155～165

技術のはなし 符号通信技術の基礎 (1) 副島俊雄 166～170

施設人のための事業知識 (66) 景気変動と公社の収入 小寺利夫 171～175

訓練ノート 充実してきた職場訓練 小野寺英記 176～177

新工法シリーズ 引上げ用分岐鉛管による接続工法 佐久間雄一 178～184

最近の海外雑誌から 米国のテレビ電話方式（その 1） 高井章 185～188

読書案内 やさしい電子交換機 石川好男 189～189

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 190～190

海外連絡室ニュース 192～192

研究実用化報告第 18巻第 12号掲載予定論文 193～194

次号目次 1月号掲載予定目次 191～191

昭和 44年施設総目次 2～12
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年頭にあたって 米澤滋 8～9

年頭所感 黒川廣二 10～11

DIPS計画について 関口良雅 ; 岸上利秋 ; 美間敬之 12～19

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 藤岡宏衛 ; 飯野理 20～26

道は自ら拓く 村山好久 27～29

大学部教育の現状 鈴木義彦 30～34

座談会 大学部生活をふり返って 村山好久 ; 広末浩 ; 和田浩 ; 吉田光男 ; 松沢清
和 ; 松原洋祐 ; 米田忠幸 ; 三内浩 ; 岩原勝治 ;

首藤隆 ; 節政重行 ; 白戸秀孝 ; 佐々木章 ; 平野
一哉

35～51

高損失加入者対策 村山久 ; 住田俊宗 ; 津田勝 ; 田中秀穂 52～57

修理時刻予告方式の一方法 高橋宏造 ; 丸山五和男 58～61

加入者回線試験器の利用範囲拡大について 鳥山政義 62～68

高損失加入者用電話機の概要－昨 12月から商用試験
開始

鈴木正和 ; 高橋徹 ; 岩本久弘 69～73

DEX-2号電子交換機（その 4）ソフトウェア (2) 向井暉二 74～80

本仕化された事業所集団電話交換機－ PC31形, PC42

形交換機の概要（その 1）
小畑昭雄 ; 堀場信雄 ; 米田信之 81～87

穴掘建柱車と建柱作業機械化の問題点 奥村知衛 ; 児玉成男 ; 吉田慎 89～94

12MHz同軸方式における VSB-TV伝送について 青江茂 ; 池部剛次 ; 秦英遠 ; 小川謹一郎 95～104

マイクロ無線中継所空中線系の災害対策 伊藤雄一 ; 戸上和久 ; 沢山政昭 105～109

技術のはなし 符号通信技術の基礎 (2) 副島俊雄 110～117

施設人のための事業知識 (67) 道路通信 落合敬次郎 118～120

新工法シリーズ 電気的保護 川瀬貞夫 121～125

最近の海外雑誌から 米国のテレビ電話方式（その 2） 高井章 126～130

〈新仕様書の紹介〉機械関係 技術局仕様課 131～131

海外連絡室ニュース 132～132

研究実用化報告第 19巻第 1号掲載予定論文 133～133

次号目次 2月号掲載予定目次 88～88
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〈論説〉近ごろ,嬉しかったこと 橋本真澄 8～9

座談会「働きがいある職場づくり」をめざして 池本晴雄 ; 山崎要 ; 山根信義 ; 宍戸道平 ; 前田
利通 ; 佐藤優 ; 酒井昭二 ; 山岸健 ; 東正博 ; 藤
井博 ; 浅村伊佐男

10～24

浅海用海底同軸中継方式の試用試験について 青江茂 ; 山本千治 ; 玉井明 ; 石野文雄 ; 飯田光
夫 ; 岡田成俊 ; 石原広司 ; 秦英遠 ; 涌井裕

25～43

運輸省自動車局データ通信システムに使用している住
所コードについて

三島洋一 ; 大江一郎 44～47

米国のデータ通信技術の動向 美間敬之 ; 筑後道夫 49～56

〈職場の改善例〉AX-42回線接続架の障害時間短縮対
策について

関原克年 ; 広瀬進 ; 草深清 57～59

〈職場の改善例〉部外工事に起因する障害減少対策 小川芳信 60～64

異常ふくそう対策用トラヒック制御装置 石井孝 ; 千葉正人 ; 吉岡正紀 65～74

押しボタンダイヤル電話方式の商用試験結果 池谷寛 ; 鈴木正和 ; 上原亨 ; 田島清 75～83

全面改訂された“伝送設備技術計画標準”（その 3）信
頼度を考慮した伝送路網計画法

前原豊 ; 黒田耕司 84～91

本仕化された事業所集団電話交換機－ PC31形, PC42

形交換機の概要〈その 2〉
小畑昭雄 ; 堀場信雄 ; 関口明信 ; 渡辺昭雄 ; 中
村直 ; 鈴木信一

92～99

小笠原短波回線の商用試験結果について 木村正道 ; 片山修二 100～107

1,200ビット／ 秒データ宅内装置 川端久喜 ; 茂出木孝男 ; 松井嘉正 ; 島谷正三 108～115

技術のはなし 符号通信技術の基礎 (3) 副島俊雄 116～119

施設人のための事業知識 (68) 誘導障害対策 落合敬次郎 120～122

訓練ノート 電算機の自学自習用テキストについて 永易正幹 123～123

最近の海外雑誌から 米国における新しい同軸ケーブ
ル

高井章 124～126

ニュースフラッシュ 127～
127,130

～131

最近における電気通信技術の進歩と成果／市外線路保
全技術ハンドブック

原田安雄 ; 三沢勲人 128～129

海外連絡室ニュース 132～132

研究実用化報告第 19巻第 2号掲載予定論文 133～133

次号目次 3月号掲載予定目次 48～48
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〈論説〉人間とコミュニケーション 宮崎政義 12～13

電気通信研究所の活動状況－－－宅内機器研究部を中心
に

伊藤義一 14～26

座談会 技術成果発表会に参加して 朴木実 ; 網野茂 ; 渡辺喜三郎 ; 河地千里 ; 瓜生
政司 ; 石川巌 ; 鈴木胤顕 ; 宮脇陞 ; 神保健二

27～38

第 10回技術成果発表会から 辻明 ; 稲田邦雄 39～51

〈私の提案〉都内主要道路の交通事情と道路上工事に
ついて

村上文章 ; 高島久男 52～68

〈職場の改善例〉自動改式局におけるサービス開始時
加入電話需要予測方法改善の一方策

景山寛 69～80

〈職場の改善例〉新規開通工事の予約実施について 増島良平 81～87

〈職場の改善例〉釧路局におけるケーブル不良心線管
理について

加賀谷武男 88～91

電話回線のリタンロス 津田勝 ; 立松稔 92～97

接続子形保安器用本配線盤の概要 上原亨 ; 宮川喬 ; 加藤保 98～107

PCM-120方式の商用試験結果報告 副島俊雄 ; 村田武夫 ; 川上大三 ; 富田邦明 ; 真
柄成一

109～120

15GHz 960ch 短距離 (SF-F2) 方式商用試験の結果に
ついて

菊池芳男 ; 松本慎二 ; 久保庄二 122～127

DT-2401形データ宅内装置の概要（その 1） 塘鹿雄 ; 七原充 ; 塩田正義 ; 江口宏 128～132

固体電子化マイクロ無線用電源について 大房三夫 ; 内村清澄 133～141

技術のはなし ミリメートル波通信方式 (1) 宮内一洋 142～146

施設人のための事業知識 (69) 共同溝 落合敬次郎 148～149

最近の海外雑誌から L － 4 同軸ケーブル搬送方式に
おける主群の分岐・そう入方法

高井章 150～152

昭和 45年度「施設」編集モニター募集 147～147

ニュースフラッシュ 121～
121,153

～153

海外連絡室ニュース 154～154

研究実用化報告第 19巻第 3号掲載予定論文 155～155

次号目次 4月号掲載予定目次 108～108
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＜論説＞:生き金は大きく使い,死に金は細かく惜しめ 神谷輝男 12～13

座談会 新しいデータ通信実施体制－－－その 1 年を振
り返って

米沢威行 ; 松尾士郎 ; 柿崎尚弘 ; 美間敬之 ; 鈴
木錠造 ; 榎田久夫 ; 工藤理一郎 ; 平野元一 ; 浅
村伊佐男 ; 加藤秀夫

14～28

展示・試験システムの概要 松尾士郎 ; 鈴木貢 ; 秋池政二 ; 岩滝浩洋 29～37

実験を開始した自動遠隔検針方式 大野伝次 ; 江口新太郎 ; 粟村大吉 ; 大原明雄 75～82

＜職場の改善例＞山形統制電話中継所における職場研
究活動

守屋昭之助 ; 那須正直 83～86

＜職場の改善例＞信号用有極継電器の接点調整につい
て

大藪修 ; 橋本重正 87～92

＜第 10 回技術成果発表会発表論文から＞ C400 形交
換機における C400A-2DPORの RK不動障害の原因
調査について

高橋要 ; 立松勲 ; 江戸満 93～98

Ⅰ.変わりゆく近畿圏と電気通信 38～49

Ⅱ.万博と取り組む近畿電気通信局 50～62

Ⅲ.業務改善をめざして 63～74

万国博会場で使川される押しボタンダイヤル方式のボ
タン電話とカードダイヤル

鈴木正和 ; 小畑昭雄 ; 高橋徹 ; 鈴木邦男 ; 松尾
義明 ; 小林哲夫

99～107

新しい地下配線方式 新村長門 ; 丸山芳春 ; 長倉功 ; 夢藤昌彦 108～115

固体電子化された 120ch山岳回折見通し外方式 三好徹 ; 松木圭祐 116～124

近傍反射波の測定について 戸上和久 ; 伊藤正 ; 西垣甫 125～131

オピニオンテスト等による通話品質の評価（その 2） 勝田勝 ; 田中秀穂 132～135

DT-2401形データ宅内装置の概要（その 2） 塩田正義 ; 辻昭 ; 江口宏 ; 松原五夫 136～144

技術のはなし ミリメートル波通信方式 (2) 深津良治 146～149

施設人のための事業知識 (70) 都市計画と公衆電気通
信施設

落合敬次郎 150～151

新工法シリ―ズ 宅内配線工法（宅内工事合理化対策
試行用）

田中優司 152～156

最近の海外雑誌から IBM2750音声・データ交換シス
テム

船井一美 160～164

訓練ノート 電算機関係の訓練について 厚生局訓練課 165～165

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 166～167

ニュースフラッシュ 158～158

海外連絡室ニュース 168～168

研究実用化報告第 19巻第 4号掲載予定論文 169～169

次号目次 5月号掲載予定目次 145～145

昭和 45年度工事成果発表会論文募集 157～157

「施設」企画・編集・技術講座担当委員会委員名簿 159～159
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＜論説＞科学技術と人間性－－－アポロ 13号に想う 北原安定 8～9

昭和 45年度建設勘定工事実施計画の概要 齋伯哲 10～16

映像伝送サービスおよび高速模写伝送サービスについ
て

小山内昭三 ; 工藤理一郎 ; 青江茂 ; 陸川泰志 35～41

信用金庫データ通信システム 城戸利燕 ; 吉野好展 42～47

新しい下部支線 大浜成雄 ; 西野博 ; 安延信一 49～53

＜第 10 回技術成果発表会発表論文から＞ V-1-Tr 形
FAR通信路変換装置の CH R-B盤の周波数ひずみに
よる OM回線の不接障害について

江坂勉 54～56

＜私の提案＞地下線路測量のための曲線図表について 真壁芳郎 57～59

＜職場の改善例＞過大引抜力を要する管路ケーブルの
撤去工法について

海老沼三郎 ; 小島親光 ; 森島康武 60～65

新サービスの提供と省力化の推進 福富礼治郎 17～19

高度化計画と合理化,省力化の推進 小山内昭三 19～21

電信事業の改善と新しい専用サービスの拡大 工藤理一郎 21～23

線路設計の安定化,合理化,省力化 江頭淳 24～27

より完全な設備の設計 小野浄治 27～29

電源システムの設計方針 岩淵文雄 29～31

電話網の信頼性向上 村上治 32～34

データ通信展示試験システムについて 下田裕久 ; 松下孝 ; 佐々木昭夫 ; 桑原清人 66～77

DT-2401形データ宅内装置の概要（その 3） 七原充 ; 辻昭 ; 山本敏晶 78～84

短縮ダイヤル用情報転送装置の概要 千葉正人 ; 福井敏明 85～93

き線ケーブル配線法商用試験 丸山芳春 ; 長倉功 ; 長田実 94～106

業務用宅内機器 鈴木正和 ; 牧野正男 ; 広瀬琢朗 ; 秋庭弘 ; 小松
崎和重 ; 小川正気

107～119

第 2種集団電話用信号機の静止化 高沢徳次郎 ; 腕木治 120～126

技術のはなし ミリメートル波通信方式 (3) 宮内一洋 127～133

施設人のための事業知識 (71) 電信電話債券 浜崎隼彦 134～136

新工法シリーズ 加入者装荷線輪の取付け 花田宏 140～143

最近の海外雑誌から No.2 ESSのシステム構成と目的 船井一美 144～148

訓練ノート 昭和 45年度の訓練の特徴 厚生局訓練課 150～150

＜新仕様書の紹介＞機械関係 技術局仕様課 151～152

ニュースフラッシュ 153～153

読書案内 データ通信の基礎／技術叢書「C82 形市外
交換設備」

田中浩太郎 ; 池谷寛 138～139

海外連絡室ニュース 154～154

研究実用化報告第 19巻第 5号掲載予定論文 155～155

昭和 45年度機関誌「施設」編集モニターの選考発表 「施設」編集部 137～137

第 11回技術成果発表会論文募集 149～149

次号目次 6月号掲載予定目次 48～48
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＜論説＞省力化雑感 三宅正男 8～9

昭和 45年度施設用物品調達計画 今井貞夫 ; 菊池通博 10～15

撤去品等の新しい利活用方策 竹内清三郎 ; 村井敏雄 ; 栃本卓 16～20

昭和 45年度技術調査研究実用化計画の概要 辻明 ; 大西靖雄 41～49

国際無線通信諮問委員会 (CCIR)第 12回総会の報告 川原田安夫 ; 室谷正芳 50～60

回線呼称方法の改訂について 飯島貢 ; 藤岡豊 61～71

＜第 10回技術成果発表会発表論文から＞急速凍結工
事における凍結ゾーンの図解による簡易推定方法

中野洋次郎 72～74

＜私の提案＞新しい受信機入力の測定方法 下岡敏男 ; 久保庄二 ; 鶴山末義 76～78

明日の飛躍 村山好久 21～22

専門部訓練の現状 岩田正和 23～26

座談会 専門部を語る 岩田正和 ; 阿部泰之 ; 有馬憲一 ; 鈴木秀夫 ; 清
水克夫 ; 人見雅彦 ; 中田賢 ; 高木忠己 ; 栗塚忠
夫 ; 後藤詔生 ; 倉本稔; 川北春雄 ; 上薗修 ; 深
瀬源作 ; 玉地忠雄 ; 山田康雄 ; 森憲一郎

27～40

孤立防止用無線方式の九州管内実施結果について 渡辺審也 ; 木村正道 ; 中村千之 ; 栗原勝美 ; 椿
功 ; 遠藤茂

79～85

災害対策用 11GHz帯可搬形無線方式の概要 三好徹 ; 渡辺松彦 ; 田中良一 ; 富田邦明 ; 小川
謹一郎 ; 腕木治

86～95

DEX-2号交換機の建設工事について 中村伸 ; 陸川直則 ; 小川龍一 ; 吉田弘 96～109

DT-101形（100bit/s）搬信端局装置の概要 石川光雄 ; 鈴木祐敏 110～117

PCM-120 方式（その 4）超群符号変換装置の概要と
商用試験結果

坂下隆義 ; 村田武夫 ; 富田邦明 ; 直井学 118～123

技術のはなし“とう道”について 安部孝 124～129

施設人のための事業知識 (72) 債務償還 近藤有宏 130～131

新工法シリーズ DT-101形搬信端局装置建設 佐藤忠敏 134～135

最近の海外雑誌から ボタン電話用表示ランプとして
の発光ダイオード

船井一美 136～139

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 144～145

ニュースフラッシュ 140～141

読書案内 やさしいデータ伝送 神谷輝男 142～143

海外連絡室ニュース 146～146

研究実用化報告第 19巻第 6号掲載予定論文 147～147

第 7回「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 132～133

次号目次 7月号掲載予定目次 75～75
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＜論説＞建設工事における「進歩と調和」 原田安雄 8～9

線路工事施工合理化の考察（その 1） 上久保忠男 ; 西山正 36～41

よりよい設備のために 竹内純蔵 ; 三角岑生 42～48

パキスタン,インド,セイロンの電気通信事情について 今村徳輔 49～55

名古屋の加入データ通信システムの設計概要 鈴木錠造 ; 秋元稔 56～65

＜第 10 回技術成果発表会発表論文から＞ VHF 空中
線系における相互変調妨害の検討

鈴木靖男 ; 渡辺健 ; 高岡功 66～71

新しい「工事規格書」について 沼田竜雄 ; 豊義秀 10～15

建設工事推進のための部外接衝 吉田新次 ; 宮本義信 16～20

座談会 増大する建設工事推進のために 佐々木猛 ; 土田作次 ; 坂野満郎 ; 黒田晴夫 ; 野
村俊雄 ; 小形典巳 ; 打和祐賢 ; 山崎要 ; 高田隆
志 ; 土居健造

21～35

本仕化された C410形交換機 竹中正州 ; 千葉正人 ; 久米祐介 ; 小出隆昭 73～83

電子計算機を用いた通信網のトラヒックシミュレー
ション

真竹芳樹 ; 吉江英昌 ; 是近利武 84～87

PCM-24方式用伝送路切替装置 坂下隆義 ; 桜井伸篤 ; 川上大三 ; 真柄成一 88～93

アルミ被覆鋼より線を用いた架空ケーブルつり線と付
属材料

大浜成雄 ; 木下一郎 ; 細田博史 94～99

平衡形市内・市外ケーブルの広帯域漏話特性 山本千治 ; 西村通男 ; 高島秀行 100～109

11GHz帯アルミだ円導波管 菊池芳男 ; 神谷清美 ; 鷲津孝則 110～115

技術のはなし 移動無線 (1) 中野俊夫 116～122

施設人のための事業知識 (73) 電信電話事業の生産性 星野省 128～129

新工法シリーズ クロスバ交換機のリレー端子布線工
法の変更

片山龍治 123～127

最近の海外雑誌から 国際回線の信号方式 船井一美 130～133

訓練ノート ティーチング・マシンについて 厚生局訓練課 134～134

＜新仕様書の紹介＞電信関係 技術局仕様課 138～139

読書案内 電気通信小六法 北原安定 135～135

ニュースフラッシュ 136～
136,137

～137

海外連絡室ニュース 140～140

研究実用化報告第 19巻第 7号掲載予定論文 141～141

次号目次 8月号掲載予定目次 72～72
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〈論説〉研究の成果を高めるために 緒方研二 8～9

第 35回電気通信技術委員会の答申から 土井博之 ; 藤岡宏衛 10～18

線路工事施工合理化の考察（その 2） 杉田昭 19～26

中継架空線路への市内 CCPケーブルの使用について 永田博 ; 江川宏 27～30

昭和 44年度における電気通信研究所技術協力部の活
動

奈良富三郎 31～42

第 10 回技術成果発表会発表論文から 20 回線用電話
集信回路架装置からの“115”トーキーサービスについ
て

保崎員章 ; 山瀬清治 ; 中江祐次 43～45

本仕化された C93形特番交換機 石井孝 ; 加藤隆 ; 紅林芳夫 46～50

広帯域サービスのための既設市外伝送路特性について
（その 1）

青江茂 ; 沖見勝也 51～57

データ通信電力設備の設計について 開沼啓 ; 坂本誠也 ; 福島肇 58～64

東・名・阪における加入データ通信システムの網構成 中村宏一郎 ; 花輪二郎 ; 羽田正二 ; 篠崎一也 ;

佐藤雅生
66～75

銀行用データ宅内装置の概要 種田彬 ; 市川貞雄 ; 名波光彦 ; 長沢一真 76～84

技術のはなし 移動無線 (2) 中野俊夫 88～95

施設人のための事業知識 (74) 内部競争体制 潟沼憲三 85～87

新工法シリーズ アルミ導帯工法（耐震工法関係） 丹羽義寿 96～100

最近の海外雑誌から L-4 同軸方式によるディジタル
伝送

船井一美 101～105

訓練ノート CAIについて（その 1） 厚生局訓練課 109～109

〈新仕様書の紹介〉搬送関係 技術局仕様課 108～108

読書案内 テレコミュニケーション／網管必携 田中浩太郎 ; 南隆蔵 106～107

海外連絡室ニュース 110～110

研究実用化報告第 19巻第 8号掲載予定論文 111～111

次号目次 9月号掲載予定目次 65～65
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＜論説＞電気通信に花を咲かせるために 橋本真澄 8～9

昭和 44年度技術調査研究実用化の成果概要 木庭功 ; 上池啓一 50～60

線路工事近代化連絡会の動向 三沢勲人 ; 三崎貢 61～66

昭和 44年度の保全成果をみる 田中潤一 ; 星武典 67～76

無線用標準局舎および標準鉄塔 中島賢三郎 ; 丹生谷健一 ; 大森敏郎 ; 飯塚隆之 77～87

＜職場の改善例＞私たちの職場では同軸コード先端処
理工具を作成し作業能率をあげている

中島伊作 88～90

新技術の動向 去来川大 10～13

電力設備の現状 岩淵文雄 ; 三城勝彦 14～26

新しい電力保全 加藤純雄 27～32

鈴鹿学園における電力技術の訓練 有馬憲一 33～37

座談会 電力設備の保守を担当して 青山義之 ; 根本勝 ; 南場春雄 ; 今村文夫 ; 広忠
信 ; 吉田勉 ; 横田俊夫 ; 山田敏昭 ; 入岡浩 ; 関
武守 ; 富樫力 ; 古川一郎 ; 加藤純雄

38～49

短縮ダイヤル用記憶装置の概要 竹中正州 ; 千葉正人 ; 福井敏明 ; 佐久間信行 91～101

電話安定基準 青沼英生 ; 真竹芳樹 ; 今城斌 102～104

C-60M方式について 澤田新一郎 106～118

東京－大阪間テレビ電話伝送試験結果報告 矢野常俊 ; 山本孝美 119～124

本仕化された 2,400ビット／ 秒変復調装置 松井敏夫 ; 曽根信義 ; 山本隆 125～134

専用データ伝送用回線設計 東千昭 ; 福永保治 ; 松沼好美 135～139

技術のはなし 事業所用電話 (1) 小畑昭雄 140～145

施設人のための事業知識 (75) 付替制度 高橋三吉 146～147

最近の海外雑誌から 満 4歳を迎えた ESS 船井一美 148～151

＜新仕様書の紹介＞機械関係 技術局仕様課 152～152

読書案内 電子交換機／コンピュータ アプリケーショ
ン入門

水沢慶太郎 ; 井出和彦 154～155

海外連絡室ニュース 158～158

訓練ノート CAIについて（その 2） 厚生局訓練課 156～157

ニュースフラッシュ 153～153

研究実用化報告第 19巻第 9号掲載予定論文 159～159

次号目次 10月号掲載予定目次 105～105
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創業 100年にあたって 米澤滋 8～9

＜論説＞創業 100年に想う 庄司茂樹 10～12

座談会 創業 100年の歩みをかえりみて 梶井剛 ; 荒川大太郎 ; 松前重義 ; 篠原登 ; 林一
郎 ; 吉田五郎 ; 石川武二 ; 佐々木卓夫 ; 黒川廣
二

13～35

線路技術 橋本真澄 36～46

交換技術 三宅正男 47～56

搬送技術 熊谷伝六 57～63

電信およびデータ通信技術 緒方研二 64～74

無線技術 川原田安夫 75～83

電力技術 原田安雄 84～89

建築技術 向井覚 90～98

加入データ通信システムのサービスインを迎えて 廣田憲一郎 99～104

試行にはいった加入者線路設備管理方式 山県保 ; 金子宥円 ; 牧絵義尚 ; 熊谷圭介 105～112

マンホール改造の設計方法 志村博正 ; 山岸康利 ; 太田孝 ; 深田修司 113～120

本仕化された自動通知案内装置（その 1） 千葉正人 ; 小林嘉一 ; 東山福男 ; 川本博千 121～129

48kbit/s広帯域データ伝送システム（その 1） 砂川博 ; 鈴木祐敏 ; 下條義康 131～140

高速模写伝送サービス用装置について 池部剛次 ; 岩森庄次 ; 山田協右 ; 中川史郎 142～151

電話回線の通話音量 住田俊宗 ; 加藤勇 ; 小池章三 152～156

技術のはなし 事業所用電話 (2) 小畑昭雄 157～163

施設人のための事業知識 (76) 業務委託費 東野宗恵 164～164

最近の海外雑誌から テレビ電話信号の符号化と帯域
圧縮について（その 1）

船井一美 166～170

新工法シリーズ 地下管路のダクトソケット設置工法 村瀬昇 ; 川合幸雄 171～175

読書案内 データ通信／データ通信端末装置 緒方研二 ; 伊佐進 176～177

海外連絡室ニュース 178～178

ニュースフラッシュ 130～
130,165

～165

研究実用化報告第 19巻第 10号掲載予定目次 179～179

次号目次 11月号掲載予定目次 141～141
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＜論説＞ 7ヵ年計画作成にあたって 浦川親直 8～9

電信電話拡充 7ヵ年計画 古都勝寿 ; 山県保 ; 松田利三 ; 前原豊 ; 星正也
; 辻明

10～50

昭和 45年度工事成果発表会開催される 土居健造 ; 井手靖治 51～57

農協用データ通信システム 桜井義郎 ; 北村喜義 58～64

万国博データ通信システムの成果について 伊佐進 ; 塚本和孝 ; 藤原広 ; 野口昭雅 86～96

通信局特集 信越電気通信局 65～85

本仕化された自動通知案内装置（その 2） 柳沢信吉 ; 本郷千里 ; 荻原正 ; 古屋靖夫 97～103

本仕化された主群切替装置 青江茂 ; 石野文雄 ; 岡田成俊 ; 荒巻敏夫 104～111

万国博における携帯無線電話方式 西野孝平 ; 中野俊夫 ; 杉原寛 ; 片山修二 112～120

48k bit/s広帯域データ伝送システム（その 2） 砂川博 ; 曽根信義 121～131

標準形銀行用データ宅内装置の概要 種田彬 ; 市川貞雄 ; 名波光彦 ; 長沢一真 132～139

技術のはなし 事業所用電話 (3) 小畑昭雄 143～149

施設人のための事業知識 (77) 人件費 星野省 140～141

最近の海外雑誌から テレビ電話信号の符号化と帯域
圧縮について（その 2）

船井一美 150～153

新工法シリーズ ケーブルキャップ取付工法 江口誠 ; 竹内秀元 154～157

＜新仕様書の紹介＞電力関係 技術局仕様課 158～159

読書案内 可搬形クロスバ 水沢慶太郎 161～161

海外連絡室ニュース 162～162

ニュースフラッシュ 160～160

研究実用化報告第 19巻第 11号掲載予定論文 163～163

次号目次 12月号掲載予定目次 142～142

263



Vol.22 No.12　
日本電信電話公社施設局編集　

＜論説＞地域環境と建築 大澤秀行 8～9

局舎と地域環境 沖塩荘一郎 ; 田中順三 10～15

大阪データ通信専用局舎計画 松田正司 16～20

建築関連法規の改正と今後の建築 柴田尚毅 21～24

建築工事と公害 折笠弥 25～33

重油だき暖房用ボイラの脱硫装置について 野口優 ; 伊東正夫 ; 西村誠吉 ; 間下欣二 34～38

亜硫酸ガス除去フィルタについて 玉谷省輝 ; 小池敏夫 ; 伊東正夫 39～42

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 藤岡宏衛 ; 山田就将 43～49

総裁帰朝報告特集 71～84

販売在庫管理システム 鈴木錠造 ; 森岡武 ; 吉見一郎 ; 羽田正二 50～70

電話計算システム 美間敬之 ; 柴山敏明 ; 佐藤完二 ; 志沢美夫 85～94

通話中着信装置 竹中正州 ; 千葉正人 ; 小谷武福 96～104

住宅団地における新しい地下配線方式 木下一郎 ; 西野博 ; 長倉功 ; 中村輝夫 105～109

施設人のための事業知識 (78) 単位料金区域 島崎泰夫 110～111

最近の海外雑誌から 明日の電話機の設計 船井一美 112～116

新工法シリーズ 最近の建設工法（無線） 鎌田靖彦 ; 鷲津孝則 117～121

＜新仕様書の紹介＞機械関係 技術局仕様課 122～124

ニュースフラッシュ 125～125

海外連絡室ニュース 126～126

研究実用化報告第 19巻第 12号掲載予定論文 127～128

次号目次 1月号掲載予定目次 95～95

昭和 45年施設総目次 2～11

264



Vol.23 No.1　
日本電信電話公社施設局編集　

年頭にあたって 米澤滋 8～9

電気通信研究所における最近のトピックス 上田常孝 10～22

複局地における新保全体制 田中潤一 ; 佐々木原俊郎 ; 丹羽悌二 23～28

加入電信の課金方法の変更について 工藤理一郎 ; 吉田亮 ; 東千昭 29～33

自即申告における TOK,TCCの実態調査 新村登 ; 若林展 34～45

第 1回保全業務改善成果論文発表会を開催して 柳生淑郎 ; 土生順平 47～51

インパルス性雑音の実態とその評価 住田俊宗 ; 加藤勇 ; 千田博之 ; 菊池尚一 52～58

事業所集団電話用 SA100形受付台 竹中正州 ; 久米祐介 59～65

費用の変動を考慮した経済比較法 青沼英生 ; 本田茂 ; 城崎龍太郎 66～74

ガス隔壁付きケーブル 新村長門 ; 小川清 ; 渡辺正幸 75～79

新しいテレビジョンプログラム切替装置 矢野常俊 ; 林憲男 ; 小田切章 80～88

加入電信新課金機器の概要（その 1） 木植和夫 ; 塩山豊蔵 ; 渡辺憲司 89～96

施設人のための事業知識 (79) データ通信の料金 川口寿男 98～99

電信関係 技術仕様課 100～102

ニュースフラッシュ 46～46

海外連絡室ニュース 103～106

研究実用化報告第 20巻第 1号掲載予定論文 107～107

次号目次 2月号掲載予定目次 97～97
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＜論説＞これからの海外協力活動 太田勇 8～9

有線電気通信設備令の改正について 糸井栄一 10～14

新しい保全管理方式 飯村治 ; 星武典 53～59

第 11回技術成果発表会から 木庭功 ; 高橋卓三 60～68

＜第 11回技術成果発表会発表論文から＞同軸ケーブ
ル局内端末問題点とその対策

高尾忠典 ; 木下隆介 69～73

海外技術協力活動の現状 藤井義人 15～19

東南アジア地域の発展途上国に対する技術協力 東勝俊 20～25

モンクット王工科大学ノンブリ分校 伊藤雄一 ; 増田敏一 ; 斎藤進 ; 曽我正義 26～29

セイロンの電気通信事情 野尻久 ; 浅古幸一 ; 飯島幸雄 ; 飯田光夫 30～35

パキスタン電気通信研究センタ 折笠寛 ; 水谷宏 ; 杉山安一 36～40

日本青年海外協力隊に参加して 岩田美人 ; 大久保孝彦 ; 堀川武 ; 宮内章 41～43

ベルシステムとの技術交流 半田惠一 44～48

国際会議雑感 松本高士 49～52

短縮ダイヤル用局内機器施設設計の概要 坂井哲雄 ; 鈴木貞三 ; 成田譲 ; 相沢源一 74～79

ボタン電話用コネクタ 小畑昭雄 ; 奥野淑 ; 小林哲夫 ; 高西義雄 80～84

無電源地区用電源 高沢徳次郎 ; 腕木治 86～94

応急市外ケーブル 如沢清 ; 高島秀行 ; 加藤正明 ; 栗林仁 95～102

加入電信新課金機器の概要（その 2） 東千昭 ; 植田肇 ; 根元義夫 ; 早水俊夫 103～112

施設人のための事業知識 (80) 間接費 潟沼憲三 114～115

読書案内 データ通信コンピュータ基礎用語事典 鈴木錠造 119～119

ニュースフラッシュ 113～
113,116

～116

昭和 46年度「施設」編集モニター募集 117～118

海外連絡室ニュース 120～120

研究実用化報告第 20巻第 2号掲載予定論文 121～121

次号目次 3月号掲載予定目次 85～85
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＜論説＞交換技術の本質について 三宅正男 8～9

電子交換機の歩み 山内正弥 10～16

総合電気通信網と電子交換機 水沢慶太郎 ; 松田利三 17～25

座談会 電子交換機の実用化をめぐって 近藤貞吉 ; 新井満男 ; 式場英 ; 中谷邦夫 ; 城水
元次郎 ; 伊吹公夫 ; 守家一夫 ; 秋丸春夫 ; 池谷
寛

26～36

D10号形自動交換機の概要 池谷寛 ; 近藤貞吉 ; 式場英 ; 但馬昭 37～45

わが国のクロスバ技術の発展 福富礼治郎 46～54

電子交換機の施設設計 藤倉琢尉 55～65

弔辞 米澤滋 66～67

追悼のことば 秋草篤二 ; 庄司茂樹 ; 篠原登 ; 橋本一郎 ; 三宅
正男 ; 緒方研二 ; 遠藤正介 ; 川原田安夫 ; 田中
浩太郎 ; 土井博之 ; 青江茂 ; 長津正次

68～76

市内電話設備技術計画標準の改定について 武内宏允 ; 福井一郎 77～82

改正特許法と特許の基礎知識 弘中明徳 ; 横山昭男 83～91

＜第 11回技術成果発表会発表論文から＞障害転送自
動記録装置と無駐在局制御装置の開発について

中川昇 ; 横川享勇 ; 鏡敏雄 ; 鈴木俊一 92～96

＜昭和 45年度保全成果発表会発表論文から＞浜坂局
における局外作業体制について

池田寿和 ; 大井正夫 ; 中村理一 97～100

電話計算システム（DIALS）用ライブラリの概要 加来億一 ; 石原毅 ; 高橋忠世 ; 天水昇 ; 加藤寛
治

101～107

市内クロスバ用自動集中試験装置の概要 竹中正州 ; 三好明義 ; 榎義彦 ; 愛沢慎一 108～116

D10号形自動交換方式（その 1） 石井昭一 ; 倉地光男 ; 田島久彰 ; 小林隆男 118～129

12MHzシステム切替方式について 青江茂 ; 石野文雄 ; 岡田成俊 ; 真柄成一 ; 堀尾
忠親

130～136

災害対策用 11GHz帯可搬形無線方式 矢野常俊 ; 山本孝美 ; 冨田邦明 ; 小野伸治 137～146

海底埋設ルート調査装置 鈴木欽也 ; 玉井明 ; 涌井裕 ; 森健二 147～156

施設人のための事業知識 (81) 原因者負担金・受益者
負担金

落合敬次郎 158～159

訓練ノート 専門部教程の改正について 厚生局訓練課 157～157

ニュースフラッシュ 160～161

海外連絡室ニュース 162～162

研究実用化報告第 20巻第 3号掲載予定論文 163～163

次号目次 4月号掲載予定目次 117～117
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＜論説＞現実に即して 神谷輝男 8～9

科学技術計算システム（DEMOS） 美間敬之 ; 大前義次 ; 佐藤完二 ; 伊藤宏 10～25

札幌オリンピック電気通信対策 山口美英 26～37

札幌オリンピック・データ通信システム 一色博 ; 寺本福寿 38～48

災害に対する準備と心構え 川本治男 ; 仲沢英憲 49～54

新サービスに対処した地下配線管路の多条化 江頭淳 ; 永田博 55～58

新屋内配線方式について 牧野正男 ; 丸山芳春 59～64

＜第 11回技術成果発表会発表論文から＞モデム連続
試験器（チェッカ）の試作

矢野勉 65～67

＜昭和 45年度保全成果発表会発表論文から＞電力部
門における士気高揚施策

田村芳美 ; 柳町善春 ; 熊谷幹男 68～71

新しく登場したホームテレホン 小畑照雄 ; 奥野淑 ; 小林哲夫 ; 高西義雄 72～76

新しい加入者線路の配線法 福富秀雄 ; 木下一郎 ; 長倉功 77～82

9.5mm 18心同軸ケーブル 山本千治 ; 如沢清 ; 高島秀行 84～90

盛土区間通信地下施設の地震対策に関する一考察 大浜成雄 ; 西野博 ; 安延信一 ; 孫田忠誠 92～99

新しく実用化する自立柱 大浜成雄 ; 西野博 ; 安延信一 ; 道元信利 100～105

CATV方式について 陸川泰志 ; 平塚憲一 ; 石川定美 ; 福富秀雄 ; 西
村通男 ; 松本光生

106～117

11GHz全固体電子化固定形テレビジョンリンク 菊池芳男 ; 松橋昭一 118～124

科学技術計算システム（DEMOS）言語処理プログラ
ムの概要

長谷川光男 ; 小林国治 ; 中津川丹 ; 小口貢 125～137

科学技術計算システム（DEMOS）用ライブラリの概
要（その 1）

加来億一 ; 山崎勝 ; 新谷八郎 ; 池田修 138～143

施設人のための事業知識 (82) 企業収益率 坂本俊一郎 144～146

方形導波管のフランジ付け現地加工について 渡辺正 ; 鎌田靖彦 ; 三宅史雄 ; 近藤寛 148～151

＜新仕様書の紹介＞無線関係 技術局仕様課 153～155

読書案内 販売在庫管理システム 神谷輝男 157～157

カラースライドの案内 コンピュータ入門 平三郎 91～91

「施設」企画・編集・技術講座担当委員会委員簿 160～160

昭和 46年度工事成果発表会「論文募集」 152～152

ニュースフラッシュ 147～
147,156

～156

海外連絡室ニュース 158～159

研究実用化報告第 20巻第 4号掲載予定論文 161～161

次号目次 5月号掲載予定目次 83～83
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＜論説＞これからの研究所の課題 緒方研二 8～9

研究体制の拡充強化と最近の電気通信研究所の活動状
況

伊藤義一 10～15

昭和 46年度建設勘定工事実施計画の概要 齋伯哲 16～22

新サービスの適用拡大と設備近代化の推進 丹野武宣 23～24

第 2世紀の伝送設備を 青江茂 25～26

情報化社会への進展に寄与するサービスの提供 小嶋国雄 27～29

弾力的な線路設計 江頭淳 30～31

災害対策の推進と設計の合理化 岩崎昇三 32～34

サービスの多様化に対応する電力設計 岩淵文雄 35～37

電子交換機の設計 村上治 38～40

＜第 11回技術成果発表会発表論文から＞ PCM24方
式中間給電局用電源装置の改造について

水木政美 41～44

＜昭和 45年度保全成果発表会発表論文から＞誤操作
障害防止対策について

島岡宏次 ; 中君孝 ; 森永敦雄 ; 太田忠次 45～48

D10号形自動交換方式（その 2） 石井昭一 ; 倉地光男 ; 田島久彰 ; 小林隆男 49～64

電子交換機用電源装置 去来川大 ; 三枝守彦 ; 塩見栄次郎 ; 原口昭二 ;

森勇
65～74

寒冷地用屋外線の商用試験について 久保田俊昭 ; 平野正弘 ; 千葉孝一 75～83

電話計算システムの回線対応装置 野口源治 ; 星川紀弥 ; 高井啓 ; 安藤誠 ; 宮脇勝
利

84～91

電話計算システム（DIALS）のシステムプログラム
（その 1）

山口欣二 ; 田中嘉信 ; 森道直 ; 広木正倫 92～99

科学技術計算システム（DEMOS）用ライブラリの概
要（その 2）

伊藤弘一郎 ; 熊谷和紀 ; 島野正三 ; 天水昇 ; 加
藤寛治 ; 鈴木健司

100～108

技術のはなし データ宅内装置 (1) 川端久喜 109～115

施設人のための事業知識 (83) 公社の民間金融機関利
用

東野宗恵 116～117

新工法シリーズ CP21 形自動式構内交換装置の建設
工法

酒井正男 120～123

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 124～126

訓練ノート 電子交換機の訓練について 厚生局訓練課 130～131

海外連絡室ニュース 132～132

ニュースフラッシュ 118～
118,127

～127,128～
128

研究実用化報告第 20巻第 5号掲載予定論文 133～133

昭和 46年度機関誌「施設」編集モニターの選考発表 129～129

次号目次 6月号掲載予定目次 119～119
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＜論説＞システム化の概念による研究開発の推進 小口文一 8～9

昭和 46年度技術調査研究実用化計画の概要 五嶋一彦 ; 大西靖雄 10～19

ロサンゼルス地震の調査報告 杉田昭 35～41

線路設備からみた有線電気通信設備令の改正について 安部孝 ; 鈴木尚孝 ; 高野和生 42～46

高速道路用通信の協定と基本システム設計（その 1） 西島輝治 ; 落合敬次郎 47～53

通信局特集 東北電気通信局 東北の現状と躍進のいぶ
き

20～34

＜第 11回技術成果発表会発表論文から＞大島～宮塚
における 2GHz回線のフェージングについて

青沼実 54～57

＜昭和 45年度保全成果発表会発表論文から＞共通服
務局での保全業務改善について

野上肇 ; 筒井砂雄 58～63

＜職場の改善例＞異常障害時の初動措置迅速化のため
の一方法について

高橋利夫 ; 九十九絋慈 ; 福本満明 ; 猪野武一 ;

上杉篤美
64～68

D10号形自動交換方式（その 3） 石井昭一 ; 倉地光男 ; 田島久彰 ; 小林隆男 69～75

レジンコンクリート製ブロックマンホール 大橋弘之 ; 西野博 ; 田中軍治 76～81

パルスを用いたプラスチックケーブル用浸水障害測定
器

山内一郎 ; 如沢清 ; 横田悦男 ; 一杉晃 82～89

CP-2－ Tr形同軸ビデオ方式 池部剛次 ; 江尻正義 90～98

孤立防止用無線方式の電波不感地対策 木下隆介 ; 西村栄吉 ; 森勇 ; 椿功 99～104

電話計算システム（DIALS）のシステムプログラム
（その 2）

進九二雄 ; 藤田芳弘 ; 池田幸雄 ; 島田晃 106～112

科学技術計算システム（DEMOS）の管理プログラム
（その 1）

大前義次 ; 藤原滋 ; 立花佑介 113～119

技術のはなし データ宅内装置 (2) 川端久喜 120～127

施設人のための事業知識 (84) MAPS（資材業務の事
務機械化）

赤松正也 128～129

新工法シリーズ 引留工法の施工合理化 竹内卓 ; 丸山茂和 130～133

＜新仕様書の紹介＞機械関係 技術局仕様課 134～135

訓練ノート 専門部の近況 厚生局訓練課 141～141

第 8回「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 138～140

読書案内 仕事の知恵 林達夫 137～137

海外連絡室ニュース 142～142

ニュースフラッシュ 136～136

研究実用化報告第 20巻第 6号掲載予定論文 143～143

次号目次 7月号掲載予定目次 105～105
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＜論説＞ 46年度物品調達にあたって 山本孝 8～9

昭和 46年度施設用物品調達計画 今井貞夫 ; 菊池通博 10～15

よりよい品質のために 竹内純蔵 ; 三角岑生 16～21

座談会 公衆電気通信法の改正をめぐって 三宅正男 ; 伊佐進 ; 横井満 ; 中山隆夫 ; 松田利
三 ; 小嶋国雄 ; 田中潤一 ; 中嶋栄之助 ; 田中浩
太郎

22～37

総合銀行システムの概要 立岡芳彦 ; 島崎恭一 38～49

高速道路用通信の協定と基本システム設計（その 2） 志村武雄 ; 飯島貢 ; 木内康雄 ; 菊地郁夫 50～58

＜第 11回技術成果発表会発表論文から＞大束伝送路
の切替時のレベル低下について

久世雅弘 ; 薬師輝雄 59～62

＜昭和 45年度保全成果発表会発表論文から＞ 5号 A

卓上公衆電話機の金詰り対策について
長坂鐘治 ; 宮田隆司 ; 寺田正弘 ; 間宮清寛 63～67

D10号形自動交換方式（その 4） 向井暉二 ; 中島汎仁 ; 森邦彦 ; 水谷明 ; 後藤俊
邦

68～81

テレビジョン中継網における映音同時伝送の全国導入 川船武則 ; 松本圭祐 ; 林憲男 ; 橋谷貞亮 ; 高椋
茂登

82～93

見通し内海上長距離伝ぱんマイクロ波方式の回線設計
法

河野十三彦 ; 伊藤好誉 94～105

加入電信用サービス信号装置の概要 岡田行雄 ; 塩山豊蔵 ; 渡辺憲司 ; 山森俊彦 107～114

電話計算システム（DIALS）のシステムプログラム
（その 3）

山口欣二 ; 広木正倫 ; 塩見昭彦 ; 丹治昭 115～120

科学技術計算システム（DEMOS）の管理プログラム
（その 2）

立花佑介 ; 榎本宏太郎 ; 浜口友一 ; 村田紀男 121～131

技術のはなし データ宅内装置 (3) 川端久喜 132～138

施設人のための事業知識 (85) 事業運営方策 潟沼憲三 140～143

新工法シリーズ 移動発電装置用接続箱建設工法につ
いて

山崎健蔵 ; 丹羽義寿 144～149

訓練ノート CAIの実習システムについて 厚生局訓練課 139～139

海外連絡室ニュース 150～150

研究実用化報告第 20巻第 7号掲載予定論文 151～151

次号目次 8月号掲載予定目次 106～106
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＜論説＞現場の技術 原田安雄 8～9

単一から複合化へ 佐藤義雄 10～13

特殊技能からの脱皮 杉田昭 14～20

交換機工事における熟練技能からの開放 塩月昭義 21～24

多様化と合理化の調和 三城勝彦 25～32

回線開通工事の明日への課題 杉浦彰夫 ; 根本昭二 33～37

新しい工程管理 上久保忠男 ; 高田隆志 ; 土居健造 38～46

第 37回電気通信技術委員会の審議から 山崎要 ; 田村恵一 47～57

広域時分制の実施について 長田武彦 ; 飯村治 58～66

大都市のとう道断面の改訂について 安部孝 ; 山岸康利 ; 太田孝 67～73

最近 3ヵ年の異常障害発生状況と減少対策 本田実 ; 仲沢英憲 74～82

＜私の提案＞転換式付属電話方式の改良について 原田稔 83～84

D10号形自動交換方式（その 5） 村田忠明 ; 梅村静宏 85～97

浅海用 CS-36M形海底同軸ケーブル中継方式 石野文雄 ; 堀口孝雄 ; 秦英遠 98～107

テレビ回線制御システム (MASCOT)（その 1） 滝本仁 ; 碓井孝義 ; 古田武 ; 酒井克行 109～116

科学技術計算システム（DEMOS）の管理プログラム
（その 3）

大前義次 ; 高倉慶充 ; 石川宏 ; 杉山進 117～128

電子交換機用回路図の見方 倉地光男 ; 木内浩 129～134

技術のはなし 信頼性と安定基準 (1) 楠五月 136～141

施設人のための事業知識 (86) 債券発行差損償却費 西島輝治 142～143

I-2050 料金計算システムにおける工事および性能試
験について

佐藤忠敬 ; 杉山晃也 144～149

＜新仕様書の紹介＞電力関係 技術局仕様課 150～150

読書案内 移動通信方式 川原田安夫 151～151

ニュースフラッシュ 135～135

海外連絡室ニュース 152～152

研究実用化報告第 20巻第 8号掲載予定論文 153～153

次号目次 9月号掲載予定目次 108～108
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＜論説＞労働疎外の坂道にいどむ 松橋達良 8～9

線路工事近代化連絡会の新しい活動の方向 出村喜蔵 ; 福富秀雄 10～15

昭和 45年度の保全成果をみる 田中潤一 ; 滑川義人 16～25

特定通信回線の技術基準について 小嶋国雄 ; 石原勇 26～30

直営データ通信システムの現状 神保健二 ; 飯田明敏 31～38

昭和 45年度技術調査研究実用化の成果概要 木庭功 ; 上池啓一 ; 安永治男 39～51

昭和 45年度における電気通信研究所技術協力部の活
動

黒田鎮次 52～62

電力・鉄道の技術革新に対応する今後の誘導問題につ
いて

山内一郎 ; 横田悦男 63～71

D10号形自動交換方式（その 6） 吉村武 ; 有馬修二 72～82

C6 形および C8 形自動交換機における固定収容方法
の採用について

横倉章 ; 岡島成昭 ; 塩川亘 83～92

管路内ケーブルのガス障害修理時における臨時隔壁工
法について

加藤正明 ; 篠崎静男 ; 山口八郎 ; 市川明 93～98

平衡対ケーブルを用いた画像伝送サービス方式 池部剛次 ; 佐藤文克 ; 江尻正義 100～109

テレビ回線制御システム (MASCOT)（その 2） 滝本仁 ; 碓井孝義 ; 柴田守一 110～119

システムシミュレーションによる電話計算システムの
処理能力評価

田中嘉信 ; 森道直 ; 広木正倫 ; 池田幸雄 120～126

技術のはなし 信頼性と安定基準 (2) 楠五月 130～137

施設人のための事業知識 (87) 銅価格の変動と建設勘
定工事実施計画

千葉正人 127～129

新工法シリーズ 切替接続盤取付工法 花田宏 138～141

＜新仕様書の紹介＞機械関係 技術局仕様課 143～143

海外連絡室ニュース 144～144

読書案内 実務家のための OR技法とコンピュータ 植田義明 142～142

研究実用化報告第 20巻第 9号掲載予定論文 145～145

次号目次 10月号掲載予定目次 99～99
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〈論説〉総合通信網構想をより深く理解するために 北原安定 8～9

広域時分制工事の概要 水澤慶太郎 ; 斎藤浄 10～20

新しい型式審査制度の実施について 小嶋国雄 ; 弘法堂一雄 21～25

中規模電子計算機によるバンキング・システムの概要 八橋主計 ; 富田英雄 26～36

カラー電話機の販売にあたって 渡辺義彦 37～41

テレビ回線制御システム (MASCOT)（その 3） 滝本仁 ; 碓井孝義 ; 戸上和久 ; 大滝映夫 ; 安藤
巌 ; 金島正基

42～52

新しいマイクロ波回線切替制御装置 矢野常俊 ; 山本孝美 ; 林憲男 ; 近藤幸好 53～61

販売在庫管理システムにおける利用者ブログラムの設
計（その 1）

羽田正二 ; 小野貞雄 ; 林紘一郎 62～67

電話計算システムの加入者習性について 森道直 ; 嶋崎正弘 75～79

本土・沖繩間加入電信サービスに使用された新装置 塩山豊蔵 ; 黒住恭司 ; 諫山徹也 ; 植田肇 80～89

J-2502号 A回線制御装置テストブログラムの改良に
ついて

平位忠郎 ; 加藤寛爾 ; 中ノ殿寿 90～101

技術のはなし 信頼性と安定基準 (3) 楠五月 102～108

施設人のための事業知識 (88) 安全管理者 徳善義昌 112～113

新工法シリーズ DT-48K 形変復調装置等の建設工法
について

渡辺武 114～117

〈新仕様書の紹介〉データ通信関係 技術局仕様課 109～111

訓練ノート 教程教科書委員会 厚生局訓練課 118～118

海外連絡室ニュース 122～122

読書案内 電子交換の基礎用語 廣田憲一郎 120～120

ニュースフラッシュ 68～74,121

～121

研究実用化報告第 20巻第 10号掲載予定論文 123～123

次号目次 11月号掲載予定目次 119～119
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〈論説〉無線通信の今昔 川原田安夫 8～9

本土・沖繩間マイクロ回線工事の概要 山根信義 10～17

宇宙通信に関する世界無線主管庁会議に出席して 岩崎昇三 ; 林義昭 ; 山本誠実 18～25

新しい無線技術の動向 林義昭 26～32

公社のマイクロ回線建設と国際協力の現状 平島一郎 ; 栗木富男 33～39

マイクロ無線の保全状況 川上育夫 40～48

エチオピアのマイクロ網計画調査に参加して 佐藤光明 49～57

遠隔データ処理方式の概要 小野秋一 ; 宮鍋恒也 58～63

ジュネーブにおける電気通信展 松本慎二 64～67

広域時分制用機器について（その 1） 飯村治 ; 三好明義 ; 片山龍治 ; 久米裕介 ; 森下
俊三

75～86

電子交換における事業所集団電話サービス機能 但馬昭 ; 高崎昭 88～101

専用橋下部構造の標準設計 山岸康利 ; 太田孝 ; 藤木成孝 102～111

無電源地域の通信用電力設計 中島宏 ; 吉田政弘 ; 内村清澄 113～120

販売在庫管理システムにおける利用者プログラムの設
計（その 2）

羽田正二 ; 林紘一郎 ; 榎孝芳 ; 福島武志 121～129

技術のはなし 管路とマンホール 佐々木康雄 130～139

施設人のための事業知識 (89) ドラッカーとトフラー 竹内節 140～141

新工法シリーズ 高速道路用非常電話機の取付方法 石井泰治 ; 野本佐紀雄 144～150

〈新仕様書の紹介〉線路関係 技術局仕様課 68～74

海外連絡室ニュース 152～152

研究実用化報告第 20巻第 11号掲載予定論文 153～153

不法行為と損害賠償の常識 塩田芳秋 142～142

交換装置保守の手引き 中谷邦夫 151～151

ニュースフラッシュ 112～
112,143

～143

次号目次 12月号掲載予定目次 87～87
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＜論説＞建築の新技術 大澤秀行 8～9

建築生産の工業化について 三宅敏郎 10～14

建築生産近代化への歩み 田中順三 15～22

建設産業の構造変化 厨川昭二 23～26

局全設計におけるコスト計画 西沢博 27～32

超高層局舎の工事監理システムについて 折笠弥 33～41

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 田村恵一 ; 山田就将 42～49

完全な設計を実現するために 井深次郎 50～56

本文 ヨーロッパ諸国を廻って 75～93

グラビア 米澤総裁ヨーロッパを視察 71～74

広域時分制工事の実施体制について 上久保忠男 ; 奥村通泰 58～63

広域時分制の先行工事とその実施結果について 斎藤浄 ; 篠原寿人 ; 飯村治 ; 野上正栄 64～70

広域時分制工事における建設工法について 角田喜宏 ; 松田満 ; 田尻穣 94～103

昭和 46年度（第 3回）工事成果発表会から 土居健造 ; 吉田篤 104～110

局舎計画標準（R80.10「局舎計画」）の制定について 小西篤夫 ; 高屋昭太郎 ; 加藤敏 111～116

広域時分制用機器について（その 2） 竹中正州 ; 小林嘉一 ; 堀崎修宏 ; 東山福男 117～128

広域時分制工事の施設設計について 篠原寿人 ; 八木惇夫 ; 成田譲 ; 佐々木和夫 129～139

PEX20形専用線交換機 土屋博 ; 中西達 ; 越野一男 ; 渡辺明正 140～147

IC化された PCM-24中継装置 市川勉 ; 桜井伸篤 ; 黒岩七生 148～153

DT-1211形プリンタ 田中義昭 ; 渡辺孝彦 ; 山本敏晶 154～159

販売在庫管理システムにおける利用者プログラムの設
計（その 3）

羽田正二 ; 久野庸夫 ; 高崎雄三 160～165

信用金庫システム（その 1） 城戸利燕 ; 加藤寛爾 ; 萩原信之 ; 小平博之 ; 新
実昭治

166～174

技術のはなし 電子交換の ABC(1) 式場英 176～180

施設人のための事業知識 (90) 組織能力開発訓練 竹内節 182～183

新工法シリーズ 標準高速道路用交換装置建設工法 高田貢 ; 後藤俊司 184～192

海外連絡室ニュース 181～181

研究実用化報告第 20巻第 12号掲載予定論文 193～
ニュースフラッシュ 175～175

次号目次 1月号掲載予定目次 57～57

昭和 46年度施設総目次 2～11
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年頭にあたって 米澤滋 8～9

＜論説＞屋久杉をこえて 庄司茂樹 10～11

これからのデータ通信業務 伊佐進 12～16

加入電信からも利用できる販売在庫管理サービス 森岡武・中村鉄治 17～22

アメリカの情報処理サービスを見て 松尾士郎・大塚順三 23～32

海底同軸方式開発の現状と動向 鈴木欽也 ; 石野文雄 33～37

社内テレビ電話システム 平塚憲一 ; 村田完二 ; 栗原武雄 ; 如沢清 ; 堀口
孝雄 ; 矢野常俊

38～44

同軸ケーブル伝送方式の土木設計 黒木義人 ; 岡山孝昭 ; 田中一馬 45～49

D10号形交換機における市外交換機能 阿部正之 ; 三原種昭 ; 田島久彰 ; 水沢純一 ; 上
田正弘 ; 山村重光

50～59

情報処理装置用静止形交流電源装置 去来川大 ; 蒲池忠善 ; 飯塚文男 ; 関野吉宏 60～68

嚮導装置付曳行式布設同時埋設方式の試用試験の結果
について

鈴木欽也 ; 三宅将善 ; 涌井裕 ; 徳岡正章 69～87

CD形監視統制装置 石野文雄 ; 大坪勝 ; 山田協右 88～95

内航船舶電話方式における不感地対策方式商用試験結
果

中野俊夫 ; 岩沢修 96～101

札幌オリンピック・ジャンプ競技用宅内装置の概要 三橋喜一 ; 富田正典 ; 松井嘉正 ; 稲田勇 102～109

信用金庫システム（その 2） 桑原紫朗 ; 中川良長 ; 橋本雅汎 ; 杉山元伸 110～119

技術のはなし 電子交換の ABC(2) 式場英 120～124

施設人のための事業知識 (91) 生産性と人件費 淵上良彦 126～127

DT-48K形Aデータ送受信装置,DT-48K形磁気テー
プ伝送装置の建設工法について

佐藤忠敬 ; 杉山晃也 128～134

ニュースフラッシュ 135～135

海外連絡室ニュース 136～136

研究実用化報告第 21巻第 1号掲載予定論文 137～137

次号目次 2月号掲載予定目次 125～125
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＜論説＞創造への自覚 井上俊雄 8～9

広域時分制工事における保全部門の役割について 中谷邦夫 ; 本間弘 10～15

通信土木技術の課題 杉田昭 ; 村上文章 16～27

最近における道路占用等の問題 西島輝治 28～34

昭和 46年度（第 2回）保全業務改善成果論文発表会
から

海老根和男 ; 岡本勝 35～40

霞ヶ関電話局電子交換機 DEX-21 守家一夫 ; 新井満男 ; 中村隆一 41～49

座席予約システムの概要 下道彰 ; 伊藤佑二 50～60

短縮ダイヤル用情報転送回線集約装置類の概要 竹中正州 ; 小林嘉一 ; 佐久間信行 ; 紅林芳夫 61～67

テープ情報変換書込装置の概要 竹中正州 ; 小林嘉一 ; 佐久間信行 ; 紅林芳夫 68～72

新しい時報サービス装置 竹中正州 ; 小林嘉一 ; 東山福男 73～78

広帯域対形ケーブル 福富秀雄 ; 如沢清 ; 高島秀行 79～87

浅海用 CS-36M 形海底同軸ケーブル中継方式の商用
試験結果

石野文雄 ; 堀口孝雄 ; 秦英遠 88～95

信用金庫システム（その 3） 城戸利煕 ; 奥田秀一 ; 川上達郎 96～105

技術のはなし 電子交換の ABC(3) 式場英 107～115

施設人のための事業知識 (92) 著作権 岩佐直正 116～117

新工法シリーズ J-3050料金計算システムにおける工
事および性能試験について

佐藤忠敬 ; 杉山晃也 118～125

＜新仕様書の紹介＞宅内関係 技術局仕様課 126～128

海外連絡室ニュース 132～132

昭和 47年度「施設」編集モニター募集 編集部 130～130

画像通信時代 植田義明 129～129

交換方式 山内正弥 131～131

研究実用化報告第 21巻第 2号掲載予定論文 133～133

次号目次 3月号掲載予定目次 106～106
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＜論説＞これからの保全技術 中久保卓治 8～11

Ⅰ.総説 田中潤一 12～14

Ⅱ.設備の高度化,複雑化に対応する保全技術 中谷邦夫 ; 吉沢孟次 15～17

Ⅲ.省力施策と安全対策 斎藤芳雄 18～21

Ⅳ.宅内設備の多彩化と保全業務 渡辺義彦 ; 大野伝次 22～24

Ⅴ.防災対策の推進 川上育夫 ; 三石庄一郎 25～26

Ⅵ.これからの通信網の保全 今野彦正 27～28

電気通信研究所の活動状況 川又晃 29～35

第 12回技術成果発表会から 木庭功 ; 高橋清 36～44

シールド式とう道設計指針の改定について 安部孝 ; 山田達之 ; 山岸康利 45～52

共架線路設計のパターン化について 三満盛雄 ; 鈴木尚孝 ; 高野和生 53～61

国際電話の自動即時化 村上治 ; 大野茂 62～68

新しい保全統計システム 滑川義人 ; 高橋滋 ; 因幡彰三 69～78

＜昭和 46年度保全成果発表会発表論文から＞隣接局
相互協力による直営工事体制の試行実施について

小山保 ; 佐藤弘 ; 山下徳治 79～83

改良 C11形自動交換装置の概要 竹中正州 ; 三好明義 ; 塩見栄次郎 ; 岩本実 84～97

電子交換ハードウェア設計の標準化 倉地光男 ; 三原種昭 ; 田島久彰 98～105

スポットネットワーク受電設備 今泉敏 ; 武田俊長 106～112

搬送ケーブル・市外ケーブルおよび中継架空ケーブル
のガス連続供給方式の適用

加藤正明 ; 庄司新一 ; 大谷正之 113～122

主群切替装置 (MG·SW)の運用と効果 大坪勝 ; 谷山昇一 ; 窪島秀雄 123～136

データ通信システムの評価 北村喜義 ; 山本順一 ; 柿沼正一 137～142

技術のはなし 新しい準ミリ波無線中継方式 (1) 二宮康明 143～148

施設人のための事業知識 (93) 施設用物品の在庫管理 鈴木敏之 152～153

改良 C11形自動交換装置の建設工法について 豊田正生 ; 黒瀬初彦 154～160

＜新仕様書の紹介＞電信関係 技術局仕様課 149～151

海外連絡室ニュース 162～162

研究実用化報告第 21巻第 3号掲載予定論文 163～163

次号目次 4月号掲載予定目次 161～161
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＜論説＞社会の変化に対応して 浦川親直 8～9

座談会 若き線路マン大いに語る 大崎雅弘 ; 戸板保典 ; 上沼明夫 ; 谷秀明 ; 吉田
正継 ; 清水友一 ; 藤信幸造 ; 川村富清 ; 下条利
一 ; 田中馨 ; 大内正 ; 安部孝 ; 斎藤芳雄

28～43

公社の被服 前島敏郎 44～53

全国銀行データ通信システムの概要 岩山政敏 ; 近藤謙造 ; 松村邦雄 54～64

設備計画業務の機械化 岡本克一 ; 西原純郎 65～77

置局計画標準の改定について 倉石順司 ; 川上庄造 ; 藤村英雄 ; 吉田和人 78～86

＜第 12回技術成果発表会発表論文から＞欠相による
電源装置の異常動作について

渡辺明広 87～89

＜昭和 46年度保全成果発表会発表論文から＞無人局
保守の省力化施策とその成果について

河西保郎 ; 北沢速雄 ; 熊谷幹男 90～95

通信局特集 四国電気通信局 躍動する四国 10～27

音声帯域の群遅延ひずみについて 楠五月 ; 加藤勇 ; 菊池尚一 ; 沖見勝也 96～102

電力設備の耐震工法 栃本卓 ; 山崎健蔵 ; 丹羽義寿 103～119

搬送路を用いた 12kHz帯模写伝送試験結果 折井正好 ; 池部剛次 ; 古閑次郎 ; 山田協右 120～128

テレビ回線自動試験装置の商用試験結果 矢野常俊 ; 山本孝美 ; 村田成実 129～135

DT-1234形文字表示装置の概要 富田正典 ; 稲田勇 136～141

技術のはなし 新しい準ミリ波無線中継方式 (2) 二宮康明 143～148

施設人のための事業知識 (94) 電信電話債券の買入消
却

平岡寿一 150～151

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 152～153

ニュースフラッシュ 154～155

昭和 47年度工事成果発表会論文募集 149～149

海外連絡室ニュース 156～156

研究実用化報告第 21巻第 4号掲載予定論文 157～157

次号目次 5月号掲載予定目次 142～142
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＜論説＞大いに考えよう 三宅正男 8～9

昭和 47年度建設勘定工事実施計画の概要 池沢英夫 10～15

交換設備の近代化と宅内サービスの多様化 丹野武宣 16～17

ダイナミックな伝送路構成 青江茂 18～20

データ通信のための回線開放に備えて 近藤光洋 21～23

集約化,標準化を考慮した線路設計 岡田清 24～26

防災施策の推進と移動無線サービスの拡充 岩崎昇三 27～28

大規模化する電源設備 有馬憲一 29～30

総合通信網への布石 土橋英生 31～33

広域時分制工事 斎藤浄 34～36

座談会 多様化する電話宅内サービス 植田義明 ; 丹野武宣 ; 大和信夫 ; 木村豊 ; 半沢
巌 ; 児島仁 ; 古都勝寿 ; 渡辺義彦 ; 河野常生 ;

片山博雄

37～54

高速道路用通信保守の現状と将来 小松康展 ; 三露晃 55～60

映像伝送サービスの近況 青江茂 ; 松本道夫 61～66

MAPSシステムの完成をめざして 斎藤寿美男 ; 増田恒夫 ; 小林克良 ; 増田幹朗 67～77

データ通信システムのソフトウェア工事の概要 田村昭 78～82

＜第 12回技術成果発表会発表論文から＞東京体育館
における臨時電話省力化工法について

渡辺睦彦 ; 吉田録之真 ; 榎本貞之 ; 中島偉雄 83～85

C23形交換機の建設工事を直営で実施して 室田敏雄 86～88

PCM-24方式の建設工事を直営で実施して 王田博康 ; 田村精志 ; 高見順進 89～94

＜昭和 46 年度保全成果発表会発表論文から＞ 55 形
有極リレーの簡易試験方法について

藤原清一 95～99

高速道路通信方式（その 1） 飯村治 ; 稲田干樹 ; 松本壮夫 100～107

情報処理装置用静止形交流電源装置 本間哲夫 ; 坂本誠也 ; 島田善二 108～115

とう道内ケーブル布設装置 丸山芳春 ; 室勝広 ; 田中憲次 ; 山本博 117～123

P-4M-1形伝送路切替装置 池部剛次 124～127

小型化された無線個別呼出受信機 菊池芳男 ; 佐田新一郎 ; 椿功 ; 植村博 128～133

技術のはなし 新しい準ミリ波無線中継方式 (3) 二宮康明 134～140

施設人のための事業知識 (95) 負担加入数 柚木昌弘 142～143

新工法シリーズ PFT形ファクシミリ伝送方式の線路
建設工法

横溝久人 ; 斎藤忠美 146～153

＜新仕様書の紹介＞交換関係 技術局仕様課 158～159

ニュースフラッシュ 144～144

読書案内 電波とエレクトロニクス 岩崎昇三 145～145

「施設」企画・編集・技術講座担当委員会委員名簿 141～141

海外連絡室ニュース 160～160

研究実用化報告第 21巻第 5号掲載予定論文 161～161

第 9回「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 154～155

昭和 47年度機関誌「施設」編集モニターの選考発表 「施設」編集部 156～156

第 13回技術成果発表会論文募集 157～157

次号目次 6月号掲載予定目次 116～116
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沖縄の本土復帰にあたって 米澤滋 8～9

＜論説＞データ通信事業の現状と問題点 朴木実 10～11

沖縄における電気通信 井深次郎 12～27

ナショナル・プロジェクトと公社のデータ通信 白根礼吉 ; 荒野龍一 28～32

公社における CAIについて 鈴木正和 ; 山口昭穂 ; 阪口亘 33～41

昭和 47年度技術調査研究実用化計画の概要 五嶋一彦 ; 大西靖雄 42～51

札幌オリンピックをふりかえって 山口美英 ; 阿部盛男 52～61

電柱敷地補償料の改正について 西島輝治 62～65

＜第 12回技術成果発表会発表論文から＞短波海岸局
用受信機の改善について

諸富鎮雄 66～68

合理的作業体制の推進 川口邦男 69～71

そう入工具による避雷器弾器の切替えについて 岸宗一郎 ; 児玉藤介 ; 片見泰光 72～76

＜昭和 46年度保全成果発表会発表論文から＞電力異
常障害演習について

猪口昭彦 77～79

＜職場の改善例＞障害等に伴う苦情申告の早期解消策
について

芦川政晴 ; 志村茂 ; 菅沼二美夫 80～86

高速道路通信方式（その 2） 飯村治 ; 稲田千樹 ; 前田勲治 ; 塩見栄次郎 ; 松
本壮夫 ; 別所義夫

87～95

新しい公衆電話機（その 1） 木村豊 ; 久我泰三郎 ; 小川正気 ; 堤茂樹 97～104

地下多対ケーブル用心線接続機 福富秀雄 ; 江川宏 ; 大矢根邦彦 ; 花田宏 105～109

4,800bit/sデータ伝送用変復調装置 石川光雄 ; 篠田康明 ; 山本隆 110～119

本土－沖縄間見通し内マイクロ通信方式 多田寛五 ; 田中澄澈 ; 神谷清美 121～129

技術のはなし 電話網のデータ伝送特性 (1) 楠五月 130～139

施設人のための事業知識 (96) 有線放送電話接続通話 伊勢坊偲 140～141

新工法シリーズ 柱列式土留工法・アースオーガ工法 岡淳一 ; 境賢治 142～145

沖縄電信電話管理局管内職員に対する教育訓練の実施
について

120～120

ニュースフラッシュ 148～
149,150

～150

仕事の知恵 (2) 小野要一郎 146～147

タイムシェアリング・システム 渡辺卓哉 151～151

海外連絡室ニュース 152～152

研究実用化報告第 21巻第 6号掲載予定論文 153～153

次号目次 7月号掲載予定目次 96～96
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電気通信自主技術開発史の刊行にあたって 米澤滋 8～9

＜論説＞転換期にある検査 種村省三 10～11

検査特集 12～32

電気通信自主技術開発史発行にあたって 松島信雄 ; 杉山利光 33～37

昭和 47年度施設用物品調達計画 花木充夫 ; 河野常生 38～43

昭和 46年度における武蔵野電気通信研究所技術協力
部の活動

新木諒三 44～53

伝送路収容設計の EDPS化 青江茂 ; 津田勝 ; 柴田正三郎 54～61

超高圧地中送電線設置に伴う誘導対策について（その
1）

斎藤芳男 ; 後藤征男 ; 清水一男 62～66

C-12M 方式帯域外利用による C-4M 方式の 1SG 救
済方法について

鈴木正憲 ; 岡田之男 67～69

搬信装置自動試験器の作成 徳武芳久 ; 上野清 ; 秋山義雄 70～72

静止形負荷電圧補償器 塩見栄次郎 ; 森勇 73～79

新しいさく進機 大橋弘之 ; 西野博 ; 佐藤啓次郎 80～86

5GHz-2,700chマイクロウェーブ通信方式（SF-E1方
式）

多田寛五 ; 田中澄澈 ; 松橋昭一 87～95

技術のはなし 電話網のデータ伝送特性 (2) 楠五月 96～108

施設人のための事業知識 (97) 自動車損害賠償責任保
険

阿部勇行 118～119

D10号形自動交換機建設工法 井上隆 ; 田辺広士 110～117

ニュースフラッシュ 120～121

読書案内 オンラインシステム概要 広田憲一郎 122～123

海外連絡室ニュース 124～124

研究実用化報告第 21巻第 7号掲載予定論文 125～125

次号目次 8月号掲載予定目次 109～109
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＜論説＞施工と安全 原田安雄 8～9

建設工事の完遂と施工の安全確保 上久保忠男 10～13

安全へのアプローチ 佐藤義雄 14～17

安全な通信土木工事を目ざして 深瀬鋭次郎 18～24

宅内工事における安全 塩月昭義 25～28

伝送,無線,電力工事の安全対策 小野要一郎 29～33

建設工事における品質管理 中川金次郎 ; 青木武司 ; 高村雅一 34～40

新しい監督事務処理要領 大和田貞雄 ; 山成昇次 41～45

即時網建設工事のあゆみ 福増満広 ; 坪井実 46～54

第 39回電気通信技術委員会の審議から 山崎要 ; 田村恵一 55～65

回線呼称方法の改訂について 牧山武一 ; 倉島渡 66～75

超高圧地中送電線設置に伴う誘導対策について（その
2）

斎藤芳雄 ; 後藤征男 ; 清水一男 76～81

座談会 電気通信自主技術開発史の発刊をかえりみて 田中浩太郎 ; 川原田安夫 ; 石原治 ; 松島信雄 ;

杉山利光 ; 小西一郎
82～92

＜第 12回技術成果発表会発評論文から＞狭あいルー
トに併設する超高圧電線からの誘導軽減対策について

小島良和 ; 池東雄 ; 前田照雄 93～95

D10形自動交換機施設設計（その 1） 上遠野浩 ; 松尾勇二 96～103

ダイヤル部品のプラスチック化 木村豊 ; 忠津宏 ; 清水勲 104～107

電話網の受話者エコーの実態 早川孝久 ; 柿原英人 108～113

C-60M方式（その 1） 石野文雄 ; 池部剛次 ; 榎並章三 ; 庄司滋彦 114～124

全銀システム用 1,200bit/sデータ宅内装置 田中義昭 ; 山本敏晶 ; 近藤賀洋 ; 米野和則 125～130

技術のはなし 電話網のデータ伝送特性 (3) 楠五月 132～144

施設人のための事業知識 (98) 前金払 前田寛 146～147

新工法シリーズ 可搬形交換装置の耐震対策 豊田正生 ; 井手靖治 148～153

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 154～156

海外連絡室ニュース 158～158

電子交換機の部品 長田武彦 145～145

データ伝送システム 杉浦淳一郎 157～157

研究実用化報告第 21巻第 8号掲載予定論文 159～159

次号目次 9月号掲載予定目次 131～131
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＜論説＞発想の転換 小口文一 8～9

広域時分制の先行実施 斎藤浄 ; 村山俊一 10～16

災害時における通信の確保対策 井深次郎 ; 大石文彬 17～27

昭和 46年度技術調査研究実用化の成果概要 松村正一 ; 安永治男 ; 鈴木邦男 28～40

建設技術開発室の発足にあたって 桜木俊彦 41～45

DIPS-1を用いた汎用技術計算サービス（DEMOS-E）
の概要

長谷川寿彦 ; 伊藤雅信 ; 佐藤完二 46～52

パラグァイ国マイクロ波回線網建設計画の調査に参加
して

庄司正志 ; 塩田文夫 53～59

＜第 12回技術成果発表会発表論文から＞ C31交換機
異常障害防止対策の一環としてのマーカ改造

石川健二 ; 清水民弥 60～62

D10形自動交換機施設設計（その 2） 上遠野浩 ; 松尾勇二 63～74

C-60M方式（その 2） 石野文雄 ; 池部剛次 ; 榎並章三 ; 庄司滋彦 75～82

IC化された新 PCM-24端局装置 副島俊雄 ; 川上大三 ; 栗山正雄 83～91

G, SG,MG回線モニタ盤 池部剛次 ; 大坪勝 ; 田部賢司 ; 鈴木勝彦 93～97

JS形情報処理装置（その 1） 水内清 ; 酒井美高 ; 松本裕 ; 伊藤宏 98～107

電気通信自主技術開発史の紹介（その 1） 松島信雄 ; 杉山利光 108～111

技術のはなし 空中線 (1) 苅込正敞 ; 進士昌明 112～117

施設人のための事業知識 (99) 建設工事の品質管理 中川金次郎 118～121

新工法シリーズ CD形監視統制装置建設工法 小川真澄 122～127

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 128～129

海外連絡室ニュース 130～130

研究実用化報告第 21巻第 9号掲載予定論文 131～131

次号目次 10月号掲載予定目次 92～92

285



Vol.24 No.10　
日本電信電話公社施設局編集　

〈論説〉広域時分制への移行開始にあたって 北原安定 8～9

広域時分制移行計画について 水沢慶太郎 ; 斎藤浄 ; 鈴木貞三 10～16

入選発表 施設編集部 17～17

情報化社会における伝送保全技術者のあり方について 惣戸吉男 18～22

加入電話 2,000万突破におもう－－－完全な設計のため
に考えること

真壁芳郎 23～26

加入電話 2,000万突破におもう 後藤忠昭 27～30

記念論文の審査を終えて 宇留賀嘉文 31～31

保全業務改善 3ヵ年計画の成果について 関根敏雄 32～38

マイクロウェーブによる海上長距離回線の特性につい
て

小田茂 ; 川淵竜弥 ; 高木邦寛 39～46

税務会計システムの概要 原哲夫 ; 中村祐介 47～57

市外回線算出方法について 田島光之 ; 広田真一郎 ; 栗原宏栄 ; 秋月正義 58～64

座談会／ T形交換機建設・保守の思い出 信越電気通信局保全部市内機械課 65～68

関東電気通信局におけるケーブル方式計画標準につい
て

森永範興 ; 秋間薫 ; 古田博 ; 有馬亮一 ; 佐野強
; 岩崎紀光 ; 神谷康司

69～71

通信線に現われる雷現象と加入者保安に対する一考察 鈴木真一 ; 岡野辰也 ; 堀賀雄 72～77

ガスタービン式移動発電装置 中島宏 ; 佐田新一郎 78～87

JS形情報処理装置（その 2） 渋谷多喜夫 ; 高月敏晴 ; 大工谷国夫 ; 宍戸宥干 88～95

PCMハイブリッド端局装置 副島俊雄 ; 川上大三 ; 小宮菱一 96～103

特仕化された 48kbit/sデータ伝送方式（専用回線用） 石川光雄 ; 古屋昭義 ; 真柄成一 ; 下条義康 105～112

電気通信自主技術開発史の紹介（その 2） 松島信雄 ; 杉山利光 113～116

施設人のための事業知識 (100) 共済組合の経理状況 金井謙三 120～121

技術のはなし 空中線 (2) 苅込正敞 ; 進士昌明 122～125

新工法シリーズ ACTFによる工事試験 石橋好二 ; 及川昌幸 130～136

＜新仕様書の紹介＞機械関係 技術局仕様課 137～137

ニュースフラッシュ 117～
117,118

～119,126～
128,129～
129

海外連絡室ニュース 138～138

研究実用化報告第 21巻第 10号掲載予定論文 139～139

次号目次 11月号掲載予定目次 104～104
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〈論説〉ゆとり 山本孝 8～9

本実施を迎えた広域時分制工事 斎藤浄 10～19

世界の電子交換機実用化の動向 城水元次郎 ; 式場英 20～25

D10形自動交換機の建設工事をふりかえって 塩月昭義 ; 篠原裕 ; 井上隆 26～42

クウェイトコンサルタントの活動 坂口正人 ; 近藤政造 ; 池上藤雄 ; 豊義秀 ; 松本
文郎 ; 大竹和虎

43～54

座談会 熱砂の国のフロンティア 沼倉忠男 ; 川口水城 ; 新井俊一 ; 沖塩荘一郎 ;

塩月昭義 ; 坂口正人 ; 栗木富男 ; 輿寛次郎
55～72

拡充される運輸省自動車局データ通信システム 東千昭 ; 上田泰司 ; 深井康平 73～80

館山市の教育用テレビジョンシステム 陸川泰志 ; 福富秀雄 ; 平塚憲一 ; 高島征二 ; 樋
口秀昭

81～91

新規格蓄電池の放電特性と容量算出係数 中島宏 ; 陰山照男 ; 志田久光 92～98

中継 PEF-LAPケーブル 福富秀雄 ; 江川宏 ; 田村義秋 100～104

機能改善された伝送路切替装置 石野文雄 ; 堀口孝雄 ; 松田英男 105～111

4GHzマイクロ波方式無人局の高信頼化 田中澄澈 ; 佐田新一郎 ; 若生憲司 ; 永田睦義 112～115

電気通信自主技術開発史の紹介（その 3） 松島信雄 ; 杉山利光 117～120

技術のはなし 空中線 (3) 苅込正敞 ; 進士昌明 121～125

施設人のための事業知識 (101) 新しい公募債 宇田川勝 126～127

新工法シリーズ ディーゼル機関発電機自動並行運転
装置の建設工法について

土橋敏男 128～132

ニュースフラッシュ 99～99

海外連絡室ニュース 134～134

読書案内 電子交換システムの基礎 池本晴雄 133～133

研究実用化報告第 21巻第 11号掲載予定論文 135～135

次号目次 12月号掲載予定目次 116～116
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〈論説〉施設と建築 大澤秀行 8～9

アンテナ搭載施設について 望月一郎 ; 小峯茂樹 ; 今野知則 ; 森重秋 ; 佐藤
雄二 ; 鈴木泰哉 ; 松田正司 ; 篠原康夫 ; 出崎徹
; 大熊堅之

10～36

施設局舎の防災 飯塚裕 ; 三宅敏郎 37～47

環境と工業を結ぶ 三宅敏郎 ; 星野和弘 48～54

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 田村恵一 ; 岩本久弘 55～68

公社における仕様書の役割 田場實 ; 松本英一 69～75

座談会 沖縄における電気通信事業の発展をめざして 植田義明 ; 浅村伊佐男 ; 関根敏雄 ; 井深次郎 ;

森本三雄 ; 平島一郎 ; 豊岡勇 ; 新城広 ; 友利清
一 ; 津堅房信 ; 兼城守 ; 比嘉勝美 ; 宮城安秀 ;

宮城章

76～92

現場機関管理者の海外研究報告（その 1） 厚生局訓練課 93～98

回線開通工事品質管理方式について 福増満広 ; 根本昭二 99～107

情報処理技術の動向 浅原元次郎 ; 渋谷多喜夫 108～115

工事成果発表会から（第 4回）昭和 47年度 大和田貞雄 ; 高橋通泰 116～120

4号宅内リレー函 木村豊 ; 忠津宏 ; 篠原好記 121～126

新しい公衆電話機（その 2） 木村豊 ; 久我泰三郎 ; 埴生信一 127～136

泥水加圧式シールド工法 小田切武郎 ; 花田光登 ; 志村正治 137～147

本仕化された新 PCM-24B中継装置 副島俊雄 ; 田崎公郎 ; 鈴木康之 148～154

同期式汎用データ宅内装置 田中義昭 ; 金井一夫 ; 山本敏晶 ; 里見一誠 155～159

施設人のための事業知識 (102) 長期金利体系 北浦和蔵 166～167

既設蓄電池のフレキシブル導帯そう入工法について 手島長生 ; 土橋敏男 160～163

海外連絡室ニュース 168～168

研究実用化報告第 21巻第 12号掲載予定論文 169～170

次号目次 1月号掲載予定目次 164～164

昭和 47年施設総目次 2～11
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年頭にあたって 米澤滋 8～9

＜論説＞情報環境と人間 庄司茂樹 10～11

横須賀電気通信研究所の発足 山内正弥 12～16

電信電話拡充第 5次 5ヵ年計画 新川吉雄 ; 若本孝雄 ; 倉石順司 ; 浅村伊佐男 ;

杉坂好 ; 星正也
17～52

座談会 施行日における広域時分制への移行をかえり
みて

水澤慶太郎 ; 五十嵐規矩義 ; 坂本初男 ; 飯塚政
広 ; 加藤明 ; 福田幸雄 ; 安本忠夫 ; 中本芳夫 ;

岩崎正朔 ; 福井彦助 ; 堀川賢一 ; 小林邦二 ; 斎
藤浄

54～74

データ通信システムにおける周辺装置の動向 浅原元次郎 ; 高月敏晴 75～83

現場機関管理者の海外研修報告（その 2） 厚生局訓練課 84～87

押しボタンダイヤル式ホームテレホン 大和信夫 ; 奥野淑 ; 佐藤幸雄 88～92

全固体電子化された SF-T2-1方式 小口廸夫 ; 菊池敬昭 93～99

大規模データ通信システム（その 1） 安倍尚一郎 ; 池辺哲哉 ; 山口昭 ; 佐々木修三 ;

槇平康尚 ; 中尾宏
100～109

科学技術計算システム (DEMOS)商用試験結果 伊藤雅信 ; 佐藤完二 ; 立花佑介 ; 加来億一 110～119

連載講座 施設人のための事業知識 (103) 電柱広告 浜潔 126～127

新工法シリーズ グラウト注入工法 近本昇太郎 121～125

ニュースフラッシュ 53～53

海外連絡室ニュース 128～128

研究実用化報告第 22巻第 1号掲載予定論文 129～129

次号目次 2月号掲載予定目次 120～120
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＜論説＞新しい研究体制の課題 緒方研二 8～9

技術開発の長期展望 五嶋一彦 10～18

公衆網を利用するデータ通信のための技術基準につい
て

丹野武宣 ; 近藤光洋 ; 牧野正男 ; 石原勇 19～26

オンライン・バンキング・システムの標準化 大塚順三 ; 松沢弥八郎 27～37

≪座談会≫データ通信の保全を担当して 大野伝次 ; 金原日和 ; 田中一馬 ; 垣原正紀 ; 中
舎喜久造 ; 冥加章文 ; 桜井兵吾 ; 斉藤保夫 ; 小
川昭二 ; 中田博 ; 近藤恭平 ; 元石幸男 ; 中尾信
雄

38～52

マレーシアより帰りて 三島義郎 53～60

世界の 60MHz同軸ケーブル方式 石野文雄 61～67

アルミ導体ケーブル 福富秀雄 68～73

データ伝送技術の動向 杉浦淳一郎 ; 石川光雄 74～83

加入電信交換網の伝送品質 早川孝久 ; 柿原英人 ; 加藤正美 84～88

本実施される新地下配線方式 福富秀雄 ; 寺内賢一 ; 野田馨 ; 小松幸三 90～97

催物会場における臨時電話用コードレス電話方式 高萩和行 ; 志村喜昭 ; 斉藤茂 ; 植村博 ; 巻山哲
雄 ; 北野達郎

98～103

大規模データ通信システム（その 2） 安倍尚一郎 ; 池辺哲哉 ; 山口昭 ; 佐々木修三 ;

伊東悠治 ; 吉田圭助 ; 信田昭弘
104～112

施設人のための事業知識 (104) 道路管理者と道路の種
類

白木和雄 114～115

＜新仕様書の紹介＞機械関係 技術局仕様課 116～117

CAIシステム 植田義明 121～121

ニュースフラッシュ 118～120

海外連絡室ニュース 122～122

研究実用化報告第 22巻第 2号掲載予定論文 123～123

次号目次 3月号掲載予定目次 89～89

昭和 48年度「施設」編集モニター募集 113～113
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＜論説＞変化に対応して変化を創造する 井上俊雄 8～9

電話網の開放と音響結合装置 伊香恒夫 ; 宮崎末広 ; 陸川直則 10～16

「47.7豪雨」を契機とする災害対策について 三石庄一郎 ; 長崎勝 17～22

データ宅内技術の動向 木植和夫 ; 茂出木孝男 23～30

データ通信における標準化 浅原元次郎 ; 水内清 31～38

第 13回技術成果発表会から 松村正一 ; 高橋清 39～46

＜第 13回技術成果発表会発表論文から＞ V-1形 2号
NA通話路搬供装置の高調波発生盤改造後における特
異障害の調査

高倉義一 ; 伊藤三郎 ; 井手幸孝 ; 野口英司 47～50

私たちはこのようにして広域時分制改造工事に取り組
み成果をあげた

川向博 ; 田中実 ; 木村貴美 51～55

昭和 47年度保全成果発表会から 海老根和男 ; 大久保凱博 56～62

＜昭和 47年度保全成果発表会発表論文から＞データ
通信宅内装置の長時間障害対策について

金原日和 ; 斉藤幹生 ; 小杉次雄 63～65

網制御装置（その 1） 大和信夫 ; 真竹芳樹 ; 前田勲治 ; 樋口寿宏 ; 別
所義夫 ; 西村雅寛

66～78

網制御装置（その 2） 岡田行雄 ; 佐川秀行 ; 山森俊彦 ; 新井章治 ; 佐
藤徹郎

79～87

電話回線の瞬断特性 早川孝久 ; 小池章三 88～94

PCM-100M方式（その 1） 副島俊雄 ; 田崎公郎 95～98

都市内マイクロ波方式（SF-F3方式） 高村充 ; 池内健浩 ; 菊池敬昭 100～106

施設人のための事業知識 (105) 経済成長率 古川勇 112～113

新工法シリーズ 中継 PEF-LAPケーブル建設工法 池田始 ; 本並上一 107～111

＜新仕様書の紹介＞データ通信関係 技術局仕様課 114～115

海外連絡室ニュース 116～116

研究実用化報告第 22巻第 3号掲載予定論文 117～117

次号目次 4月号掲載予定目次 99～99
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＜論説＞今こそ再出発の時 清水通隆 8～9

横須賀電気通信研究所の設計について 沖塩荘一郎 10～16

衛星通信実験所の工事を完成して 佐々木敏夫 ; 更田博昭 17～23

米国における事務計算分野の動向 辻岡健 24～29

データ通信ソフトウェア技術の動向 伊藤宏 30～37

可搬無線機の保守運用の現状 川上育夫 ; 篠原敏浩 38～45

情報処理用記録媒体の現状と問題点 高月敏晴 46～54

＜第 13回技術成果発表会発表論文から＞静電気の情
報処理装置に及ぼす影響と予防対策

山田次郎 ; 山田康雄 ; 海野豊孝 55～59

＜昭和 47年度工事成果発表会発表論文から＞橋梁下
500m無接続布設工事を実施して

望月隆光 ; 春日井次夫 ; 上部勝久 60～63

＜昭和 47年度保全成果発表会発表論文から＞複局地
保全体制の定着化に取り組んで

中山勇夫 ; 長谷川光男 ; 三村信夫 64～68

可搬形交換機等収容箱の耐震対策 三好明義 ; 石橋好二 ; 井手靖治 69～74

10,000kVAガスタービン式発電装置 中島宏 ; 佐田新一郎 ; 武田俊長 75～84

乾燥剤方式による乾燥空気供給装置 滝沢純 ; 小西隆雄 ; 伊藤誠二 86～90

PCM-100M方式（その 2） 副島俊雄 ; 田崎公郎 ; 川上大三 91～96

新しい群・超群変換装置 榎並章三 ; 瀬戸口純允 ; 広部睦雄 97～103

PCM-24B形中継装置（IC化中継器）の施設設計 大蔵恭仁夫 ; 大塚敬三郎 ; 古谷秀雄 ; 高橋清昭 104～109

施設人のための事業知識 (106) 資本勘定 内山恵輔 110～111

新工法シリーズ PEX20形交換装置建設 高田貢 ; 竹内善宗 112～116

ニュースフラッシュ 117～119

昭和 48年度工事成果発表会論文募集 122～122

機関誌「施設」各委員会委員名簿 120～121

研究実用化報告第 22巻第 3号掲載予定論文 123～123

研究実用化報告第 22巻第 4号掲載予定論文 124～124

海外連絡室ニュース 125～125

次号目次 5月号掲載予定 85～85
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＜論説＞いつでもどこでも 山本孝 8～9

昭和 48年度建設勘定工事実施計画の概要 池沢英夫 10～14

通信網の信頼性向上と宅内サービスの多様化 式場英 15～17

魅力ある伝送路を 青江茂 18～20

公衆通信回線サービスの実施 近藤光洋 21～23

社会環境の変化に対応した線路設計 岡田清 24～27

次の飛躍に備えて 桑原守二 28～30

社会の変化に適応する電力設計 有馬憲一 31～32

融通性ある通信網の形成 土橋英生 33～35

公衆網利用のデータ通信制度ならびに新しい型式認定
制度の実施について

牧野正男 36～42

屋外作業の安全対策について 鈴木真 ; 白石典久 43～48

国際電信電話諮問委員会 (CCITT)第 5回総会の報告 津田勝 49～59

東京MA広域時分制工事を顧みて 加納実 ; 石井昭一 ; 西尾力 60～68

D10形電子交換機（市内局用）設備数算出法について 岩井義人 ; 石井一成 ; 竹林正熙 ; 福王寺忠一 69～78

＜第 13回技術成果発表会発表論文から＞ 112形受信
装置 (SF-T2-1)の障害対策について

藤吉昭一 79～82

＜昭和 47年度工事成果発表会発表論文から＞大口径
ヒューム管推進工法について

島田和彦 ; 小西康雄 83～89

＜昭和 47 年度保全成果発表会発表論文から＞
PCM24方式再生中継器障害分析と改善成果について

岩田義男 ; 矢野恒司 ; 伊藤治幸 90～93

代替基幹回線設定に伴う交換機の機能付与 東直毅 ; 水芦一哲 ; 笠原正昭 ; 小村好治 ; 伊藤
宜史

94～104

PCM-100M方式（その 3） 副島俊雄 ; 富田邦明 ; 小宮菱一 105～112

PCM方式保守のための新しい測定器 副島俊雄 ; 北村隆 ; 田部賢司 113～117

高密度化を図った J3000形用磁気テープ装置 渋谷多喜夫 ; 大工谷国夫 ; 平野泰宏 118～127

座席予約システムの設計と評価 布施功男 ; 金井一夫 ; 佐川秀行 128～135

＜投稿＞猟銃被害による通信ケーブル障害防止対策に
ついて

宍戸直司 ; 安部力雄 136～140

施設人のための事業知識 (107) 工事用自動車 吉田章 142～143

市外 PEF-CS ケーブルの建設工法およびラッシング
ロッドの取付工法

中溝正彦 150～154

＜新仕様書の紹介＞ 技術局仕様課 156～157

ニュースフラッシュ 144～148

読書案内 電子交換機の建設・保守 水澤慶太郎 141～141

＜質問箱＞アルミ導体ケーブルについて 155～155

海外連絡室ニュース 160～160

研究実用化報告第 22巻第 5号掲載予定論文 161～161

「施設」編集モニターの選考発表 「施設」編集部 158～15

8 第 14回技術成果発表会論文募集 159～159

次号目次 6月号掲載予定 149～149
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＜論説＞保全サービス上での新たな問題 水澤慶太郎 8～9

線路技術開発の動向 福富秀雄 10～28

昭和 48年度技術調査研究実用化計画の概要 牧山武一 ; 高田雄二 29～39

中米を旅して 千野孝 40～46

電子交換用ファイル類の作成と供給 守家一夫 ; 高村真司 ; 安藤高範 ; 牧野詔一 47～59

プレハブ無駐在局舎について 望月一郎 ; 長尾時紀 ; 宮崎勝盛 60～67

DEMOS ECHO-A4による日照計算 石神絢夫 68～73

＜第 13回技術成果発表会発表論文から＞伝送路の異
常障害時における交換機側措置について

清水秀男 ; 今井輝勝 74～78

＜昭和 47年度工事成果発表会発表論文から＞日田－
津江間 PCM-24 方式 IC 化中継装置建設工事に参加
して

野上信男 ; 大東九二生 79～83

＜昭和 47年度保全成果発表会発表論文から＞ K形ボ
タン電話装置の電源ヒューズ断線障害とその対策につ
いて

川南統 ; 上村喜一郎 ; 小幡喜一郎 ; 中崎義雄 84～87

非常用移動電話局装置の概要（その 1） 油井隆弘 ; 飯野嘉郎 ; 長崎勝 88～92

平衡対ケーブルを用いたカラーテレビ信号伝送方式 堀口孝雄 ; 江尻正義 93～100

統一されたハンドホール鉄蓋 志村博正 ; 前田喜和 ; 木村幸夫 101～106

新しい AR-11形遠隔監視制御装置の概要 小口廸夫 ; 田辺正 107～110

施設人のための事業知識 (108) 調査研究費 千葉貞夫 112～113

新工法シリーズ エンジンの騒音防止 手島長生 ; 山中敬史 114～126

データ通信関係 技術局仕様課 130～131

海外連絡室ニュース 132～132

読書案内 生活に役だつ電話計算のいろいろ 植田義明 127～127

研究実用化報告第 22巻第 6号掲載予定論文 133～133

第 10回「施設」編集モニターの任期を終えて 128～129

次号目次 111～111
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＜論説＞新サービスと総合通信網 三宅正男 8～9

海底線の動向 綾塔猛 ; 横井時成 ; 門武 10～26

新しい敷設船のあらまし 竹井幸男 ; 桑原慎二郎 27～31

〈座談会〉海底線マン大いに語る 千葉芳毅 ; 馬場忠孝 ; 会田勇雄 ; 蒔田道男 ; 早
瀬清市 ; 安倍忠弘 ; 金野裕成 ; 宮本増揮 ; 松本
善守 ; 藤原亀次 ; 道向清 ; 峰正敏 ; 蓮尾文武

32～46

第 41回電気通信技術委員会の審議から 神宮司順 ; 久保田俊昭 47～59

昭和 48年度施設用物品調達計画 花木充夫 ; 河野常生 60～65

昭和 47年度の検査結果から 片山博雄 ; 杉本健 66～73

電気通信研究所における最近のトピックス 関口良雅 74～83

私たちが見てきた「アメリカの電話」－－－第 2回現場
機関管理者の海外研修報告

武井正道 ; 高橋六良夫 ; 片桐益夫 ; 嶋田孝 ; 布
川匡士 ; 高橋敏男 ; 長南隆安

84～94

データ通信局舎設計資料の改訂にあたって 吉田邦彦 ; 加藤吉男 ; 望月一郎 ; 深井英一 95～99

＜第 13回技術成果発表会発表論文から＞同軸ケーブ
ルコア移動監視方式の考案について

松本博 ; 吉岡正男 ; 中野孝市 ; 園部勇 ; 林正男 100～101

建設工事における EDPS化業務の紹介 高村雅一 ; 北島健次 102～109

非常用移動電話局装置（その 2） 堀場信雄 ; 愛沢慎一 ; 栗山政雄 ; 山本孝美 ; 永
田睦美

110～116

遠隔制御による呼量測定装置の概要 油井隆弘 ; 堀場信雄 ; 須藤順市 117～122

ポリエチレン被覆鋼管 志村博正 ; 前田喜和 ; 田所富男 ; 虻川哲夫 123～127

5GHz帯 2,700ch方式（SF-E1方式）の伝送特性 山田幸輝 ; 松橋昭一 129～132

施設人のための事業知識 (109) 公共事業費 福間利治 134～135

新工法シリーズ 同軸用 9 システムきょう体の建設工
法

森本厚志 140～144

＜新仕様書の紹介＞搬送関係 技術局仕様課 146～147

ニュースフラッシュ 128～
128,136

～139

読書案内 通信土木施工技術概論 杉田昭 145～145

海外連絡室ニュース 148～148

研究実用化報告第 22巻第 7号掲載予定論文 149～149

次号目次 8月号掲載予定 133～133
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＜論説＞安全のモラル 中久保卓治 8～9

安全対策の推進 三野昇 10～13

安全への思考 西岡末章 14～20

通信土木工事の安全施工をめざして 深瀬鋭次郎 21～27

機械・宅内工事の安全 木下光一 28～30

伝送無線工事の人身事故は絶滅しうるか 小野要一郎 31～33

直営工事における安全対策 東京電気通信工事事務所 34～3

通信部ぐるみの安全パトロール 千葉電気通信部 39～45

全員参加の安全管理へ 福岡都市管理部 46～53

座談会／施工の安全対策 鈴木清 ; 三野昇 ; 西岡末章 ; 木下光一 ; 小野要
一郎 ; 深瀬鋭次郎 ; 中村重政 ; 大林四郎 ; 佐藤
正和 ; 木戸三男; 今井論 ; 鍛治岡博昭 ; 武部藤
湖 ; 古庄清 ; 富樫昇 ; 堀尾泰明 ; 林侃一 ; 小川
定一

54～73

昭和 47年度技術調査研究実用化の成果概要 松村正一 ; 鈴木邦男 ; 中込四郎 74～87

最近における線路工事近代化活動について 出村喜蔵 ; 高橋宏造 ; 佐藤利男 88～97

昭和 47年度における武蔵野電気通信研究所技術協力
部の活動

富田泰夫 98～107

災害時における広域応援体制について 中村立身 ; 長崎勝 108～113

空中線建設作業における安全対策 藤井一明 114～118

最近の自営機器の適合審査・認定から 伊香恒夫 ; 桑原清人 ; 陸川直則 ; 米田信之 119～125

＜第 13回技術成果発表会発表論文から＞ボタン電話
装置を収容した RC形交換機の不接対策について

竹花一雄 ; 近藤清二 ; 池田和夫 126～130

本仕化された D10形自動交換機 石井孝 ; 吉岡正紀 ; 伊藤義雄 ; 田島久彰 131～138

新しい加入者保安器 大島宏彦 ; 七尾和彦 139～142

シミュレータによる電話回線の伝送品質調査 畔上佳三 ; 増田威 ; 今井恒雄 ; 大野亮三 143～152

新規格レジンコンクリート製ブロックマンホール 志村博正 ; 寺内賢一 ; 岡淳一 ; 山本博 153～158

施設人のための事業知識 (110) 出資勘定 酒井偉雄 160～161

新工法シリーズ CCPケーブル外被接続スリープ取付
工法

池田始 166～170

海外連絡室ニュース 172～172

研究実用化報告第 22巻第 8号掲載予定論文 173～173

ニュースフラッシュ 162～164

データ通信のための通信回線利用マニュアル 高橋澄夫 165～165

CATVの新世界 植田義明 171～171

次号目次 9月号掲載予定 159～159
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＜論説＞国際協力に思う 太田勇 8～9

昭和 47年度の保全成果について 関根敏雄 ; 塩田敬次郎 10～18

高速道路通信方式の施設設計について 田村恵一 ; 細川哲男 ; 内山登 ; 毛部川立五 ; 秋
葉勇次 ; 美谷島休三

19～34

海外技術協力活動の現状 鈴木慶泰 35～40

米国／最近の通信界の話題から 半田恵一 ; 宮脇陞 41～45

ヨーロッパ／体質改善を迫られる各国 岡部恒雄 46～49

タイ／期待になう 5ヵ年計画 岡裕 50～53

メキシコ／不思議な活力を秘めて 梶原明 54～58

エチオピア／マイクロ回線に実る技術援助の成果 大沢一允 ; 河本昌泰 ; 仲尾将 59～64

インドネシア／豊かな資源と遅れた電気通信 飯島幸雄 65～69

座談会／海外技術協力活動に従事して 東勝俊 ; 伊藤雄一 ; 近藤光洋 ; 山形進 ; 飯田光
夫 ; 戸田尚志 ; 斉藤雄一

70～90

料金局情報処理装置の耐震対策について 小野要一郎 ; 土橋敏徳 ; 佐藤忠敬 ; 杉山晃也 91～95

＜第 13回技術成果発表会発表論文から＞無人局電源
自動点検装置の考案について

松尾寛 ; 田中良仁 ; 進藤靖夫 ; 渡辺保則 96～100

D10形交換機 (LS)の負荷特性 中島汎仁 ; 中沢八郎 ; 鈴木輝信 ; 片山勁 101～108

電話網における位相ジッタの発生原因とその実態 畔上佳三 ; 増田威 ; 広部睦雄 ; 武井務 109～116

新屋内配線方式 小西隆雄 ; 前田勲治 ; 北川正道 ; 鯨井忠 ; 佐々
木弘昭

117～121

マンホール鉄蓋保守の問題点と対策 高橋洋一 ; 高島久男 ; 海瀬弘司 ; 柴田元宏 122～128

電話ファックス（VF9形）の概要 折井正好 ; 今井恒雄 129～134

施設人のための事業知識 (111) 整備取替費 横山市太郎 136～139

＜新仕様書の紹介＞無線関係 技術局仕様課 141～143

海外連絡室ニュース 144～144

研究実用化報告第 22巻第 9号掲載予定論文 145～145

読書案内 続やさしい電子交換機 池谷寛 140～140

次号目次 10月号掲載予定 135～135
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〈論説〉発展する社会と技術開発 小口文一 8～9

海外におけるデータ端末技術の動向（その 1） 副島弘暉 ; 村田忠明 ; 田中義昭 ; 山下昭蔵 10～18

コンピュータネットワークサービスの現状と将来 高月敏晴 ; 伊藤宏 19～29

集積回路技術の動向 小野員正 30～38

回線開通工事の現状と将来 福増満広 ; 佐藤宗二良 39～47

即時網保全管理の現状について 今野彦正 48～55

通信制御装置の技術動向 浅原元次郎 ; 井田智雄 56～63

画像信号のディジタル伝送 副島俊雄 ; 川上大三 64～72

新しいマイクロ波中継ルートの置局方法 広川三雄 ; 都倉満 73～79

とう道方式 福富秀雄 80～92

電話網における減衰ひずみ・非直線ひずみの実態 古屋昭義 ; 増田威 93～102

電力設備の騒音防止対策 佐田新一郎 ; 足立泰男 ; 本間哲夫 ; 和光晸二 ;

井下政数 ; 伊東正夫
103～111

同軸ケーブル用（FDM 方式用）9 システム中継きょ
う体

小西隆雄 ; 榎並章三 ; 野田馨 112～119

技術のはなし 画像通信（I） 陸川泰志 120～125

施設人のための事業知識 (112) 公社の事務近代化 西村正 126～127

新工法シリーズ CCP-JF ケーブル地下配線建設（土
木）

末永茂 128～135

ニュースフラッシュ 136～139

海外連絡室ニュース 140～140

研究実用化報告第 22巻第 10号掲載予定論文 141～141

次号目次 11月号掲載予定 139～139
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広域時分制への移行完了に際して 米澤滋 12～13

発揮された公社の総力 秋草篤二 14～15

＜論説＞広域時分制への切替えを完遂して 北原安定 16～17

広域時分制工事の実施経過について 斎藤浄 18～30

広域時分制工事を顧みて 宮川喬 ; 篠原寿人 ; 本田重則 ; 浅野進 ; 三浦洋
三 ; 冨士広司

31～45

＜座談会＞広域時分制の歩んだ道 斎藤浄 ; 高橋承雄 ; 丹野武宣 ; 大橋幸雄 ; 尾崎
元彦 ; 武部綱介 ; 式場英 ; 木下光一 ; 山県武夫
; 河野常夫

46～60

海外におけるデータ端末技術の動向（その 2） 藤原緝 ; 村田忠明 ; 宮崎末広 ; 山下昭蔵 61～69

データ通信等のための公衆網利用の実態 式場英 ; 近藤光洋 70～76

地域気象観測データ通信システムの概要 野口昭雅 ; 山中豊美 77～86

D10形自動交換機の商用実績 丹野武宣 ; 石井孝 ; 高村真司 87～98

最近における商用電力事情 吉沢孟次 ; 鈴木剛次 99～105

D10形自動交換機の増設方式 海老原初夫 ; 田島久彰 ; 山本武 ; 吉田稔 ; 大谷
裕

108～115

ラミネートシース化された市内 CCP-APケーブル 滝沢純 ; 大島一征 ; 西村憲一 117～121

本仕化された 4,800bit/s変復調装置 石川光雄 ; 今城斌 ; 下條義康 122～131

データ宅内用紙カード入出力装置の概要 田中義昭 ; 近藤賀洋 ; 米野和則 ; 林正博 132～137

技術のはなし 画像通信（II） 陸川泰志 138～143

施設人のための事業知識 (113) 諸施設費 長場恒夫 144～145

新工法シリーズ 高圧ケーブルのプレハブ端末処理工
法について

土橋敏男 146～149

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 153～155

ニュースフラッシュ 106～
107,150

～152

海外連絡室ニュース 156～156

研究実用化報告第 22巻第 11号掲載予定論文 157～157

次号目次 12月号掲載予定 116～116
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＜論説＞建築をとりまく最近の情勢 大澤秀行 8～9

環境問題と建築 沖塩荘一郎 ; 真木昭 ; 谷所藤雄 10～22

増築工事の実態と対策 小原誠 23～28

大規模廃熱利用暖房設備の実用化 北川鴻一郎 29～31

電算機室専用空調機の開発実用化について 高田一 32～35

「DEMOS用建築技術計算ライブラリ・プログラムの
開発とサービス」の建築学会賞（業績部門）受賞につ
いて

桑形松夫 36～38

オーストラリアおよびタイを視察して 米澤滋 45～60

グラビア 米澤総裁,オーストラリアおよびタイを視察 39～44

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 神宮司順 ; 久保田俊昭 ; 岩本久弘 61～72

大型通信土木工事における安全への技術指針 森本三雄 ; 森本恵二 73～82

電子交換機の保全状況とその保守について 山縣武夫 ; 佐田衛 ; 根矢一三 83～89

アルミ導帯の“たわみ”について 小野要一郎 ; 片山強 90～96

新しい公衆電話機（その 3） 山上功 ; 久我泰三郎 ; 原昭史 97～105

硬質ビニル管周辺埋戻し材料の試用試験結果 志村博正 ; 虻川哲夫 ; 木原恒彦 ; 福島順一 106～111

X線テレビ伝送方式 野口理彦 ; 中島晃 ; 相馬治 ; 今井貞次 ; 折井正
好 ; 立松稔

112～116

技術のはなし 画像通信（III） 陸川泰志 118～123

施設人のための事業知識 (114) 給与総額 中崎啓祐 127～127

電気通信関係法詳解 山本孝 117～117

明日の通信と技術 池本晴雄 125～126

海外連絡室ニュース 128～128

研究実用化報告第 22巻第 12号掲載予定論文 129～129

次号目次 1月号掲載予定 124～124

昭和 48年度施設総目次 2～10
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年頭にあたって 米澤滋 8～9

〈論説〉自信を取り戻そう 庄司茂樹 10～11

世界のディジタル伝送技術の動向 副島俊雄 ; 冨田邦明 12～23

座談会 武蔵野通研技術協力部の活動 奈良富三郎 ; 富田泰夫 ; 川本久之助 ; 青柳恵三
; 谷井琢也 ; 宇治義郎 ; 松前一義 ; 土方昭治 ;

福永顕 ; 川島昭夫; 菅谷繁治 ; 瀬嵐昭四郎 ; 広
田欣二 ; 伊井正享 ; 菅原輝雄 ; 平野正弘 ; 松村
正一

24～41

シールド工事における立坑築造の考察 深瀬鋭次郎 ; 姫野梶彦 ; 中村重政 42～52

本仕化された D10形自動交換機 石井孝 ; 吉岡正紀 ; 桜井晃 ; 村田正晴 ; 玉利俊
一

53～58

加入電信用トラヒック測定装置 佐川秀行 ; 新井章治 ; 谷公夫 60～67

本仕化されたアルミ防食鋼より線 志村博正 ; 寺内賢一 ; 佐藤慎 ; 富永秀一 68～73

青森－函館間海底同軸ケーブル方式布設工事結果 鈴木欽也 ; 三宅将善 ; 岡川忠茂 ; 堀口孝雄 ; 松
田秀男 ; 高見沢淳夫 ; 小鷹融

74～85

新機構を採用した 100bit/sデータ宅内装置 野口修 ; 村主義三郎 86～94

施設人のための事業知識 (115) 総係費 原田道貫 104～105

市内 CCP-JFケーブル地下配線建設工法（線路）（そ
の 1）

池田始 95～103

海外連絡室ニュース 106～107

研究実用化報告第 23巻第 1号掲載予定論文 108～109

次号目次 2月号掲載予定 59～59
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＜論説＞今後のデータ通信のありかた 朴木実 8～9

通信局特集 伸びゆく東海 東海電気通信局 10～27

国内衛星通信の動向 渡辺正信 28～37

公社データ通信サービスの現状と課題 白根禮吉 43～55

電気通信技術標準実施方法の現状と今後の課題 加藤晋平 56～60

最近の線近活動による開発物品について 志村博正 ; 寺内賢一 ; 小西隆雄 61～68

EDPS化された伝送路収容設計の実施 柴田正三郎 ; 岸聡一 ; 小山武志 ; 坂部宰一郎 ;

三枝勝美
69～78

100万回線突破に寄せて 鈴木立之 ; 浅村伊佐男 ; 青江茂 ; 小野要一郎 ;

出口富義 ; 岡田秀夫 ; 浅野宇一
79～90

座談会／市外電話回線の建設と保全の現状と課題 鈴木立之 ; 小野要一郎 ; 福増満広 ; 岡田秀夫 ;

浅野宇一 ; 畠山秀勝 ; 吉本健三 ; 千葉昇二 ; 平
井新一郎 ; 坂恭一 ; 登米長生 ; 沖谷勇郎 ; 安楽
三男

91～101

昭和 48年度工事成果発表会から 大和田貞雄 ; 笹岡信一 102～105

昭和 48年度保全成果発表会から 小俣典文 ; 大久保凱博 106～109

民間航空路レーダ情報処理システムの概要 塚本和孝 110～117

D10形自動交換機用標準プログラムシステム 川島浩 ; 畠山秀久 ; 後藤俊邦 118～124

度数計フィルム読取装置 樋口寿宏 ; 山本正浩 125～129

改良されたMK形 PBX 大和信夫 ; 忠津宏 130～135

沖縄本島－宮古島間見通し外テレビジョン伝送試験結
果

小口廸夫 ; 橋本明 ; 田辺正 136～143

DT-201形データ端局装置 石川光雄 ; 篠田康明 ; 黒岩憲二 144～151

800メガバイトの記憶容量を有する大容量磁気ディス
ク記憶装置

高月敏晴 ; 西川正明 ; 川俣勉 ; 岩下安男 152～157

技術のはなし 画像通信（Ⅳ） 陸川泰志 158～163

施設人のための事業知識 (116) 一般会計・特別会計 古川勇 164～167

新工法シリーズ 市内 CCP-JFケーブル地下配線建設
工法（線路）（その 2）

池田始 ; 秋山捷正 168～175

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 177～178

海外連絡室ニュース 179～180

研究実用化報告第 23巻第 2号掲載予定論文 181～181

次号目次 3月号掲載予定 176～176

昭和 49年度「施設」編集モニター募集 38～42
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＜論説＞資材業務とロジスティクス 田中浩太郎 8～9

資材流通体系の改善について 長尾泰一郎 10～18

私の見てきた中国 植田義明 19～24

第 14回技術成果発表会から 松村正一 ; 橋本七郎 25～29

ヨーロッパの現場機関を訪問して 西山雅雄 ; 森嘉門 ; 田中俊治 ; 伊井正享 ; 大野
淳 ; 浅倉典彦 ; 小林義春 ; 庄司喜勝

30～39

MDFの現状と課題 式場英 ; 大岡睦夫 40～45

磁気テープ管理プログラム 湯野勉 ; 大内光雄 ; 梶山真一 46～50

「特殊携帯ウインチ工法」による高層用ケーブル垂直
布設工事を施工して

小浜幸央 ; 北村英夫 ; 川口邦男 51～54

災害応急復旧措置要領の作成 湯浅勝正 ; 川原利勝 ; 土井寿 55～57

D10形共通線信号方式 中島汎二 ; 上田正弘 ; 小川喜祥 58～65

D10形自動交換機用訓練システム 栗原武雄 ; 秋野吉郎 67～70

油圧式ケーブルベンダ 北川正道 ; 河嶋稔 ; 志村博正 ; 寺内賢一 ; 長尾
史雄

71～75

IC化されたデータ伝送用変復調装置 今城斌 ; 土師克巳 ; 下條義康 76～83

27チャネル CATV方式 平塚憲一 ; 滝沢純 ; 立松稔 ; 栩木浩司 ; 吉川光
高 ; 山崎芳次

84～93

カセット磁気テープ装置 金井一夫 ; 堀越政美 94～99

技術のはなし ソフトウェア（Ⅰ） 森岡武 100～108

施設人のための事業知識 (117) 技術基準 片浦實 110～111

海外連絡室ニュース 112～112

研究実用化報告第 23巻第 3号掲載予定論文 113～113

次号目次 4月号掲載予定 66～66

質問箱 PCM-24方式の給電について 109～109
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＜論説＞伝統の上に飛躍を 土井博之 8～9

新周波数帯の開発とマイクロ回線網の拡大 桑原守二 10～14

マイクロ回線の建設を推進した工事体制 佐々木敏夫 15～21

装置の安定化と保全サービスの向上 岡田秀夫 22～26

マイクロ回線を支える局舎,鉄塔建築の変遷 高橋滋 ; 河合浩 ; 小泉延樹 27～34

無線通信技術の動向 渡辺正信 35～44

「東端」から「TRC」への変身 林義昭 45～51

大阪 1統の変遷と今後の問題 中川金次郎 52～56

鹿児島－沖縄間見通し内回線を保守して 西野孝平 57～61

マイクロ回線保守に思う 四戸稔 62～64

医用データ伝送システムの動向 杉浦淳一郎 ; 岡田行雄 65～72

弾性波測定器による岩石地盤の調査方法 柴田明広 ; 高橋良明 73～78

PCM-24-1形 FB端局装置の警報回路の問題とその対
策について

中村巻義 79～82

急傾斜地におけるショートカット工法について 石原慶治郎 ; 中村正美 83～86

共通機器閉塞装置を利用しての④回線トーキ挿入方法
の改善

福島章元 ; 平林武二 ; 玉木孝司 87～90

電話網の位相変動の実態－位相跳躍と位相ジッタ 古屋昭義 ; 増田威 91～97

本仕化された中継 PEF-LAPケーブル 滝沢純 ; 大島一征 ; 西村憲一 ; 大垣明男 98～105

テレビ回線制御方式 (MASCOT)の商用試験結果 松本芳郎 ; 碓井孝義 ; 金島正基 ; 酒井克行 107～114

大容量電力集中監視装置 足立泰男 ; 武井務 115～122

運輸省自動車登録検査データ通信システムにおけるオ
ンライン端末試験方式 (LATTS)

東千昭 ; 北郷猛 ; 中村泰雄 ; 松下晃 123～128

240kbit/sデータ伝送方式 篠田康明 ; 真柄成一 ; 岡田嘉之 129～138

販売在庫管理システムの利用者プログラム記述言語
PG/1

羽田正二 ; 藤倉勇 ; 高崎雄三 ; 榎孝芳 139～145

技術のはなし ソフトウェア（Ⅱ） 森岡武 146～152

施設人のための事業知識 (118) 公社の仕様書 佐藤清 153～153

新工法シリーズ 新レジンコンクリート製ブロックマ
ンホールの築造工法

岡淳一 ; 宮本太 ; 福田和宏 ; 松山柾夫 155～160

＜新仕様書の紹介＞機械関係 技術局仕様課 161～161

ニュースフラッシュ 162～163

海外連絡室ニュース 樋口寿宏 164～164

読書案内 構内電話交換装置 式場英 154～154

研究実用化報告第 23巻第 4号掲載予定論文 165～165

次号目次 5月号掲載予定 106～106
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＜論説＞現場に期待する 清水通隆 8～9

建設技術開発室の最近の動向 桜木俊彦 10～15

電子交換ソフトウェアの標準化 丹野武宣 ; 村田忠明 16～27

専用回線保守の現状と今後の課題 岡田秀夫 ; 桜井義郎 28～31

即時架設体制に備えた加入者線路設備管理方式 武部綱介 ; 近藤正 ; 田中満 33～43

座談会／即時架設体制をめざして 吉田一弘 ; 谷井良臣 ; 川又浩 ; 横山定吉 ; 金井
広義 ; 中川芳栄 ; 先名清 ; 新沢伸夫 ; 福井正之
; 浅水敏之 ; 谷村三七男 ; 式部綱介

44～58

PC31形交換機の CSSFパルス発生供給部障害監視回
路の改造について

小倉利行 ; 渥美強 ; 小池孝 59～62

豊島五丁目団地宅内設備先行配線工事を実施して 本澤登 ; 高石正男 ; 秋山純男 63～68

T-12SR中間中継所浸水に対する復旧措置施策 田中謙蔵 ; 金重昭治 ; 国久健一 69～71

局外統制度装置 大島宏彦 ; 山根堯 ; 宇垣雅秋 72～76

新しい線路用検電器 北川正直 ; 小橋川格 ; 栩木浩司 77～80

11GHz2,700ch方式（SF-T5方式） 小口廸夫 ; 山本正美 82～89

調整用標準磁気テープ 橋本正直 ; 川俣勉 ; 横田充 90～92

技術のはなし ソフトウェア（Ⅲ） 森岡武 93～101

施設人のための事業知識 (119) 内部資金・外部資金 木原光則 102～104

海外連絡室ニュース 112～112

研究実用化報告第 23巻第 5号掲載予定論文 113～113

ニュースフラッシュ 106～109

新船名は「黒潮丸」に決定 32～32

「施設」編集モニターの選考発表 105～105

機関誌「施設」各委員会委員 110～111

次号目次 6月号掲載予定 81～81
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＜論説＞くふう 山本孝 8～9

昭和 49年度施設計画の概要 池沢英夫 10～15

豊かなネットワーク作りのために 式場英 16～17

弾力的な設計 副島俊雄 18～20

審査課の発足 近藤光洋 21～24

社会との調和を求めて 岡田清 25～27

技術と経済性の調和に基づく無線設計 桑原守二 28～30

経済化と安定化を目標とした電力設計 田川啓次郎 31～32

生成発展する通信網 一色博 33～35

昭和 49年度技術調査研究実用化計画の概要 牧山武一 ; 高田雄二 36～46

公社柱への線条添架の取扱いについて 西島輝治 ; 白木和雄 ; 越野征人 47～51

電子交換機のソフトウェア関連業務 村田忠明 ; 青木武司 ; 深海健三 ; 向井暉二 52～58

海外におけるディジタル交換方式の動向 高橋徹 ; 中村紀典 59～67

同軸ケーブルしぼり工具の開発について 渡辺武 68～70

加入者発着信試験等の作業能率の向上について 三浦誠二 ; 小実美知子 71～74

電話網における PAR（ピーク／平均比）特性の実態 古屋昭義 ; 直井学 75～81

高損失加入者用プッシュホン 山上功 ; 倉島渡 ; 仲田淳嗣 82～85

新形支線アンカ 貝渕俊二 ; 浅田和男 ; 長尾史雄 86～90

テレビ会議方式－－－方式の概要と試用試験結果 平塚憲一 ; 立松稔 ; 楡井文夫 91～98

技術のはなし ソフトウェア（Ⅳ） 森岡武 99～105

施設人のための事業知識 (120) 技術調査研究実用化計
画

高田雄二 106～107

新工法シリーズ 凍結障害防止用 PE パイプの布設工
法

森本厚志 108～110

＜新仕様書の紹介＞線路関係 技術局仕様課 111～112

海外連絡室ニュース 116～116

研究実用化報告第 23巻第 6号掲載予定論文 117～117

第 11回「施設」編集モニターの任期を終えて 114～115

次号目次 7月号掲載予定 113～113
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＜論説＞新しい立場で考えよう 三宅正男 8～9

第 43回電気通信技術委員会の審議から 神宮司順 ; 久保田俊昭 10～21

将来の線路土木施設 福富秀雄 22～35

昭和 49年度施設用物品調達計画 安部孝 ; 田中康弘 36～42

電電公社の物品購入検査 高橋右一 ; 篠田康明 44～50

番号計画の動向と課題 浅村伊佐男 ; 阿部正之 ; 倉島渡 51～64

広域災害時の即時網緊急措置 今野彦正 65～72

信頼性管理体系の検討 楠五月 ; 阿部安利 ; 渡辺明正 73～79

電子交換機における局データ設計および局ファイル作
成について

井上和夫 ; 福田正憲 80～84

可搬形局（C1，地集）における蓄電池の均等充電廃止
について

佐田新一郎 ; 下平明 85～91

エンジン燃料系統故障時における燃料ろ出防止対策に
ついて

若林友昌 92～94

直営工事を実施して 加藤宰博 ; 渡辺博志 95～97

同軸ケーブルクリーピングの検出器 遠田潤也 ; 飯村好朗 ; 村田隆 ; 後藤征男 ; 野田
馨

98～102

市内 JF-LAP海底ケーブル 鈴木欽也 ; 江口誠 ; 岡川忠茂 ; 大金錬 103～107

マイクロ波の見通し内海上長距離伝ぱん特性 山田幸輝 ; 松木隆明 109～114

VTR-24形搬信端局装置 今城斌 ; 黒岩憲二 115～122

科学技術計算システム (DEMOS-E) のソフトウェア
概要（その 1）

星野孔昭 ; 高橋保之 ; 大川真久 ; 高倉慶充 123～127

施設人のための事業知識 (121) 積滞管理 田中寿雄 132～133

新工法シリーズ 局内安全帯 田村建二 129～131

＜新仕様書の紹介＞宅内関係 技術局仕様課 134～135

海外連絡室ニュース 136～136

米澤総裁,科学技術会議議員に任命される 43～43

読書案内 通信システムと伝送方式 副島俊雄 108～108

研究実用化報告第 23巻第 7号掲載予定論文 137～137

次号目次 8月号掲載予定 128～128
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＜論説＞考える建設を 中久保卓治 8～9

線路施工上の問題点とその対策 西岡末章 10～12

“考える施工技術”をめざして 木下光一 13～21

施工技術の複合化と広い視野での創意工夫 半田重雄 22～26

大形通信土木における施工技術の現状と将来 及川陽 27～31

これからの回線開通試験 武内宏允 ; 石山正三郎 32～36

海上移動通信に関する世界無線主管庁会議に出席して 桑原守二 ; 西野孝平 ; 北倉正一 37～43

昭和 48年度技術調査研究実用化の成果概要 荒木宏 ; 中込四郎 ; 橋本七郎 44～59

昭和 48年度における武蔵野電気通信研究所協力部の
活動

吉田善三 60～69

C400TNGの回路改造 田嶋力 ; 山下利一 ; 福田年延 ; 浜野茂 ; 関屋武
司 ; 高橋保富 ; 小沢寿雄

70～72

既設局導帯へのフレキシブル導帯挿入工事を実施して 大野英男 ; 野内昭二 73～75

市内中継アルミ導体ケーブル 滝沢純 ; 大島一征 ; 西村憲一 76～82

プラスチックケーブル接続点の新しい防食材料 遠田潤也 ; 飯村好朗 ; 浅田和男 83～86

4～6GHz帯用長尺可とう導波管 米岡泰 ; 橋本明 88～93

高速多重転送を可能とした改良形チャネル 田沼佳夫 ; 松永俊雄 ; 浅野友 ; 小河原武 94～97

科学技術計算システム (DEMOS-E) のソフトウェア
概要（その 2）

星野孔昭 ; 高橋保之 ; 大川真久 ; 高倉慶充 98～105

携帯形ファックス試験器 折井正好 ; 今井恒雄 ; 三浦明 107～112

施設人のための事業知識 (122) 利子および債券取扱費 林善治郎 118～119

新工法シリーズ 搬送機械室における全面ケーブル
ラック工法の適用範囲の拡大について

山田協右 ; 近松洋三 113～116

海外連絡室ニュース 120～120

ニュースフラッシュ 87～87

質問箱 設備管理値等について 106～106

研究実用化報告第 23巻第 8号掲載予定論文 121～121

次号目次 9月号掲載予定論文 117～117
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＜論説＞プロセスの重視 今村徳輔 8～9

昭和 48年度の保全成果 坂本貞雄 ; 塩田敬次郎 10～17

伝送部門の新保全体制について 岡田秀夫 18～22

伝送技術の動向 坂下隆義 23～24

東名阪 C-60Mルートの完成 栗林勝 ; 滝沢純 ; 副島俊雄 ; 早野元一 25～30

同軸ディジタル伝送方式の幕あけ 大蔵恭仁夫 ; 山縣淳 31～35

座談会／これからの伝送技術 前田光治 ; 福富秀雄 ; 大蔵恭仁夫 ; 栗林勝 ; 副
島俊雄 ; 重井芳治 ; 岩橋栄治 ; 田畑晴男 ; 青江
茂 ; 坂下隆義

36～54

量の拡大,質の向上と伝送設備 副島俊雄 55～61

同軸伝送方式の草分け 都倉通朗 ; 矢合博 ; 本間猪一郎 ; 三戸部実 62～63

日本最北端における同軸保守の現状 菅野忠志 64～66

これからの伝送保全の問題 岡田秀夫 67～68

昭和 48年度監査の状況について 中村伸 ; 但馬昭 69～75

都市災害対策用可搬無線方式（その 1） 高村充 ; 稲田干樹 ; 大坂健 ; 佐野忍 76～84

新周波数配置による C-60M方式 榎並章三 ; 後藤征男 ; 野田馨 ; 瀬戸口雅夫 ; 高
島元

85～94

新しい同軸用パルス試験器 滝沢純 ; 後藤征男 ; 野田馨 96～101

感熱式ノンインパクトプリンタ 平野一哉 ; 石井茂樹 ; 熊元秀次郎 102～107

科学技術計算システム (DEMOS-E) のソフトウェア
概要（その 3）

山口欣二 ; 木原敏明 ; 杉本種男 ; 竹之内篤男 108～115

技術のはなし 線路・土木（Ⅰ） 岡山孝昭 116～123

施設人のための事業知識 (123) 災害復旧工事 澤口利昭 124～125

新工法シリーズ 鉄筋構造の共同住宅等へのケーブル
配線

山崎一男 126～129

＜新仕様書の紹介＞データ関係 技術局仕様課 130～131

海外連絡室ニュース 132～132

研究実用化報告第 23巻第 9号掲載予定論文 133～133

次号目次 10月号掲載予定 95～95
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〈論説〉国民福祉の実現のために 米澤滋 12～15

「施設」創刊 25周年記念〈座談会〉これからの社会と
電気通信

尾佐竹徇 ; 小林宏治 ; 林雄二郎 ; 村野賢哉 ; 小
口文一 ; 清水通隆 ; 白根禮吉 ; 輿寛次郎

16～37

ファイバケーブル伝送の動向 大蔵恭仁夫 ; 貝淵俊二 ; 山縣淳 38～50

電気通信研究所における最近の活動状況 野田健一 51～59

網開放に伴う加入電信の技術動向 岡田行雄 60～66

市外 PEF-Pケーブル保守方法の改善 沢井邦之 ; 幸長敏尚 67～72

料金局工事における工事試験の改善 三谷安治 ; 折目旭男 ; 杉山晃也 73～78
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15MB磁気ドラム記憶装置の概要 富田正典 ; 江口景三 ; 横田充 119～125

プログラム制御による通信制御装置 加来億一 ; 大原明雄 ; 宇治則孝 ; 前田英昭 126～136

技術のはなし データ通信（Ⅱ） 伊藤宏 137～143

施設人のための事業知識 (147) 第三者補償 村岡浩 148～149

新工法シリーズ シールド式とう道内コンクリート巻
立工法

近本昇太郎 ; 中田忍 ; 黒木俊一 144～147

海外連絡室ニュース 冨田邦明 150～150

研究実用化報告第 25巻第 9号掲載予定論文 151～151

次号目次 10月号掲載予定 118～118
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＜論説＞同軸方式 20年に想う 山本孝 8～9

同軸ケーブル伝送方式開通 20年に際して 副島俊雄 10～11

同軸ケーブル伝送方式の発展経緯 副島俊雄 ; 立岡芳彦 ; 橋爪敏二 12～18

同軸ケーブルの開発・導入経緯について 貝淵俊二 ; 林実信 19～26

同軸ケーブル方式の建設を推進した施工技術の変遷 岡島三郎 ; 加藤隆 ; 広隆千歌夫 27～31

同軸ケーブル方式の保全 野口昭雅 ; 宮脇崇夫 32～39

座談会「同軸ケーブル伝送方式 20年の歩み」 北原安定 ; 緒方研二 ; 山本孝 ; 前田光治 ; 重井
芳治 ; 青江茂 ; 妻藤達夫 ; 朴木実 ; 伊佐進

40～56

データ通信システム開発技術の現状と動向 星野孔昭 ; 藤井友位 57～62

昭和 50年度監査の状況について 伊藤和美 ; 山田達之 63～68

米国における付加価値通信業者とその通信処理サービ
スの動向

高月敏晴 69～77

神奈川県救急医療情報データ通信システムの概要 飯田徳雄 ; 豊田成 ; 栗本武 78～84

諸外国の電気通信事情（その 2） 岡部恒雄 ; 冨田邦明 ; 池上藤雄 ; 本多慶成 ; 庄
司正志 ; 橋口幸生 ; 小林一之助

85～103

昭和 50年度の保全成果 渋谷多喜夫 ; 石榑宣大 104～110

無線施設の集中監視制御方式 CCD形監視制御装置 渡辺健 ; 津田志郎 ; 熊谷力夫 ; 渡辺敏夫 111～117

新大容量インバータ 古川正三 ; 塩見栄次郎 ; 四元勝一 ; 室山誠一 118～124

オンラインシステムの障害復旧の自動化方式 阿江勉 ; 木室貞彌 125～130

技術のはなし データ通信（Ⅲ） 星野孔昭 131～136

施設人のための事業知識 (148) 固定資産の受渡と管理 菅原城 138～140

新工法シリーズ 非常用自動交換装置改良に伴う建設
工法

川井泉美 ; 谷内博司 142～147

質問箱 高周波接栓（Uリンク）について 141～141

読書案内「マイクロ波通信」 林義昭 148～148

海外連絡室ニュース 149～150

研究実用化報告第 25巻第 10号掲載予定論文 151～151

次号目次 11月号掲載予定 137～137
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＜論説＞建築とコスト 小野哲男 8～9

施設局舎等における防火対策の改善 喜多幸次郎 10～16

公社における建築の工業化と最近の成果 栃本邦夫 ; 桑原達雄 ; 斎藤光巧 17～22

マイクロ無線施設における建築新技術 望月一郎 23～28

建築における省エネルギー 野口徳信 29～33

武蔵野電気通信研究所の建築研究施設 石神絢夫 ; 沢辺幸夫 34～37

電気通信研究所における最近の活動状況 丸林元 38～46

電話網の品質について 黒田耕司 ; 片山孝彦 ; 清水博一 ; 藤井徹 47～56

諸外国の電気通信事情（その 3） 荒井幹雄 ; 広田真一郎 ; 野口隆 ; 飯島幸雄 ; 池
上藤雄 ; 金谷喜代志 ; 清水正能

57～78

DIPSを用いた販売在庫管理システム（JS形DRESS）
の概要

岩山政敏 ; 伊藤祐亮 ; 藤田宗太郎 ; 佐藤博美 79～84

改良された硬質ビニル管 奥村強 ; 福鹿実 85～88

全密閉形鉛蓄電池 塩見栄次郎 ; 吉野隆 89～92

DIPSを用いた販売在庫管理システムのソフトウェア
（その 1）

伊藤祐亮 ; 三上義隆 ; 伊藤雅生 ; 平博忠 93～99

技術のはなし通信網（Ⅰ） 式場英 100～104

施設人のための事業知識 (149) 行政管理庁と行政監察 栗原武夫 106～107

新工法シリーズ セメントコンクリート製ブロックマ
ンホール築造工法

菊池征也 ; 伊藤昭夫 ; 宮川政秋 108～111

海外連絡室ニュース 113～114

研究実用化報告第 25巻第 11号掲載予定論文 115～115

読書案内 現場における創造性開発手法 江副力 112～112

次号目次 12月号掲載予定 105～105
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＜論説＞電子交換への道 三宅正男 8～9

電子交換機の開発を顧みて 城水元次郎 10～15

電子交換技術の動向 若本孝雄 16～22

電子交換機の導入と施設設計 小泉洋次 ; 高橋徹 23～29

電子交換機建設工事の歩み 新井満男 30～35

100ユニットを迎えた電子交換機の保全 上遠野浩 36～40

座談会/交換技術の将来 福富礼治郎 ; 若本孝雄 ; 高月敏晴 ; 高橋徹 ; 小
泉洋次 ; 新井満男 ; 上遠野浩 ; 五嶋一彦 ; 池田
博昌 ; 飯村二郎

41～53

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 林義昭 ; 二宮克好 ; 片桐清志 54～63

昭和 51年度本社計画による防災演習の概要 黒田静雄 ; 梶田豊 64～68

DEMOS-E土木ライブラリについて 今村宏司 ; 島田承男 ; 小泉文夫 69～75

諸外国の電気通信事情（その 4） 高岡博之 ; 池上藤雄 ; 丸山五和男 76～81

200MB磁気ディスク記憶装置の概要 富田正典 ; 江口景三 ; 岩下安男 82～88

DIPSを用いた販売在庫管理システムのソフトウェア
（その 2）

伊藤祐亮 ; 三上義隆 ; 佐藤雅生 ; 平博忠 89～95

商用化された太陽電池式電源装置 斎藤礼一 ; 山村久 ; 浅埜正吾 96～100

技術のはなし 通信網（Ⅱ） 式場英 101～107

施設人のための事業知識 (150) 電話料金等の改定 岩井真 108～110

新工法シリーズ 太陽電池式電源装置建設工法 佐原啓三 ; 山内賀喜正 111～113

海外連絡室ニュース 114～114

昭和 51年施設総目次 2～10

次号目次 1月号掲載予定 115～116
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年頭にあたって 米澤滋 8～11

整備確立された DIPS導入体制 谷池宏 ; 塚本和孝 12～17

ファクシミリ高速化の動向 小林登 ; 折井正好 ; 結城皖曠 18～23

国際電信電話諮問委員会 (CCITT)第Ⅵ回総会 岡部恒雄 24～30

データ通信システムの保全 東千昭 ; 脇阪隆夫 ; 金井一夫 ; 杉山進 31～38

高信頼性物品の購入検査 去来川大 ; 名小路朙之 ; 窪島秀雄 39～47

諸外国の電気通信事情（その 5） 池上藤雄 ; 金谷喜代志 ; 新国富生 48～55

最近のケーブル接続技術 貝淵俊二 56～65

一般用コードレス電話方式 高村充 ; 萩平忠利 ; 辻村清行 66～70

搬送施設の集中監視制御方式（その 1） 江島巳治 ; 江尻正義 ; 宮崎勇 71～76

TZ形接続試験器 山添哲郎 ; 宮内幸市 78～81

ユニット化された直流電圧変更装置 陰山照男 ; 村井喬 82～85

DIPSを用いた販売在庫管理システムのソフトウェア
（その 3）

吉井浩一 ; 清宮茂述 ; 細谷克也 ; 春木孝文 ; 井
口友則

86～92

JS1030形情報処理装置本体装置 田沼佳夫 ; 中村孝 ; 鍋嶋義朗 93～103

技術のはなし－通信網（Ⅲ） 式場英 104～109

施設人のための事業知識 (151) 公社の内部監査 水王雅行 110～111

市外 PEF-LAPケーブルの建設工法 吉沢一 ; 金子壬三 112～118

海外連絡室ニュース 119～120

研究実用化報告第 25巻第 12号掲載予定論文 121～121

次号目次 2月号掲載予定 77～77
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〈論説〉明日の無線を考える 松本高士 8～9

ディジタル無線技術の動向 桑原守二 10～17

無線周波数の開発と電波の有効利用 藤岡宏衛 18～24

20GHz帯無線 PCM方式回線の建設工事を終えて 木村吉朗 ; 清水直 25～32

座談会／明日の無線を語る 土橋英生 ; 西野孝平 ; 高村充 ; 二宮靖彦 ; 田保
瑞夫 ; 斎藤健 ; 川船武則 ; 広川三雄 ; 山本誠実
; 佐藤征紀 ; 中村嘉男

33～52

通信局特集 需給均衡を迎えた関東 関東電気通信局 53～70

諸外国におけるデータ交換網サービスの動向 高月敏晴 ; 千葉正人 ; 石川宏 71～79

DIPS標準バンキングシステムの概要（その 1） 八橋主計 ; 長谷川正雄 ; 香村求 80～87

電力設備における運転保全上の諸問題と対策 藤村晟一 ; 伊島勲 ; 佐藤俊彦 88～92

諸外国の電気通信事情（その 6） 岡部恒男 ; 冨田邦明 93～98

本仕化された応急市内ケーブルシステム 石原広司 ; 高江洲文雄 ; 桐山朗 100～106

6250 RPI磁気テープ記憶装置 富田正典 ; 江口景三 ; 大沼猛光 107～113

搬送施設の集中監視制御方式（その 2） 篠原進 ; 高橋勇 114～120

マイクロ波方式の伝送容量増大の技術 西野孝平 ; 大井次郎 ; 橋本明 ; 山後純一 121～128

施設人のための事業知識 (152) かし坦保責任 岡野実 130～131

新工法シリーズ 岩盤地における共架柱の建設工法 佐久間実 ; 中島敏治 132～134

ニュースフラッシュ 135～138

海外連絡室ニュース 139～140

質問箱 129～129

研究実用化報告第 26巻第 1号掲載予定論文 141～141

次号目次 3月号掲載予定 99～99
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＜論説＞電話宅内技術の発展の方向 小口文一 12～13

電話宅内機器の需要構造の変化と技術開発 堀場信雄 14～16

電話機研究の最近の動向 苗村明 ; 浮津憲一 17～19

顧客サービスの拡充を目指す宅内施設設計 高橋徹 20～22

自営付属設備の最近の動向 石野文雄 ; 篠崎一也 23～25

多様化する宅内工事 新井満男 26～29

新サービスと宅内保全 竹内清三郎 30～33

座談会／これからの電話宅内技術の展望 城水元次郎 ; 堀場信雄 ; 山上功 ; 牧野正男 ; 高
橋徹 ; 石野文雄 ; 苗村明 ; 松田亮一 ; 鈴木邦男
; 小畑昭雄 ; 秋庭弘 ; 竹原凞

34～47

公社データ通信サービスの現状と課題 谷池宏 48～61

審査からみたデータ通信等の動向 石野文雄 ; 曽根信義 63～69

網制御装置・回線保護装置等の保全について 成田譲 ; 山崎浩 70～76

DIPS標準バンキングシステムの概要（その 2） 八橋主計 ; 長谷川正雄 ; 香村求 77～83

第 6回現場管理者海外派遣研修報告（その 1） 志川健一郎 ; 坂野満郎 ; 西尾淳 ; 染矢茂 ; 渡辺
英治

84～91

JS形共通ソフトウェアのマスタファイル更新方式 高井啓 ; 藤縄孝 92～96

改良された C400形自動交換機 鈴木真一 ; 小川英一 97～102

DAT-2C方式の概要 松本正 ; 高島元 103～109

新しい管路ケーブル布設用車両 栩木浩司 ; 林文雄 ; 榎並誠 110～115

施設人のための事業知識 (153) 需要調査 小野忠昭 116～118

新工法シリーズ 伝送容量増大に伴うホーンリフレク
タアンテナの建設工法

山内賀喜正 ; 空克義 119～122

海外連絡室ニュース 123～124

研究実用化報告第 26巻第 2号掲載予定論文 125～125

次号目次 4月号掲載予定 62～62
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＜論説＞新年度を迎えるにあたって－－－皆さんへのお
願い

北原安定 8～9

多様化するケーブル技術（その 1） 貝淵俊二 10～20

線路設備の障害状況と今後の対策 石橋淳太郎 21～25

TTS交換機分散設置について 古田幸作 ; 福田善一 ; 岡本茂 26～31

分散処理とネットワーク・アーキテクチャ 伊藤宏 ; 加来億一 32～39

沖縄県先島地域の全国即時網編入を終えて 伊藤芳文 ; 小宮作 ; 宮城安秀 ; 石嶺真常 40～49

自営用品認定規程の全面改正について 石野文雄 ; 原田照男 ; 田村善助 ; 渋谷多喜男 ;

桑原清人
50～54

漢字情報処理システムの動向とドキュメント作成シス
テム

古賀一徳 55～60

第 6回現場管理者海外派遣研修報告（その 2） 秋山雅夫 ; 吉野東陽 ; 鈴木茂雄 ; 正田直 ; 福田
勉 ; 鈴木啓之

61～69

DIPS標準バンキングシステムの自動リカバリ方式 八橋主計 ; 香村求 ; 野口勲 70～78

音声帯域回線による写真伝送特性 庄司滋彦 ; 加藤斉 79～87

広帯域対形ケーブルを用いた ITV方式 堀口孝雄 ; 川上正幾 ; 遊佐洋 88～96

広帯域対形ケーブル 石原広司 ; 山崎芳次 ; 藤重雅志 97～103

土留杭打設のための低振動・低騒音工法 志村幹夫 ; 竹田芳正 104～107

会計事務用データ宅内装置 里見一誠 ; 谷口和道 ; 斎藤幹雄 109～115

施設人のための事業知識 (154) 電気通信設備請負工事
における履行遅滞

時永周治 120～121

新工法シリーズ 高層ビル用市内ケーブルの建設 斉藤武夫 ; 熊沢幹二 ; 石井隆義 ; 滝沢佑吉 116～119

海外連絡室ニュース 122～122

研究実用化報告第 26巻第 3号掲載予定論文 123～123

次号目次 5月号掲載予定 108～108
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＜論説＞電話の世界的偏在について 前田光治 8～9

PCM-400M方式の開通に際して 副島俊雄 10～13

ディジタル伝送技術の現状と動向 大蔵恭仁夫 ; 岩崎匡利 ; 江尻正義 14～22

ディジタル伝送方式の導入 立岡芳彦 ; 橋爪敏二 23～28

PCM-400M方式の建設工事に携わって 千葉昇二 ; 土橋衛 ; 井坂暉夫 ; 村上利一 ; 鷲田
秀雄

29～35

新入社員に対する総裁のことば 秋草篤二 36～39

無線局の免許申請業務について 斎藤健 ; 森永範興 ; 大野満州雄 ; 上岡猛 40～46

公社における特許とその取扱いについて 甘利博夫 47～50

多様化するケーブル技術（その 2） 貝淵俊二 51～62

ドキュメント作成システムで採用した漢字情報処理技
術

平本盛徳 ; 神山秋史 ; 浅海裕治 63～69

とう道用市内中継ケーブル 沢井邦之 ; 石崎幸助 ; 大竹申一 70～76

大容量可搬形電話局装置（その 1） 稲益三夫 ; 竹原一夫 77～83

災害対策用 5GHz帯可搬形無線装置 大井次郎 ; 及能調 84～90

改良されたスチールセグメントの設計方法 境賢治 ; 町清二 ; 宮倉由紀夫 91～95

最近のマイクロ波半導体素子とその応用回路 小檜山賢二 ; 小林忠男 96～100

講座 施設人のための事業知識 (155) 住宅用電話の先
行配線

福永顕 106～107

新工法シリーズ CP2「」形自動式構内交換装置への
PB機能付与に伴う改造方法について

小林国次 102～105

次号目次 6月号掲載予定 101～101

読書案内 ソフトウェア開発の神話 木村豊 108～108

「施設」編集モニターの選考発表 「施設」編集部 109～109

「施設」各委員会委員 110～111

ニュースフラッシュ 112～115

質問箱 116～116

海外連絡室ニュース 117～118

研究実用化報告第 26巻第 4号掲載予定論文 119～119
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＜論説＞昭和 52年度を進めるにあたって 長田武彦 8～9

昭和 52年度施設計画の概要 宮津純一郎 10～14

転換期を迎えた交換・宅内設計 高橋徹 15～17

ディジタル伝送路網への布石 橋爪敏二 18～20

需要構造の変化は進む 原田照男 20～22

線路設計の効率的な投資を目指して 徳永雅 23～25

きめ細かい設計の実施 西野孝平 26～28

電気通信を支える電力 田川啓次郎 28～33

通信網の整備・拡充 小泉洋次 34～35

パケット交換網とプロトコルの動向 高月敏晴 ; 阿部正之 ; 水沢純一 36～45

テヘラン市内中継線の基本設計を完了して 岡田清 ; 川下雄一 ; 岡本正澄 ; 日高出雲 ; 伊藤
靖士 ; 岡野忠巳

46～60

諸外国の電気通信事情（その 7） 岡部恒夫 ; 吉原正大 61～69

大容量可搬形電話局装置（その 2） 砺波修一 ; 坂田好男 ; 高橋英史 70～74

新銀行用データ宅内装置の概要 平野一哉 ; 大園康 ; 永島基恭 ; 菊田道夫 75～82

改良された浸水障害測定器 石崎幸助 ; 平良寛樹 ; 佐竹大円 83～87

土留杭打設のための無振動・無騒音工法 志村幹夫 ; 中山重典 ; 竹藤繁樹 88～91

とう道内ケーブル布設工法 栩木浩司 ; 林文雄 ; 金崎昭次良 ; 志賀拡一郎 93～98

技術のはなし これからの単位－－－国際単位系 田村善助 ; 塩川亘 103～108

施設人のための事業知識 (156) トラヒック管理 中嶋英明 117～118

新工法シリーズ 小断面シールド工法 中山重典 ; 野原博幸 ; 谷知一男 109～112

ニュースフラッシュ 113～116

海外連絡室ニュース 119～120

研究実用化報告第 26巻第 5号掲載予定論文 121～121

次号目次 7月号掲載予定 92～92

第 14回「施設」編集モニターの任期を終えて 99～102
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〈論説〉自主技術開発の重要性 山内正彌 8～9

第 49回電気通信技術委員会の審議から 桑原守二 ; 石川宏 10～20

昭和 52年度技術調査研究実用化計画の概要 加藤隆 ; 村田清六 ; 水野谷大之進 21～30

昭和 52年度建設技術開発計画の概要 国枝正弘 ; 小出美孝 31～34

昭和 51年度における武蔵野電気通信研究所技術協力
部の活動

坪谷一郎 35～44

昭和 51年度の検査実施状況 福増満広 ; 甲斐国夫 45～51

宅内設備の雷障害対策 山上功 ; 大木芳造 ; 小川正気 52～59

分線管路さく進工法の開発 志村幹夫 ; 長谷川哲郎 60～64

新しい電子交換ファイル作成システム 村田忠明 ; 佐藤隆昭 ; 浜田博 65～69

11/15GHz帯無線 PCM方式（その 1） 山崎文昭 ; 向井正 70～76

押しボタンダイヤル化した 100円公衆電話機 山上功 ; 岩井晃 ; 錦戸功 77～80

CP2形 PABXへのプッシュホン機能付与 西馬元美 ; 辻国雄 ; 竹中栄一 81～89

短波局用ガスタービン発電装置 山村久 ; 浅埜正吾 ; 小山雄悟 90～96

市街地におけるシールド工事の環境保全対策とその事
例について

小竹繁 ; 松本和夫 ; 清水一雄 97～106

小規模事務所における宅内配線方式の一考察 相馬靖郎 ; 落合兼達 ; 津曲忠敏 ; 村井秋弘 ; 麻
生七郎

108～111

技術のはなし 災害対策用機器について（その 1） 土田尚平 ; 勝又謙三 112～120

施設人のための事業知識 (157) 財政投融資 木原光則 126～128

負荷状況表示装置の建設工法 川井泉美 ; 笹岡信一 121～125

海外連絡室ニュース 129～130

次号目次 8月号掲載予定 107～107

案内「論文を募集しています」 「施設」編集部 131～132

読書案内 新しい創造的リーダーシップ 中山隆夫 133～133
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＜論説＞決められたことを着実に守ろう 加藤秀夫 8～9

昭和 51年度技術調査研究実用化計画の成果概要 水野健二 ; 高畠一純 ; 原田哲夫 10～24

昭和 51年度建設技術開発計画の成果概要 国枝正弘 ; 小出美孝 25～34

中国を訪問して＜電子・通信関係技術について＞ 前田光治 35～45

広域災害時の網措置について 佐藤敏雄 ; 黒田晴夫 46～54

障害用予備ケーブルについて 宮脇崇夫 ; 奈良一政 ; 岩下湛光 55～61

最近における災害対策用電力機器とその運用について 片山強 ; 山中敬史 ; 川久保利春 62～66

関東電気通信局における防災演習のあらまし 清水登 68～77

投稿 TZ-60 孤立防止用無線回線の信頼性向上につい
て

岡山統制無線中継所試験課 78～83

同一ケーブル内における PCM-100M 方式と C-

12MTr 方式の共存について－－－同軸用 2 形汎用筐
体・C-12MTr-R形中継装置

江尻正義 ; 石川俊行 ; 原田充信 ; 寺田紀之 84～90

共架柱の設計のパターン化について 涌井裕 ; 前田充彦 ; 荻原照善 91～97

新しいマンホール首部築造法 田中軍治 ; 小沢幸四郎 ; 小瀬真人 98～105

11/15GHz帯無線 PCM方式（その 2）－ 11/15S-P2

方式－
山崎文昭 ; 向井正 106～111

技術のはなし 災害対策用機器について（その 2） 森永範興 ; 吉田哲夫 ; 脇武夫 112～123

施設人のための事業知識 (158) 中間勘定 大串敏夫 132～133

新工法シリーズ 中容量ガスタービン発電装置建設 船橋義雄 124～129

ニュースフラッシュ 130～131

次号目次 9月号掲載予定 67～67

質問箱 134～134

海外短信 135～135

海外連絡室ニュース 136～137
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＜論説＞線路工事近代化活動推進のために 山口開生 8～9

最近における線路工事近代化活動について 増田利夫 ; 小谷史朗 10～15

昭和 52年度施設用物品調達計画 西村通男 ; 土屋治昭 16～21

昭和 51年度の保全成果 澁谷多喜夫 ; 石榑宣大 22～31

加入区域内における経済的な網構成について 佐藤仁彦 ; 佐々木和夫 ; 藤本博 32～40

ハイレベルデータリンク制御手順（その 1） 田中義昭 ; 板倉征男 ; 松井嘉正 41～47

長距離用 CS-36M-D1海底同軸ケーブル方式－－－方式
概要

青柳勝 ; 中浜博 ; 成宮憲一 ; 広岡明 48～54

長距離用 CS-36M-D1 海底同軸ケーブル方式－－－九
州－沖縄間布設工事結果

植松秀雄 ; 広岡明 ; 中浜博 ; 杉谷叡彦 55～63

高速模写伝送回線における群遅延ひずみの等化－－－
SGF 形超群群遅延特化装置及び SGD 形超群通過沪
波装置の概要

青柳勝 ; 高橋勇 64～71

改良された PB信号試験装置 家城明 ; 館山栄蔵 72～78

新しい無線呼出装置 高村充 ; 渡辺松彦 ; 島貫義太郎 ; 小山稔 79～89

真空管劣化による位相ジッタの発生 豊田貞夫 ; 千野豊照 90～96

C400形自動交換機の優先選択に関係する工法につい
ての一試み

久保田信義 97～104

技術のはなし 災害対策用機器について（その 3） 大房三夫 ; 千葉孝吉 105～114

施設人のための事業知識 (159) 工事担任者制度 和田日出男 122～123

ヒューム管内管布設工法 若松孝師 115～121

ニュースフラッシュ 124～126

海外短信 127～127

次号目次 10月号掲載予定 128～128

海外連絡室ニュース 129～131
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＜論説＞点から線へ 線から網へ 山本孝 8～9

国際通話の動向 小泉洋次 ; 清水博一 ; 大竹亨 10～20

電気通信研究所における最近の活動状況－－－光ファイ
バ伝送方式の研究実用化を中心として

荒谷孝夫 21～29

DEMOS-E のライブラリプログラムについて（その
1）

山口欣二 ; 内藤晶一 ; 宮崎聖蔵 ; 栗本恵一 30～37

資材調達管理システムの改善について 住谷永夫 ; 根元義夫 ; 石原毅 ; 関口義守 38～44

情報処理装置における故障診断技術の動向 塩月安朗 ; 永吉弘一 45～51

審査からみた自営設備の動向 原田照男 ; 篠崎一也 ; 高井啓 52～57

電圧変換直流供給方式用電源装置 −150V給電による
新しい直流供給方式－

桑島謙二 ; 岡田良一 58～63

改良された PCM・短搬形伝送路切替装置 水井元春 ; 稲村美一郎 ; 原田充信 64～72

小形・軽量化された交換用送受器 大木芳造 ; 宇垣雅秋 73～80

ハイレベルデータリンク制御手順（その 2） 今西紀男 ; 側見稔 ; 宇治則孝 81～92

大容量伝送方式のための新しい応急同軸ケーブルの開
発

高島征二 ; 上野谷拓也 ; 東海三 93～98

技術のはなし 災害対策用機器について（その 4）－線
路宅内関係－

四方康夫 ; 喜岡清一 ; 滝内輝夫 99～105

技術のはなし LSI（その 1） 片岡啓介 107～111

施設人のための事業知識 (160) 電気通信設備の受託工
事

川畑忠義 114～115

新工法シリーズ D10形磁気ドラム装置の増設工法 横野義和 ; 西川重太郎 112～113

次号目次 11月号掲載予定 106～106

海外短信 116～116

海外連絡室ニュース 117～119

読書案内 データ通信の基礎知識 市川勉 121～
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＜論説＞再利用技術 深瀬鋭次郎 8～9

とう道建設技術の動向 松本哲男 10～17

ディジタル電話交換技術の動向 石井孝 ; 高木慶三 18～27

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 桑原守二 ; 石川宏 ; 片桐清志 28～37

固体電子化マイクロ波無線装置の信頼度調査について 森永範興 ; 安村章 ; 西田隆良 ; 福田倚治 38～50

DEMOS-E のライブラリプログラムについて（その
2）

石割浩司 ; 小泉文夫 ; 川隅誠一 ; 片瀬深夫 ; 豊
島直樹

51～60

電話網加入者線の実態 横田悦男 ; 堀尾忠親 ; 八木一成 62～68

DAT(PCM-FDM)方式のビット誤り長期測定結果 桜井伸篤 ; 広田一身 ; 小野伸治 69～74

DIPS-11の故障診断システム 鈴木弘道 ; 中村孝 75～82

中継ケーブル最終試験装置 森健二 ; 中嶋龍史 83～90

改善されたマイクロ波回線置局設計法（その 1）－置
局設計計算手法の改善－

大井哲雄 91～98

技術のはなし LSI（その 2） 片岡啓介 99～103

施設人のための事業知識 (161) 国際電気通信連合
(ITU)

吉原正大 108～111

新工法シリーズ 電圧変換直流供給方式用電源装置建
設工法

鹿田慎作 104～107

次号目次 12月号掲載予定 61～61

ニュースフラッシュ 112～115

海外連絡室ニュース 116～119

海外短信 120～120

読書案内 匠師の心点 白根禮吉 121～121

347



Vol.29 No.12　
日本電信電話公社施設局編集　

〈論説〉建築と維持保全 小野哲男 8～9

通信機器室の新しい防火設備 松田翔 10～15

建築基準法の改正と局舎建築 栃本邦夫 ; 澤利夫 16～18

局舎保全の現状と今後の課題 大園泰造 19～25

最近における局舎構造設計の動向 杉本米夫 ; 布谷竜司 26～31

広島第二市外局 宝木冨士夫 32～35

東日本レクリエーションセンター 福島秀雄 36～38

施設局舎等空調装置設計指針の改正について 青川清治 ; 宮崎勝盛 39～43

諸外国における共通線信号方式の動向 式場英 ; 石井孝 44～51

伝送装置の保全状況 江島巳治 ; 黒岩七生 ; 山本勇雄 52～61

公社柱への線条添加について－－－有線音楽放送線添架
の現状と問題点

幸久司 62～67

C82形自動交換機の改良 板山勝奉 ; 永井明 68～74

とう道換気口からの雨水流入防止装置 斎藤忠美 ; 空良明 ; 坪内淳司 ; 豊川一男 75～83

立坑への高強度材料鉄筋コンクリートの適用について 田中軍治 ; 会田暁生 ; 境賢治 84～90

改善されたマイクロ波回線置局設計法（その 2）－置
局設計の機械計算システム－

大井哲雄 ; 中目昭男 91～97

新手動台方式（その 1） 石橋好二 ; 小野隆夫 ; 児玉雅俊 98～105

施設人のための事業知識 (162) 加入電話の移転 岡健一 110～112

新工法シリーズ 市内 CCP-CSケーブルの建設工法 熊沢幹二 106～107

案内 ポスター・標語募集 厚生局 109～109
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年頭にあたって 秋草篤二 8～11

＜論説＞これからの電気通信網の発展 小口文一 12～13
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富禮治郎 ; 山口開生 ; 加藤秀夫 ; 小原明 ; 小野
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14～37
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平岡比与志 ; 飯田八起 ; 青木武司 ; 佐藤仁彦 ;
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38～61

加入者線路網の変遷と将来展望 貝淵俊二 62～74

相銀九州データ通信システムの概要 佐藤高明 75～84

消防法の改正と電力設備設計 吉澤務 ; 新里敦夫 ; 船橋義雄 86～94
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置の同期化

副島俊雄 ; 田崎公郎 95～101

建造物用ケーブル引留金物 上野至大 ; 丸田守成 ; 池田之彦 ; 堀田豊 102～108

PCM-400M方式の商用試験結果について 江尻正義 ; 八木剛 ; 原田充信 109～120

新銀行用データ宅内装置の業務処理プログラム開発 佐藤高明 ; 末松堅治 ; 山田勝幸 121～133

新しい TZ-68形可搬無線機 渡辺松彦 ; 樫田和夫 ; 青柳勝 ; 高橋勇 134～142

新手動台方式（その 2） 石橋好二 ; 小野隆夫 ; 児玉雅俊 143～151
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案内 モニター募集 171～
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＜論説＞新しい時代に向かう無線 田中潤一 8～9

大規模移動通信時代の幕あけ 室谷正芳 10～16

移動通信網構成について 三原種昭 17～24

新しい移動通信技術の動向 高村充 25～35

移動通信交換技術の動向 横倉章 36～46

移動通信方式の置局設計 西野孝平 ; 清水直 47～56

移動通信方式の保守について 広川三雄 57～70

異常ふくそうに対するトラヒックの制御 高木慶三 ; 堤茂樹 71～80

最近における異常障害の発生状況及び今後の対策につ
いて

澁谷多喜夫 ; 山口宏二 81～90

ナイジェリア事情並びにその電気通信計画について 本郷璞 ; 伊藤敏雄 91～101

日本電信電話公社二十五年史から（その 1） 平岡比与志 102～118

業務用自動ダイヤルアナウンス制御装置－－－自動化さ
れた料金督促業務

大木芳造 ; 羽石数美 ; 谷井良臣 ; 平川軍平 119～125

改良された市外 PEF ケーブル－－－市外 PEF-LAP

ケーブルと「GSテープ法」による外被接続工法
石原広司 ; 小園文典 126～132

DIPSデータベース管理システムの概要 土井喜一 ; 増井慶吉 133～142

2GHz帯小容量無線 PCM方式－－－ 2S-P3方式 山崎文昭 ; 橋本明 ; 松田成就 143～149

ディジタルデータ伝送方式（その 1） 沖見勝也 ; 白川英俊 ; 中浜博 150～159

技術のはなし ネットワーク・アーキテクチャとプロ
トコル

板倉征男 161～168

施設人のための事業知識 (164) 弁償責任検定 谷口秀俊 170～172

新工法シリーズ 高層ビルへの同軸ケーブル垂直布設
工法

佐久間雄一 ; 鶴見茂 ; 秋山秀雄 173～176

次号目次 3月号掲載予定 160～160

案内 モニター募集 169～169

海外連絡室ニュース 177～178

海外短信 179～180

読書案内 技術開発への道 前田光治 181～
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〈論説〉データ通信サービスの展望 輿寛次郎 8～9

公社データ通信サービスの現状と課題 鈴木正和 10～20

情報処理技術の動向 伊藤宏 21～28

ソフトウェア技術の動向 島崎恭一 29～39

変貌するデータ宅内技術 星野孔昭 40～47

ディジタルデータ交換網を利用するデータ通信システ
ムの新しい課題

高月敏晴 48～54

社内システムの現状と展望 飯田勝二 55～58

衛星通信地球局の概要－－－実験用中容量静止通信衛星
を用いた実験の開始にあたって

石田則明 ; 更田博昭 ; 岡島徹 59～70

ITU 専門家としてアラブ地域電子交換コースを実施
して

星元雄 71～76

第 7回現場管理者海外派遣研修報告－－－アメリカの電
話会社を訪ねて

石井義晃 ; 友澤克実 ; 西村奘任 ; 山内浩 ; 河本
明

77～87

日本電信電話公社二十五年史から（その 2）－建築－ 猪瀬善文 88～100

日本電信電話公社二十五年史から（その 2）－データ
通信－

長谷川寿彦 101～112

低騒音マンホール撤去工法の開発 安延信一 ; 福田和宏 ; 河村浩二 113～118

DT-4831 形制御装置を利用した銀行用データ宅内装
置の概要

長澤一真 ; 大園康 ; 菊田道夫 ; 安広徹 119～128

DIPS 通信制御ソフトウェア－－－ HDLC の高位レベ
ルプロトコル

大庭弘太郎 ; 吉武静雄 ; 武藤茂 129～137

ディジタルデータ伝送方式（その 2） 沖見勝也 ; 白川英俊 ; 鷲山幾男 138～145

新しい受配電システム 庄本稔 ; 土方博 ; 山田敢司 ; 村井喬 ; 小山雄悟 146～156

技術のはなし 移動通信における選択呼出し制御技術
（その 1）

高村充 158～163

施設人のための事業知識 (165) 電話料金計算のしくみ 近藤九平 164～165

新工法シリーズ D10 形自動交換機用高速中央処理系
装置の建設工法

横野義和 ; 坂口隆彦 166～169

次号目次 4月号掲載予定 157～157

ニュースフラッシュ 170～173

海外連絡室ニュース 174～175

351



Vol.30 No.4　
日本電信電話公社施設局編集　

352



Vol.30 No.5　
日本電信電話公社施設局編集　

＜論説＞これからの資材業務 小原明 8～9

資材業務の現状と今後の動向 西村通男 ; 真竹芳樹 10～15

公社における自動倉庫の現況 池田勉 ; 星野省 16～25

需給均衡時代の資材供給システム－－－米国W.E.社を
調査して

土屋治昭 26～34

600系列電話機の改良 堀場信雄 ; 苗村明 ; 山上功 ; 倉島渡 35～40

財団法人 海外通信・放送コンサルティング協力
(JTEC)の発足

山縣保 41～47

海外協力活動－－－ペルー運輸通信省に勤務して 嶋村正三郎 48～53

第 7回現場管理者海外派遣研修報告－－－ヨーロッパの
現場機関を訪ねて

小野寺泰彦 ; 丸山宗一 ; 夏井坂盛人 ; 鈴木正一
; 台木基博 ; 内田志朗

54～63

DRESS利用者システム設計の標準化について 岩山政敏 ; 佐藤博美 64～70

日本電信電話公社二十五年史から（その 4）－資材－ 池田勉 71～79

日本電信電話公社二十五年史から（その 4）－海外協
力－

岡田秀夫 80～85

混成 IC化した PB・MF信号受信器 内山鈴夫 ; 佐藤順 86～92

20GHz帯無線 PCM方式の商用試験結果について 山崎文昭 ; 向井正 ; 岩本真 94～103

とう道工事におけるコンクリートセグメントの使用に
ついて

垂水國博 ; 山田俊介 ; 今中利信 104～108

宅内引込かん工法 大西靖夫 ; 高橋俊英 ; 八木東一 ; 白髭博司 109～114

ディジタルデータ交換網を構成する諸装置（回線交
換）

曽根信義 ; 城崎龍太郎 ; 前島紘 115～124

形式変更に伴う電子交換機への加入者収容替を終えて 深海健三 125～128

技術のはなし 移動通信における選択呼出し制御技術
（その 3）

横倉章 129～136

施設人のための事業知識 (167) 米国における電話帳業
務

久米順平 138～140

新工法シリーズ 掘さく坑内ガス管の漏えいガス監視
工法

中田忍 ; 阿南修平 141～143

次号目次 6月号掲載予定 93～93

ニュースフラッシュ 144～145

海外連絡室ニュース 146～147

「施設」編集モニターの選考発表 「施設」編集部 137～137
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＜論説＞電信電話拡充・改良第 6 次 5 カ年計画のス
タートラインに立って

山口開生 8～9

昭和 53年度施設計画の概要 千葉正人 10～14

質的発展を目指した交換・宅内設計 高橋徹 15～18

ディジタル伝送路網へのアプローチ 佐々木邁 19～21

ディジタル化時代を迎えた電信設計と審査業務 原田照男 22～24

需給均衡維持と社会の変化に対応する線路設計 徳永雅 25～28

多様化するニーズに応える無線設計 西野孝平 29～31

設備の維持向上と改良のための電力設計 東濃勇 32～35

通信網の質的充実と信頼性の向上 小泉洋次 36～38

航空路レーダ情報処理システムの完成と今後の機能追
加について

澁谷多喜夫 ; 大江一郎 ; 安川克彦 39～53

顧客サービスデータ通信システムの概要 浅井治雄 ; 杉原寛 54～63

海外協力活動－－－世界銀行に勤務して 横井満 64～73

閉番号域の拡大について 花俣純吉 ; 伊香恒夫 ; 米田信之 ; 富安良美 74～81

日本電信電話公社二十五年史から（その 5）－施設・
建設－

千葉正人 ; 横田剛 82～97

C45形交換機への不在案内機能付与 水野忠 ; 小川英一 ; 針木篤 98～102

機能向上された主群切替装置（MG-B形 SW） 川上正幾 ; 佐藤登 ; 森田耕司 104～113

市内 CCPケーブル等の経年的な特性調査とその対策 横田悦男 ; 田嶋惣作 ; 大谷透 114～119

JS105オペレーティング・システムの概要 神山秋史 ; 松田嘉博 ; 石田勘太郎 ; 柏尾敬秀 120～129

ディジタル交換網を構成する諸装置（パケット交換） 水沢純一 ; 高島洋一 ; 小野喜世彦 130～139

投稿 自然の猛威「無残なつめ跡」－－－沖之永良部台風
（台風 9号）

横山公男 ; 藤宮幸人 140～144

施設人のための事業知識 (168) 固定資産と減価償却 久信田恵治 145～147

新工法シリーズ ケーブル移動防止金物の取付 佐久間雄一 ; 溝口広見 148～151

第 15回「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 152～155

次号目次 7月号掲載予定 103～103

ニュースフラッシュ 156～159

海外連絡室ニュース 160～161
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〈論説〉ファクシミリの大衆化を目指して 前田光治 8～9

第 51回電気通信技術委員会の審議から 桑原守二 ; 大橋純 10～24

昭和 53年度技術調査研究実用化計画の概要 栩木浩司 ; 下野譲 ; 水野谷大之信 ; 樋口秀昭 25～35

昭和 53年度建設技術開発計画の概要 国枝正弘 ; 夢藤昌彦 36～39

新しい電話伝送基準 船井一美 ; 堀尾忠親 40～47

異常障害の新しい管理方法 宮脇陞 ; 松村繁男 ; 篠原昭 48～56

海外協力活動－－－タイ・モンクット王工科大学のコン
ピュータ教育について

伊藤悠治 57～63

官庁会計事務データ通信システムの概要 大滝寿朗 ; 山川秀次 ; 日下達夫 ; 北村統一 64～72

衛星通信方式の技術動向 宮内一洋 ; 三好徹 73～78

日本電信電話公社二十五年史から（その 6）－技術開
発－

桑原守二 ; 松前一義 79～95

ディジタル伝送によるステレオ放送中継方式 岡村敏光 ; 三浦秀利 96～102

ディジタルデータ網用のディジタル 1次群伝送路切替
装置

小野伸治 ; 稲村美一郎 ; 原田充信 103～108

改良されたアナウンスマシン 家城明 ; 田中敏夫 109～113

セメントコンクリート製の L形ブロックマンホール 伊藤芳文 ; 鶴田秀典 ; 会田暁生 114～119

地下ケーブル撤去機 林文雄 ; 北川誠 ; 井上洋一 ; 鈴木修一 120～125

施設人のための事業知識 (169) 電電公社予算のしくみ 近藤勝也 126～127

新工法シリーズ D50形自動交換機建設工法 細谷輝夫 ; 涌井仁志 129～134

次号目次 8月号掲載予定 128～128

読書案内 データ交換の基礎知識 高橋徹 135～135

海外連絡室ニュース 136～137
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＜論説＞第 2世紀を迎えた検査業務 菊地信一郎 8～9

電力技術の動向 平野允 10～15

今後の電力設備設計 東濃勇 16～20

最近における電力施工技術の動向 岡島三郎 21～25

電力保全の成果と課題 向井暉二 26～31

座談会－これからの電力を語る 田川啓次郎 ; 平野允 ; 東濃勇 ; 岡島三郎 ; 向井
暉二 ; 大川五雄 ; 五嶋久寿 ; 武藤進 ; 樋口直輝
; 名倉宗儀 ; 尼崎伝

32～43

昭和 53年度施設用物品調達計画 西村通男 ; 真竹芳樹 44～48

昭和 52年度検査実施状況 池上藤雄 ; 黒田実 49～55

昭和 52年度技術調査研究実用化計画の成果概要 加藤裕 ; 紅林芳夫 ; 原田哲夫 56～72

昭和 52年度における武蔵野電気通信研究所技術協力
部の活動

坪谷一郎 73～82

昭和 52年度建設技術開発計画の成果概要 国枝正弘 ; 夢藤昌彦 83～90

ハードウェアモニタによるデータ通信システムの性能
評価について

春田和男 ; 市川貞雄 ; 河島敏明 91～100

国際会議動向－－－ CCITT第Ⅶ研究委員会（公衆デー
タ網）の活動状況 4月会合の活動状況を中心として

加藤満左夫 ; 長澤東四郎 ; 富田修二 ; 中村稔 101～109

D10形 LS交換機の TLS化 五味十四昭 ; 堂前雅夫 ; 阿部薫 110～117

新しい住宅用電話装置 牧野正男 ; 小川正気 ; 菅谷喜智 118～124

屋外線中間引留具 赤星敦 ; 鬼束陽昭 ; 山田博義 ; 堀辺豊 125～129

高規格化された 11GHz帯短距離無線方式 片山修二 ; 森廣 130～135

静止形化された伝送用交流電源装置 塩見栄次郎 ; 山井浩二 137～142

技術のはなし アナログフィルタ技術 篠原進 143～148

施設人のための事業知識 (170) 衛生管理者 影山和秀 149～150

新工法シリーズ 床及び壁貫通部の耐火建設 吉田政弘 ; 吉田七郎 ; 井手孝久 151～157

次号目次 9月号掲載予定 136～136

ニュースフラッシュ 158～162

海外連絡室ニュース 163～165
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＜論説＞海外技術協力の進展に想う 山縣保 8～9

第ⅩⅣ回 CCIR京都総会概要 岡部恒雄 10～17

CCIRにおける研究活動の動向 室谷正芳 18～25

ディジタルデータ交換網とインタフェース条件 高月敏晴 ; 石川宏 ; 長澤東四郎 26～35

審査からみた自営設備の動向 原田照男 ; 但馬昭 ; 高井啓 36～41

昭和 52年度の保全成果 宮脇陞 ; 松村繁男 ; 石榑宣大 42～52

回線雑音の実態とその評価 川淵和彦 ; 菊池万範 53～58

改良された CS-10M方式 青柳勝 ; 植松秀雄 ; 成宮憲一 ; 小倉春雄 60～66

屋内線接続スリーブ 森健二 ; 中村育夫 67～70

新しい小容量自動式構内交換装置 (CP10PABX) 江坂英紀 ; 七尾和彦 ; 村上満雄 71～79

AM-101形テレビ回線モニタ 渡辺健 ; 安村章 ; 谷川敏男 ; 村上忠生 80～88

限定圧気式シールド工法 (S-102) 三輪充彦 ; 山田敏夫 ; 石田和夫 89～98

DEMOS-Eの機能拡充（その 1） 斎藤豊 ; 垣原正紀 ; 中村英一 ; 岩下安男 99～107

同軸ケーブルの季節移動 鎌田茂喜 108～114

搬送施設集中監視制御装置 (CSV) による SG AGC

の遠隔制御について
加藤修 ; 冨宿英一 115～118

技術のはなし マイクロプロセッサ（その 1）－動作の
しくみとハードウェア技術の特徴－

鈴木弘道 119～125

施設人のための事業知識 (171) 物流コスト 北原論 126～128

新工法シリーズ 伝送用静止形交流電源装置建設工法 岡田久 ; 鹿田慎作 129～132

次号目次 10月号掲載予定 59～59

海外連絡室ニュース 133～135
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〈論説〉これからの海底線 関根敏雄 8～9

海底線業務の概要 和田元一 ; 山口智男 ; 原田茂 10～20

海底線技術の動向 高島秀行 ; 植松秀雄 ; 挾間規 21～30

新船建造計画のあらまし 桑原慎二郎 ; 相馬正七美 ; 西田勝 31～36

座談会／海底線部門の昔と今 和田元一 ; 山口智男 ; 土田清 ; 中島章 ; 野田善
一 ; 牛島城造 ; 中尾甚之助 ; 飯塚政弘 ; 宮田清
; 山村勇一 ; 神盛英夫 ; 大村勤 ; 山下昭孝 ; 徳
島力太郎

37～55

電気通信研究所における最近の活動状況－－－ LSI の
研究実用化を中心として

渡辺誠 56～64

電気通信における誘導問題 貝淵俊二 65～75

航空貨物通関情報処理システムの概要 小島喜八郎 ; 川崎淳 ; 鈴木国充 ; 村岸力 76～84

海外協力活動－－－サウジアラビアにおける建築技術協
力活動

白井和成 85～90

とう道換気装置の低騒音化 豊川一男 ; 倉谷光一 ; 井上和幸 91～96

新しい心線対照器－－－ 5号心線対照器 徳岡正章 ; 種野晴夫 ; 中嶋龍史 97～104

ITV-4M-E方式の概要 水井元春 ; 小倉春雄 ; 板東信博 105～113

DEMOS-Eの機能拡充（その 2） 久保富司 ; 中川泰雄 ; 小口貢 114～123

投稿 公衆電話機硬貨収納試験器の開発 郷右近啓介 124～126

技術のはなし マイクロプロセッサ（その 2）－そのソ
フトウェアと応用の動向－

鈴木弘道 127～135

施設人のため事業知識 (172) 資材の流通と倉庫 星野省 136～137

ニュースフラッシュ 139～139

会議もよう 140～142

次号目次 11月号掲載予定 138～138

海外連絡室ニュース 143～145
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＜論説＞画像通信の発展と光伝送技術 山内正彌 8～9

画像通信の現状と今後の課題 小林登 10～14

ファクシミリ通信の動向 秦英遠 ; 折井正好 ; 小林一雄 ; 稲田干樹 15～22

画像情報システムの動向 中島汎仁 ; 本間英夫 23～30

映像伝送サービス及びテレビ会議システムの現状と動
向

石川定美 ; 篠田康明 31～36

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 桑原守二 ; 大橋純 ; 山本勝己 37～48

郵政省為替貯金業務総合機械化システムの概要 大前義次 ; 奥田秀一 ; 富田英雄 ; 羽田正二 ; 田
中敏光

49～55

海外協力活動－－－中南米における農村電気通信の動向 吉永義雄 ; 都倉満 ; 胤森美延 ; 相原良光 ; 柏斉
二 ; 青木繁次

56～63

新データ網サービスの技術基準 原田照男 ; 辻昭 64～71

DIPS通信制御処理装置用ソフトウェア 吉武静雄 ; 稲田英雄 ; 池口政四郎 ; 音成英明 72～80

コアメモリ装置の転用を伴う ICメモリ装置増設方式
の概要

奥田裕朗 ; 船木敏郎 82～92

DCNAの概要（その 1）－第 1版について－ 板倉征男 ; 側見稔 ; 竹内一正 ; 藤本宗一 93～103

改良されたとう道内防水壁 高山進三郎 ; 沼生光雄 ; 瀧ケ崎正 ; 福鹿実 104～111

工事用発電機の防音カバー 寺内賢一 ; 高橋俊英 ; 岡部道彦 112～117

高密度実装通話路変換装置－ VR-2形 CHTR 青柳勝 ; 佐藤登 ; 福井由郎 118～124

土石流と豪雨禍と－－－ 5.18 妙高高原地すべり災害－－
－ 6.26梅雨前線豪雨災害

浅岡満 ; 石田武治 ; 弦巻信雄 125～132

部品劣化に起因する電源装置の障害について 水谷義明 ; 犬飼常雄 133～136

技術のはなし 最近の電力変換技術－－－インバータと
コンバータの技術

斎藤礼一 137～142

施設人のための事業知識 (173) 企業イメージ 黒田哲也 143～145

新工法シリーズ 撮影用移動装置の建設工法 新添洋 ; 今川稔 146～150

ニュースフラッシュ 151～153

次号目次 12月号掲載予定 81～81

海外連絡室ニュース 154～155
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＜論説＞建築と防災 小野哲男 8～9

局舎の防災計画 松本文郎 10～13

局舎の耐震設計－－－発展の足どりと今後の課題 杉本米夫 14～18

これからの局舎防火対策 喜多幸次郎 19～24

局舎防火設備の概要とその強化整備 高田一 ; 宮崎勝盛 25～32

地域大火に際しての防火対策の教訓 大園泰造 33～36

増築工事における防災対策 石井武則 37～41

樽前・石崎コンクリートタワー 望月一郎 42～47

道伯無線鉄塔 荒井健二 48～52

現代社会におけるコンピュータと電気通信 北原安定 53～56

ICCC-78の開催をめぐって 岡部恒雄 ; 安藤元紀 ; 種田彬 57～62

ICCC-78にみるコンピュータ通信の動向 加藤満左夫 ; 高月敏晴 ; 隈元崟夫 ; 吉田裕 63～69

データ伝送技術の展望 橋爪敏二 70～74

電話局等における停電状況と保全の対応 向井暉二 ; 片山強 ; 山中敬史 75～86

C23形可搬形交換機へのプッシュホン機能付与 水野忠 ; 土肥幹夫 87～91

JS 104-01オペレーティング・システムの概要 香村求 ; 花沢満 ; 越智進 92～101

DCNAの概要（その 2）－第 1版について－ 板倉征男 ; 側見稔 ; 竹内一正 ; 藤本宗一 102～110

同軸ケーブル Aガス連続供給 (AGAS-C)方式 森健二 ; 喜岡清一 ; 寺西繁夫 112～119

カラーテレビジョン信号用のフレーム間符号化装置
（その 1）

水井元春 ; 稲村美一郎 120～127

投稿 転落防止装置を用いた安全対策 植松晴男 ; 堀勝 ; 米沢栄一 ; 吉新節男 128～134

施設人のための事業知識 (174) 公衆電話の設置標準 恩田勝己 135～137

VR-2形通話路変換装置建設工法 溝口寿々武 ; 大場洋一 138～142

会議もよう 143～
145,146

～148

次号目次 1月号掲載予定 111～111

海外連絡室ニュース 149～151
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年頭にあたって 秋草篤二 8～11

規制と競争 北原安定 12～15

通信網のディジタル化の意義 小口文一 16～17

光ファイバ通信特集 橋爪敏二 ; 貝渕俊二 18～66

電子交換機ソフトウェアの維持管理 松尾勇二 ; 五味十四昭 67～72

ドキュメント作成システムの概要 北郷猛 73～83

電子化が進む公衆データ通信サービス用データ宅内装
置

松井嘉正 84～92

電話の使用と受話器外しについて 本郷千里 ; 中島一 93～102

国際会議動向 交換技術に関する CCITTの活動状況 松尾勇二 ; 加納貞彦 ; 丸山勝己 103～109

改良された地気線カバ 高山進三郎 ; 谷口三郎 ; 飯室秀憲 ; 寺西繁夫 110～114

電線離隔距離測定尺 寺内賢一 ; 杉谷叡彦 ; 鈴木等 115～118

新しい受配電系制御装置－－－安全で能率的な設備点検
を目指して

米岡泰 ; 池辺裕昭 119～124

本仕化された DAT-2C方式 岡村敏光 ; 三浦秀利 126～131

改良された DIPS-11本体装置 鈴木弘道 ; 近藤清磨 ; 平山尚文 132～143

カラーテレビジョン信号用のフレーム間符号化装置
（その 2）

水井元春 ; 稲村美一郎 144～151

架空送電線誘導予測計算の簡素化についての一考察 横須賀宏輔 ; 田口昌夫 152～159

技術のはなし ディジタル伝送技術（その 1） 田崎公郎 160～164

施設人のための事業知識 (175) 加入電話の譲渡と承継 清水巳三太 165～166

新工法シリーズ 騒音振動の防止工法 渋谷重信 ; 本多広二 167～170

施設編集モニターから 171～174

次号目次 2月号掲載予定 125～125

海外連絡室ニュース 175～177
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〈論説〉新しい時代の建設を目指して 高橋敏朗 8～9

建設工事の現状と今後の課題 横田剛 10～13

高信頼性と安全に対応した線路施工技術 目黒梧朗 14～18

多様化,高度化する機械・宅内施工技術 武内宏允 19～23

技術の複合化に対応する施工技術－－－伝送, 無線, 電
信・データ,電力

岡島三郎 24～28

これからの通信土木工事－－－とう道工事を中心として 西野博 29～35

新しい展開を目指す通信網建設工事 三浦洋三 36～39

通信設備の災害対策 岡本高則 ; 牧野詔一 ; 安倍幸夫 40～51

最近の地震被害とその応急復旧について 岡本高則 ; 片寄昇 ; 木村晴雄 ; 佐藤博司 52～63

最近におけるデータ通信システム保全の動向 小野秋一 ; 石田耕 ; 阿部英雄 ; 西村雅寛 64～70

海外協力活動－－－メキシコにおける第三国研修に協力
して

吉永義雄 ; 板橋邦夫 ; 嶺仁 71～80

改良形時間パルス供給装置 板山勝奉 ; 伊東則昭 81～86

改良された加入者線伝送方式 小野伸治 ; 石川俊行 ; 平池均 88～94

ドキュメント作成システムで開発したソフトウェア 平本盛徳 ; 鈴木隆司 ; 西村信毅 ; 宮地英彦 96～104

レジンコンクリート製の L形マンホール 豊川一男 ; 堀辺豊 ; 河野貞男 105～109

自動化された内航船舶電話方式 菊池敬昭 ; 辻村清行 110～117

技術のはなし ディジタル伝送技術（その 2） 田崎公郎 118～124

施設人のための事業知識 (176) 有線音楽放送事業 幸久司 ; 小澤春雄 128～129

新工法シリーズ 改良張線工法について 矢島和夫 ; 津田博徳 125～127

会議もよう 130～134

次号目次 3月号掲載予定 87～87

質問箱 95～95

海外連絡室ニュース 135～139
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〈論説〉データ通信サービスの展望 輿寛次郎 8～9

公社データ通信サービスの現状と課題 鈴木正和 10～22

総合化された運輸省自動車登録・検査システム 柳文治 ; 中川良長 ; 長田正造 23～34

新全国銀行データ通信システム 吉野好展 ; 井上正宏 ; 福林隆 ; 藤田吉之 35～42

ディジタル同期端局方式の現状と課題 堀口孝雄 ; 沖見勝也 43～50

国際会議動向 世界無線通信主管庁会議（WARC-79）
のための CCIR特別準備会議（SPM）の報告

室谷正芳 51～57

地下連続壁工法におけるコンクリート強度特性 福田和宏 ; 塚原彰 ; 小林芳雄 58～64

2GHz 帯ディジタル無線方式ダイバーシチ装置－－－
2S-P3方式 SD装置

山崎文昭 ; 岩本真 ; 山崎吉晴 65～71

経済化されたディスプレイ装置 里見一誠 ; 重木昭信 ; 斎藤幹雄 ; 牧野兼明 72～83

改良された市内クロスバ用自動集中試験装置 家城明 ; 田中敏夫 84～91

市外 PEF-Pケーブル整理品のガスチェック施策につ
いて

井上和彦 ; 津吉貞次郎 ; 池内高行 92～96

技術のはなし 網構成技術（その 1） 三原種昭 97～103

施設人のための事業知識 (177) 業務災害補償 川口寿男 105～106

新工法シリーズ トラヒック制御方式の建設工法 新添洋 ; 内田雅俊 ; 古田昇 107～111

次号目次 4月号掲載予定 104～104

海外連絡室ニュース 112～113
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〈論説〉電話の全国自動化達成の意義と今後の課題 北原安定 8～9

座談会 全国自動改式を終えて－－－歴代計画局長その
背景を語る

小島哲 ; 佐々木卓夫 ; 伊藤誠 ; 宮崎政義 ; 井上
俊雄 ; 浦川親直 ; 清水通隆 ; 輿寛次郎 ; 福富禮
治郎

10～25

マイクロ波アナログ無線方式の技術動向－－－大容量化
の歩み

室谷正芳 26～34

画像伝送技術の動向 川上大三 35～44

PCM-24方式の保全状況 川上正幾 ; 黒岩七生 ; 斎藤輝雄 45～54

パラグァイ・コンサルタント業務に従事して 庄司正志 ; 橋口幸生 55～62

第 8回現場管理者海外派遣研修報告－－－ヨーロッパの
現場機関を訪ねて

山内満 ; 水野富夫 ; 詠郁夫 ; 山本竹司 ; 大上精
美 ; 工藤岐平

63～70

アナログ・ディジタル混在実装可能な新しい同軸用は
ん用きょう体－－－同軸用 3形はん用きょう体

水井元春 ; 高島征二 ; 小山忠男 ; 板東信博 71～79

改良された接続端子かん端子防護キャップ 横田悦男 ; 嶋野忠雄 ; 高江州文雄 80～85

とう道内換気設備の新しい設計方法 中村輝夫 ; 森山茂 ; 木佐人典 87～92

救急医療業務用情報送出装置 里見一誠 ; 重木昭信 ; 斎藤幹雄 ; 牧野兼明 93～99

拡声電話機－－－送受器を持たずに通話できる「スピー
カホン」

大木芳造 ; 羽石数美 ; 加藤邦紘 100～107

異常ふくそう対策用のトラヒック制御装置（その 1）－
加入者ふくそう制御－

堤茂樹 ; 三宅義康 ; 針木篤 ; 藍場達男 108～116

技術のはなし 網構成技術（その 2） 三原種昭 117～127

施設人のための事業知識 (178) 仮処分 川口寿男 128～129

新工法シリーズ 限定圧気式シールド工法 若松孝師 ; 近藤礼之 130～135

質問箱 136～
136,137
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トピックス 138～
138,139
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海外連絡室ニュース 141～143
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〈論説〉これからの宅内技術の展開 長田武彦 8～9

事業所電話技術の動向 友重澄雄 ; 加藤隆 10～14

事業所用電話サービスの拡充を目指す構内交換施設設
計

上田裕 15～22

設置環境に適合する建設工法 武内宏允 23～27

事業所電話技術の進展と顧客ニーズに即応する保全業
務

竹原凞 ; 稲益三夫 28～35

座談会－－－事業所電話サービスの変遷と今後の展望 丹野武宣 ; 友重澄雄 ; 江坂英紀 ; 上田裕 ; 竹原
凞 ; 稲益三夫 ; 武内宏允 ; 戸田秀明 ; 加藤隆 ;

土方昭治 ; 高橋勝見 ; 細川恭三

36～47

電子交換機の進歩 高橋徹 ; 松尾勇二 ; 中村紀典 48～61

共同利用型病院情報システム－－－医療業務の EDPS

化
加来億一 ; 川野辺一清 ; 佐々木修三 ; 吉田達明
; 高崎雄三

62～70

海外協力活動 フィリピン・ルソン島北部電気通信網
建設計画調査団に参加して

杉山安一 ; 安藤三春 ; 鈴木靖男 71～85

投稿 プリンタ組立調整用試験器の考案 新井昭二 ; 津守茂夫 ; 石田護 ; 折戸三也 86～88

市内中継交換機能の拡大を図った D10形自動交換機 五味十四昭 ; 堂前雅夫 ; 村松春彦 89～94

改良されたマンホール鉄蓋 中野雅弘 ; 倉谷光一 96～101

携帯形のキーボードプリンタ 池田泰久 ; 石黒義昭 ; 岩永憲明 102～107

ディジタルデータ伝送方式の商用試験結果 岡村敏光 ; 中浜博 ; 鷲山幾男 ; 成宮憲一 108～119

異常ふくそう対策用のトラヒック制御装置（その 2）－
地域ふくそう制御－

榊原一郎 ; 大西正克 ; 伊東則昭 ; 藍場達男 120～127

技術のはなし 誘導と漏話（その 1）－誘導妨害とその
対策

吉本孝光 128～133

施設人のための事業知識 (179) 専用サービス 杉森雄二郎 134～138

新工法シリーズ 搬送機械室における基礎工法の改定 溝口寿々武 ; 竹内光人 139～143

海外連絡室ニュース 144～146

海外短信 147～147

次号目次 6月号掲載予定論文 95～95

「施設」各委員会委員 148～150
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〈論説〉柳の下にどじょうはいない 山口開生 8～9

昭和 54年度施設計画の概要 千葉正人 10～15

質的充実に向けてのきめ細かな交換・宅内設計 上田裕 16～19
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自動車電話方式の建設工事について 青木武司 ; 十一家洋一 37～44

自動車電話方式の保全 今村耕一 ; 竹原凞 45～52

データテレホンとその利用システム 寺井正明 ; 水芦一哲 ; 吉岡正紀 ; 松井嘉正 ; 宮
内宰治

53～62

通信網のディジタル化と伝送路網保守技術の動向 堀口孝雄 ; 冨田邦明 ; 小野伸治 63～70

電気通信自主技術開発史（線路編）について（その 2） 戸塚昌男 71～79

海外協力活動 ケニヤ郵電公社の技術協力に従事して 前田勲治 80～93

新しい管路とマンホールとの接続工法 中野雅弘 ; 鶴田秀典 ; 倉谷光一 ; 松本敏和 94～100

プログラマブルデータ宅内装置における効率的な業務
処理プログラムの開発方法

溝部悦夫 ; 北野雅弘 ; 山本学 101～106

自動車電話方式を構成する技術（その 1） 大井哲雄 ; 武内正史 ; 菊池敬昭 ; 小山稔 107～117

技術のはなし 電子交換機を構成する技術（その 4） 佐藤隆昭 118～124

施設人のための事業知識 (187) 公的年金制度 川口寿男 125～126

新工法シリーズ ゲーブルリング撤去機によるケーブ
ルリング撤去工法

佐藤慎 ; 長谷川優 127～132

海外連絡室ニュース 133～134

海外短信 136～136

編集モニター募集 137～138

次号目次 2月号掲載予定論文 135～135

新製品の紹介 139～

373



Vol.32 No.2　
日本電信電話公社施設局編集　

〈論説〉これからの通研 高原靖 8～9

DIPS開発の経緯と展望 戸田巌 10～20

DIPSソフトウェア開発の動向 伊吹公夫 21～27

レジンコンクリートを用いた土木構造物の現状と今後
の動向

今村宏司 ; 中野雅弘 ; 辻和勝 28～32

通信用自立電源の現状と将来 陰山照男 ; 江口則男 33～40

電気通信網を支える技術基準の動向－－－伝送・接続・
安定基準

飯村治 ; 千本倖生 41～51

国際会議動向 CCITT 第ⅩⅣ研究委員会の京都会
合－－－ファクシミリ伝送及び装置に関する審議

小林一雄 ; 小林登 52～57

海外協力活動 パラグァイ電気通信学園での技術協力
に従事して

甲斐格 58～65

投稿 電話回線算出（TA内）システムの開発について
（対象業務コード JOB395）

野上昭彦 ; 田中達男 ; 宇津原昭 66～73

改良した押しボタンダイヤル信号受信器 内山鈴夫 ; 中村雅範 74～79

4号ボタン電話装置 小川正気 ; 吉沢謙作 80～91

改良された 9,600bit/s変復調装置 前島紘 ; 納外幸 ; 土井聡之 92～101

新しい管路点検器 杉山稔郎 ; 広瀬昇 ; 松繁幸平 103～107

大容量化された 6GHz帯可搬無線装置－－－新 TY-6P 橋本明 ; 木村康弘 ; 片山龍夫 108～115

自動車電話方式を構成する技術（その 2） 菊池敬昭 ; 小山稔 ; 木村茂 ; 児玉雅俊 116～130

ガス絶縁形特別高圧受電装置 武井務 ; 池辺裕昭 131～138

技術のはなし 電話機（その 1） 山上功 139～145

施設人のための事業知識 (188) 物品出納役・物品出納
員

行定良友 146～147

新工法シリーズ 加入ファクシミリ通信建設 田中一寿 ; 新添洋 ; 原田幸夫 ; 福永健二 148～153

海外連絡室ニュース 154～157

海外短信 158～159

次号目次 3月号掲載予定論文 102～102

会議もよう 160～162

ニュースフラッシュ 163～
163,164

～164,167～
編集モニター募集 165～166
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〈論説〉データ通信の役割 高橋敏朗 8～9

公社データ通信サービスの現状と課題 辻岡健 10～19

最近の周辺装置技術 信国弘毅 20～28

最近のデータ宅内技術 星野孔昭 29～39

JS形共通ソフトウェアの維持管理技術 島崎恭一 ; 金光秀夫 40～51

社会保険データ通信システムの概要 平位忠郎 ; 竹之内篤男 52～61

共同利用型医療情報システム－－－診療補助業務の
EDPS化

横山純一郎 ; 土屋浩一 ; 沖野隆一 ; 中田勲 ; 福
田昭

62～67

総合化された信用金庫協会データ通信システム 江口宏 ; 福林隆 ; 阿部保之 ; 石井久雄 68～77

CCITT第ⅩⅧ研究委員会（ディジタル網）の活動状
況

井上伸雄 ; 沖見勝也 ; 青山友紀 78～87

無線中継所の雷害対策 上池啓一 ; 吉沢務 ; 腕木治 ; 安村章 ; 尾形努 88～98

投稿 D10形自動交換機のソフト切替について 横浜都市管理部機械保全課 99～102

D30形自動交換機（その 1） 畑政成 ; 内山鈴夫 ; 松井国利 ; 広川雄二 ; 上野
晴夫

103～114

屋外用乾燥空気供給装置（AGAS-O方式） 山崎芳次 ; 星田三也 115～120

掘削土の再利用技術 進藤太美雄 ; 杉山稔郎 ; 吾郷一房 121～126

燃料電池式電源装置 江口則男 ; 小笠原政教 128～134

VF4800形模写電送機の概要－－－電話ファクス 10 今井恒雄 ; 滝沢芳春 135～142

技術のはなし 電話機（その 2） 寺井正明 143～152

施設人のための事業知識 (189) 消費者物価指数・卸売
物価指数

田中章二 153～155

新工法シリーズ同軸ケーブル切替工法 宮下裕治 156～159

海外連絡室ニュース 160～161

次号目次 4月号掲載予定論文 127～127

海外短信 162～164

ニュースフラッシュ 高橋清 165～
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〈論説〉1980年代の課題 北原安定 8～9

加入ファクシミリ通信システムについて 原島進 ; 秦英遠 ; 石井定美 ; 折井正好 ; 吉岡正
紀 ; 松尾勇二

10～19

キャプテン実験システムの概要 隈元崟夫 ; 川西俊治 20～28

画像応答システム (VRS)の概要 稲塚和郎 29～40

新しい加入者配線方式 貝淵俊二 ; 久保田俊昭 41～47

最近のアンテナ技術の動向 西野孝平 ; 石田則明 48～56

国際会議動向 世界無線通信主管庁会議 (WARC-79)

に出席して
木下隆介 ; 千代田昭 ; 松本慎二 ; 山崎文昭 57～69

海外協力活動 パキスタン電気通信研究センターの技
術協力に従事して

松木昭 ; 中田静馬 ; 佐藤忠政 ; 平松勝之 70～78

第 9回現場管理者海外派遣研修報告－－－ヨーロッパの
現場機関を訪ねて

大賀弘紀 ; 藤澤俊寿 ; 篠原樹男 ; 江利川米造 ;

大矢庄一郎 ; 前嶋武
79～86

D30形自動交換機（その 2） 畑政成 ; 内山鈴夫 ; 腕木治 ; 松井国利 ; 広川雄
二

87～93

統一された ITV-4M方式 高島元 ; 板東信博 94～104

市内 PECケーブル－－－カラーコード化された市内多
対ケーブル

德岡正章 ; 中嶋龍史 105～112

社会保険業務用データ宅内装置の概要 米野和則 ; 金子茂 ; 高橋幸一 ; 関公雄 ; 瀬谷正
二 ; 佐々木幹男

113～126

技術のはなし ケーブルの接続（その 1） 植松秀雄 127～131

施設人のための事業知識 (190) 顧客志向 高山巌 133～134

66kV特別高圧受電装置建設－－－ガス絶縁形特別高圧
受電装置－

岡田久 ; 吉田政弘 135～141

海外連絡室ニュース 142～143

次号目次 5月号掲載予定論文 132～132

海外短信 144～144

会議もよう 145～148

ニュースフラッシュ 松尾勇二 149～
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〈論説〉効率的な資材業務 松尾士郎 8～9

需給均衡下における資材流通システムの近代化－－－
MIDISの導入

牧絵義尚 ; 桜間卓 10～16

高速道路通信サービスの現状と今後の課題 別所義夫 ; 後藤光輝 17～26

DEMOS-E ライブラリ・プログラムの開発状況につ
いて

福岡宣禎 ; 川隅誠一 27～32

DRESS標準プログラムの開発状況について 戸村公憲 ; 今村順平 33～37

国際会議動向 CCITT 第 XIV 研究委員会の活動状
況－－－ディジタル交換方式を中心にして

高橋徹 ; 江川哲明 ; 愛澤慎一 38～45

海外協力活動 ペルー電気通信訓練センターの発足に
あたって

杉浦文雄 ; 片山龍治 ; 坂上隆男 46～55

第 9回現場管理者海外派遣研修報告－－－アメリカの電
話会社を訪ねて

西田吾郎 ; 吉野昭二 ; 増田弘夫 ; 野口文男 ; 桑
原信夫 ; 佐藤忠夫

56～63

名古屋都市高速道路通信システム－－－その設計・建
設・保全

井上一彦 ; 川本章孝 ; 近藤伸年 64～71

機関誌「施設」創刊 30周年記念懸賞論文発表 「施設」編集部 72～72

記念懸賞論文の審査を終えて 別所義夫 73～73

浸水障害ケーブル早期復旧方法の一考察 落合重美 ; 酒井博 74～77

異常ふくそうの体験から 西田博美 78～83

DK式マンホール土留装置 山本博 ; 三山孝 84～88

き線点機能の拡大を図った FD配線盤 石崎幸助 ; 高江洲文雄 89～95

販売在庫管理システムにおける機能拡充 黒住恭司 ; 佐藤雅生 ; 伊東洋一 ; 金澤孚 ; 山崎
正

96～100

技術のはなし ケーブルの接続（その 2） 植松秀雄 101～105

施設人のための事業知識 (191) 自動車電話 国森洋 106～106

新工法シリーズ D30形自動交換機の建設 田中一寿 ; 塚谷信雄 108～114

海外連絡室ニュース 115～117

海外短信 118～119

次号目次「施設」6月号掲載予定論文 107～107

「施設」各委員会委員 120～122

新製品の紹介 123～
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〈論説〉ディジタル総合サービス網 (ISDN)に向けて 前田光治 8～11

昭和 55年度施設計画の概要 千葉正人 12～17

新サービス拡大と機能高度化を目指す交換・宅内設計 上田裕 18～21

ディジタル伝送路網の本格的形成に向けて 岡田成俊 22～24

ニーズの多様化に対応した電信設計・審査業務 桑原清人 25～27

基礎設計の信頼性向上とサービスの多様化に対処する
線路土木設計

久保田俊昭 28～31

ディジタル化の促進と新サービスの導入に対応する無
線設計

木下隆介 32～34

安定したサービスと保守性の向上を目指す電力設計 本間哲夫 35～38

長期的視野に立った電気通信網の高度化と整備・拡充 戸川晟 39～42

共通線信号方式の動向 松尾勇二 ; 水芦一哲 43～50

ディジタル伝送方式の技術的背景と今後の動向 西野孝平 ; 堀口孝雄 51～66

日本語情報処理の技術動向 黒住恭司 ; 手島和夫 67～74

海外協力活動 ソロモン諸島の電気通信事情と拡充計
画

安藤元紀 ; 宮川久仁雄 ; 樋口寿宏 75～84

投稿 #番号サービス提供に伴う集中記憶装置（メモ
リ）の有効利用について

板垣六郎 ; 島田和彦 ; 荒木定利 85～91

行政電話網用専用回線自動交換機の概要 村田正晴 ; 堂前雅夫 ; 湯浅晴喜 92～100

海底ケーブル用耐摩耗性防食外装鉄線 関口明良 ; 北島秀樹 102～107

新しい 400MHz帯可搬形多重無線装置 椿功 ; 木原達朗 ; 青柳勝 ; 福井由郎 109～115

新しい音声応答装置 溝尻由美夫 ; 木ノ内康夫 ; 藤本宗一 ; 羽生田文
晴

116～122

技術のはなし ディジタルデータ交換技術（その 1）－
回線交換－

篠崎哲雄 123～129

施設人のための事業知識 (192) 施設記録 長尾儀昭 130～132

新工法シリーズ 小容量ガスタービン発電装置建設 岡田久 ; 塚原保 133～137

海外連絡室ニュース 138～141

海外短信 142～143

会議もよう 144～146

次号目次 7月号掲載予定論文 101～101

「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 147～150

「施設」編集モニターの選考発表 編集部 151～152

質問箱 108～108

瀬戸内丸を見学して 播本昌宏 153～
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〈論説〉建設工事はたゆみなく 齋伯哲 8～9

第 55回電気通信技術委員会の審議から 宮脇陞 ; 中山浩 10～25

昭和 55年度技術調査研究実用化計画の概要 堀崎修宏 ; 米沢種之 ; 樋口由文 26～37

昭和 55年度建設技術開発計画の概要 吉田修 ; 赤星敦 38～42

最近の磁気記録技術 伊藤陽之助 ; 金子礼三 ; 富田正典 43～52

オフィス・オートメーションの技術動向 大庭弘太郎 53～64

海外協力活動 フィジー国に対する技術協力について 上田至 65～72

D30形自動交換機の施設設計について 阿部安利 ; 柳本和良 ; 池田義郎 73～79

電子化された加入者度数計監査装置 瀬上伸一郎 ; 高野義朗 ; 粟野友文 80～84

100円硬貨併用卓上公衆電話の概要 仲田淳嗣 ; 水野忠 ; 冨田昭治 ; 寺村英明 ; 大岡
忠男 ; 藍場達男

85～97

改善されたビデオ信号切替・制御装置－－－ AO-3,AF-

7

坂本武夫 ; 谷川敏男 98～104

技術のはなし ディジタルデータ交換技術（その 2）－
パケット交換－

大山茂 108～114

施設人のための事業知識 (193) 計算証明 栗原武夫 115～116

新工法シリーズ 非常用 D10形自動交換機建設工法 新添洋 ; 東原芳信 117～122

海外連絡室ニュース 123～125

海外短信 126～127

次号目次 8月号掲載予定論文 105～105

「施設」編集モニターの任期を終えて（その 2） 編集部 128～132

質問箱 106～107

読書案内 佐田啓助 133～133
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〈論説〉これからの検査 青江茂 8～9

新しい検査方式 平野允 ; 角田克彦 10～18

昭和 54年度検査実施状況 竹原凞 ; 榎義彦 19～25

昭和 55年度施設用物品調達計画 如澤清 ; 真竹芳樹 26～31

昭和 54年度技術調査研究実用化計画の成果概要 土肥英郎 ; 廣瀬駿一 ; 杉村俊夫 32～50

昭和 54年度建設技術開発計画の成果概要 吉田修 ; 赤星敦 51～61

昭和 54年度における武蔵野電気通信研究所技術協力
部の活動

枡野邦夫 62～71

自動車電話システムの現況と今後の技術動向 西野孝平 ; 高橋徹 72～76

海外協力活動 グァテマラ電気通信公社に勤務して 高橋洋一 77～82

経済化された電子交換機用磁気テープ装置 畑政成 ; 金尾静一 83～89

電子化された宅内機器を保護する－－－加入者用 3極避
雷器

中島一 ; 秋山博 90～96

商用同期式交流電源装置 塩見栄次郎 ; 山井浩二 97～101

高速漢字印刷装置 溝尻由美夫 ; 藤本宗一 ; 小野直義 103～108

技術のはなし 衛星通信（その 1） 小野寺正 109～116

施設人のための事業知識 (194) 建ぺい率 堀之内信正 117～118

新工法シリーズ 市内 PEC ケーブル及び FD 配線盤
の建設工法（商用試験）

秋山正則 ; 深沢正博 119～123

海外連絡室ニュース 124～126

次号目次 9月号掲載予定論文 102～102

海外短信 127～128

ニュースフラッシュ 高月敏晴 129～130

新製品の紹介 131～
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〈論説〉不安のない社会実現のために－－－電気通信と
防災対策

菊地信一郎 8～9

公社の大規模地震対策の概要 坂本貞雄 10～18

大規模地震の情報伝達と応急復旧 松尾紀義 ; 片寄昇 ; 矢島和夫 19～27

通信設備・局舎の地震対策 福井敏明 ; 岡村敏光 ; 小池章三 28～38

地震の被害と耐震設計 滝野文雄 39～46

座談会／公社の地震対策について 菊地信一郎 ; 坂本貞雄 ; 宮田文雄 ; 倉石里美 ;

山崎栄 ; 小沢知義 ; 鈴木勝夫 ; 館野宏 ; 内山健
吾

47～62

昭和 54年度の保全成果 鍋田衛 ; 高澤敏之 ; 仲里朝勝 63～73

ディジタル網同期方式の展望 沖見勝也 ; 白川英俊 74～82

審査からみた自営設備の動向 桑原清人 ; 水野茂 ; 土師克己 ; 石黒晃 83～89

宅内配線における建築上の諸問題 小原誠 90～102

国際会議動向 新しいサービス品質の国際動向－－－
CCITT第 XII,XVI研究委員会の活動状況

苗村明 ; 堀口孝雄 ; 筧一彦 ; 千本倖生 103～113

自動着信転送サービスの方式概要 村田正晴 ; 水野忠 ; 沢田哲雄 ; 湯浅文司 ; 湯浅
晴喜 ; 大岡忠男 ; 小倉春雄

114～124

MF1形ファクシミリ 中野泰造 ; 清水治光 ; 滝沢芳春 125～131

A4号加入電信宅内装置 山本敏晶 ; 奥中淳三 ; 岩永憲明 ; 藤本肇 132～137

技術のはなし 衛星通信（その 2） 小野寺正 139～147

施設人のための事業知識 (195) 異常障害措置計画 市姫久富 150～151

新工法シリーズ 新しい管路点検工法 小林正利 ; 小瀬真人 152～154

海外連絡室ニュース 155～155

海外短信 156～157

次号目次 10月号掲載予定論文 148～149

会議もよう 158～160

質問箱 138～138

ニュースフラッシュ 松尾紀義 161～
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〈論説〉新たな発想を求めて 村上治 8～9

衛星通信方式の実験実施状況 西野孝平 ; 宮内一洋 10～18

これからの事業所電話装置 江坂英紀 ; 寺井正明 19～30

MG・SW網の現状と保守・運用状況 増田威 ; 稲田寛 ; 小野鉄太郎 31～37

ISOにおける最近のデータ通信関連標準化活動 北村喜義 ; 高井啓 38～46

安全性が向上した民間航空路レーダ情報処理システム 大江一郎 ; 新井章治 ; 松島信一郎 ; 堀信一 47～55

海外協力活動 パプア・ニューギニア国電気通信調査
団に参加して

岩清水隆男 ; 近藤政造 ; 鈴木靖男 56～64

自動着信転送サービスの通話品質 片岡増美 ; 石原信秋 65～70

橋りょう添架管路耐火防護工法の改良 菊池征也 ; 白髭博司 ; 白川淳一 71～76

改良された同軸用パルス試験器 上野谷拓也 ; 大森健介 78～83

JS104-02オペレーティングシステムの概要 志賀正 ; 鈴木義伯 ; 中出正範 ; 両角誠 84～94

通信管理プログラム (CMP-1)の概要 白石旭 ; 鈴木邦弘 ; 福原俊雄 ; 音成英明 95～104

技術のはなし 画像ファイル（その 1） 竹井誠 ; 星野肇夫 105～111

施設人のための事業知識 (196) 道路の占用 水王雅行 112～113

新工法シリーズ 地下ケーブルけん引機によるケーブ
ル撤去

秋山正則 ; 深沢正博 114～118

海外連絡室ニュース 119～121

次号目次 11月号掲載予定論文 77～77

海外短信 122～124

読書案内 葉原耕平 125～
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〈論説〉今後の国際協力 田代穣次 8～9

座談会 青年海外協力隊に参加して 田代穣次 ; 飯島幸雄 ; 渡辺栄一 ; 前田伸雄 ; 遠
藤和彦 ; 手島孝治 ; 水関幹正 ; 亀井義政 ; 佐々
木春雄

10～25

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 宮脇陞 ; 中山浩 ; 立和田斉 26～38

電気通信研究所における最近の活動状況－－－光ファイ
バケーブル伝送方式の研究を中心に

岩橋栄治 39～49

「PBX技術基準」等の一部改正について 但馬昭 ; 菅原潔 ; 小野寺徳雄 50～55

金融機関を結ぶ CD提携システム 大畑巖 ; 中村滋 ; 木幡丈二 56～68

海外協力活動 ビルマ国に対する技術協力について 本多慶成 ; 清水正能 69～82

投稿 臨時専用市外電話回線作成の現状と改善 東京統制電話中継所 83～86

D10形自動交換機用 D100Bプログラムシステムの概
要（その 1）

井上修 ; 松岡稔 87～98

新壁掛電話機 仲田淳嗣 ; 木村賢一 99～104

新しい誘導しゃへいケーブル 山崎芳次 ; 高橋篤哉 ; 福沢嘉言 ; 日隈康行 105～112

改築用ブロックマンホール 中野雅弘 ; 佐藤啓次郎 ; 辻和勝 ; 在家勝美 113～119

高信頼度・高規格化された 2GHz帯 UF-B5方式 橋本明 ; 三村尚史 120～125

JS1005形本体装置 鈴木弘道 ; 松縄睦夫 127～133

技術のはなし 画像ファイル（その 2） 竹井誠 ; 星野肇夫 134～140

施設人のための事業知識 (197) 新データ網サービスの
料金

小野寺昭夫 141～144

新工法シリーズ トラヒック制御方式の建設工法 新添洋 ; 今村祥治 145～150

海外連絡室ニュース 151～154

次号目次 12月号掲載予定論文 126～126

海外短信 155～157

ニュースフラッシュ 158～
158,159

～159,161～
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〈論説〉建築と技術 関谷辰延 8～9

建築設計計画の課題と技術動向 堀竹英弘 10～18

建築構造の耐震技術 滝野文雄 19～27

建築設備における省エネルギー技術 青川清治 28～39

建築工事の品質管理と施工技術の動向 田中順三 40～45

マイクロ無線施設における建築新技術 望月一郎 46～53

ディジタル同期端局方式の設計構想 沖見勝也 ; 白川英俊 54～64

機能拡充が進むデータ通信網アーキテクチャ－－－
DCNA第 3版

高井啓 ; 森野和好 ; 強谷隆彦 ; 小宮章夫 65～76

夜間割引料金改定工事の実施経過について 戸川晟 ; 大岡睦夫 ; 近藤健策 ; 佐藤忠 ; 松沢清
和

77～87

国際会議動向 テレテックス・サービスの国際標準化
動向－－－ CCITT第Ⅷ研究委員会の活動状況

島崎恭一 88～94

海外協力活動 タンザニア郵電公社での技術協力活動
に従事して

田村志郎 95～102

投稿 豊平川に架けるでんでん大橋の設計 八木浩 ; 梅村正佳 ; 佐藤厚司 103～113

D10形自動交換機用 D100Bプログラムシステムの概
要（その 2）

井上修 ; 岡政秀 114～123

トラヒックデータ収集記録装置 森田昌夫 ; 加瀬一朗 ; 柳本隆人 125～129

直埋同軸ケーブルの耐震特性 上野谷拓也 ; 古川清二 130～134

技術のはなし 漢字データ宅内技術（その 1） 西村良一 135～139

施設人のための事業知識 (198) 静電誘導対策 福居一郎 140～142

新工法シリーズ TEX-2形 C自動集信装置の建設工法 西島亨 ; 小倉千信 143～147

海外連絡室ニュース 148～152

海外短信 153～154

次号目次 1月号掲載予定論文 124～124

会議もよう 155～158

総目次 159～168

ニュースフラッシュ 夜間割引料金改定実施委員会事務局 169～
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＜論説＞新しい目標の実現に向かって 山内正彌 12～13

福祉対策用宅内装置開発の歩みと今後の動向 友重澄雄 ; 山上功 ; 中島一 14～22

交換方式における蓄積プログラム制御技術 高橋徹 ; 河合正晃 23～32

新データ網サービスの技術基準（その 1）－回線交換
サービス－

長澤東四郎 ; 北村允保 ; 林健二 33～38

国際会議動向 公衆データ網の国際標準化動向－－－
CCITT第Ⅶ研究委員会の活動状況

加藤満左夫 ; 高月敏晴 ; 塚田啓一 39～52

海外協力活動 サウジアラビアの電気通信事情につい
て

高岡博之 53～62

中華人民共和国を初めて訪問して－－－日中両国の電気
通信技術交流の礎を築く

北原安定 63～69

〔基調講演〕電話社会建設への道程 北原安定 70～83

統一化された同軸用汎用筐体 高島元 ; 板東信博 84～91

新しい土留工法－－－鋼矢板不連続箇所の土留工法 山本博 ; 山口清人 ; 岩井好之 92～97

加入ファクシミリ通信システムを構成する諸装置（そ
の 1）

下田久男 ; 小菅康晴 ; 矢内栄樹 ; 萩原弘行 ; 広
瀬春彦

98～109

800MB磁気ディスク記憶装置の概要 溝尻由美夫 ; 藤本宗一 ; 松井悦夫 110～115

技術のはなし 漢字データ宅内技術（その 2） 山本敏晶 117～121

施設人のための事業知識 (199) 事業外費用 渡辺登 122～124

新工法シリーズ 共通線信号方式の建設工法 藤原政治 ; 金子勝 125～132

海外連絡室ニュース 133～134

海外短信 135～137

次号目次 2月号掲載予定論文 116～116

投稿（随想）職場周辺－そして保全最前線 関口良太郎 138～142

編集モニター募集 143～143

新製品の紹介 145～
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総裁就任あいさつ 真藤恒 8～9

＜論説＞超 LSI革命 高原靖 10～11

雷防護技術の展望 福富秀雄 12～19

防護素子及び保安装置の研究 坪谷一郎 20～25

ディジタルデータ伝送方式の今後の動向 沖見勝也 ; 小塚誠一郎 ; 林郁央 26～33

新データ網サービスの技術基準（その 2）－パケット
交換サービス－

長澤東四郎 ; 北村允保 ; 林健二 34～39

電力設備の保全状況と今後の対策 仲沢英憲 ; 福田正憲 40～47

通信設備の防護に関する国際動向－－－ CCITT第Ⅴ・
第Ⅵ研究委員会の活動状況

岩崎匡利 48～58

東北地方南部を襲った暴風雪害から通信サービスを確
保して

坂下定夫 ; 熊沢元三郎 59～65

一般住宅まで拡大した宅内設備保留方法の試行につい
て

希望が丘電報電話局 66～74

データテレホン－－－簡易なデータ入出力機能を有する
電話機

小佐井茂則 ; 米川達也 ; 瀬谷正二 75～84

局内マンホール用防火壁 中野雅弘 ; 澤田純 85～92

新しいディスブレイ装置の概要 沼田満 ; 山本二朗 ; 長沢保雄 93～104

技術のはなし 過疎地用通信方式（Ⅰ）－加入者線伝送
技術－

沖見勝也 105～113

施設人のための事業知識 (200) 市町村納付金の現状 吉田重雄 114～115

新工法シリーズ 誘導しゃへいケーブルの建設工法（商
用試験）

秋山正則 ; 五社谷俊幸 ; 田儀茂 116～121

海外連絡室ニュース 122～123

海外短信 124～124

次号目次 3月号掲載予定論文 125～125

編集モニター募集 「施設」編集部 126～126

読書案内 真田大 ; 小栗寿夫 127～
127,129

～129
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〈論説〉日米交渉解決の意義 山口開生 8～9

〈論説〉ソフトウェア重視の時代へ 高橋敏朗 10～11

ガット東京ラウンド政府調達問題について 池田勉 12～18

公社データ通信サービスの現状と課題 佐々木幸彦 19～30

DIPSの導入状況と今後の展望 近藤久 31～38

データ端末の利用動向 島崎恭一 ; 安田耕吉郎 39～45

視聴覚情報処理技術の動向 信国弘毅 46～54

社内システムの現状とデータベースの構築 田場實 55～59

座談会／データ通信の新たな発展をめざして 木村豊 ; 信国弘毅 ; 高月敏晴 ; 小野秋一 ; 瀬谷
重信 ; 松木光晴 ; 林清史 ; 田中嘉信 ; 鈴木武人
; 村岡洋一 ; 阿部英雄 ; 河本健二 ; 高岸秀康

60～77

諸外国におけるデータ交換網の動向 高月敏晴 ; 遠藤力 ; 柿沼正一 78～87

国際電信電話諮問委員会 (CCITT)第Ⅶ回総会の報告 岡部恒雄 ; 小畑昭雄 88～94

第 10回現場管理者海外派遣研修報告－－－アメリカの
電話会社を訪ねて

常田正 ; 大槻勇作 ; 村上二郎 ; 小田晴彦 ; 高田
茂 ; 石田太一

95～104

〈投稿〉関東電気通信工事事務所直営土木工事の現状 増田淳一 105～110

改良された屋外線高上金物 持田光男 ; 藤田秀雄 ; 井上芳信 111～117

移動通信方式置局設計システム 浜野高義 ; 松井房樹 ; 工藤峰利 ; 浅野春夫 118～126

DEMOS-Eの機能拡充（その 1）－ 104-02OS & 163-

10TSPを用いた DEMOS-E－
中村英一 ; 中川泰雄 ; 小口貢 127～136

漢字データ宅内装置－－－ DT-308形, DT-9658形デー
タ宅内装置

山本敏晶 ; 山崎真一 ; 岩永憲明 ; 國廣義高 ; 藤
本肇

137～146

加入ファクシミリ通信システムを構成する諸装置（そ
の 2）

冨田昭治 ; 水野忠 ; 藍場達男 ; 大岡忠男 147～156

技術のはなし 過疎地用通信方式（Ⅱ）－加入者線集線
技術－

水野忠 157～163

施設人のための事業知識 (201) 夜間割引制度の改定 田中錦造 165～168

新工法シリーズ 改築用ブロックマンホールの築造 小林正利 ; 小瀬真人 169～171

海外連絡室ニュース 172～173

海外短信 174～175

次号目次 4月号掲載予定論文 164～164

会議もよう 176～176

新製品の紹介 179～179
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〈論説〉高度情報通信システムの形成 北原安定 10～11

光ファイバケーブル伝送方式の展望 堀口孝雄 ; 岩崎匡利 12～18

中容量光ファイバケーブル伝送方式 三木哲也 ; 山下孚 ; 森正英 19～26

光ファイバケーブル線路技術 高島秀行 ; 上野谷拓也 27～35

光ファイバケーブルを用いた画像伝送方式 山縣淳 ; 高島元 36～44

マイクロ波方式のフェージング対策技術の動向 松本慎二 ; 橋本明 45～50

ガス圧遠隔測定システムの導入に伴うガスケーブル保
守について

森田恒雄 ; 大木一夫 ; 宮川政秋 51～58

第 10回現場管理者海外派遣研修報告－－－ヨーロッパ
の現場機関を訪ねて

吉川源吉 ; 瀬戸好和 ; 宮浦宏治 ; 今村衛 ; 磯部
尚久 ; 三上幸彦

59～70

加入者線路におけるパルス性雑音の実態 菊池尚一 ; 比留間茂 71～77

C14形自動交換機へのプッシュホン機能付与 水野忠 ; 高橋英史 78～81

新ボックス形公衆電話機の概要－ 679号公衆電話機 仲田淳嗣 ; 寺村英明 82～86

フレキシブルディスク入出力装置の概要 溝尻由美夫 ; 堀米誠一 ; 鈴木淳一 87～92

DEMOS-E の機能拡充（その 2）－ 104-02 & 163-

10TSPを用いた DEMOS-E－
加藤博 ; 本間督 ; 清田満夫 93～101

技術のはなし 過疎地用通信方式（Ⅲ）－加入者線無線
方式－

大井哲雄 102～107

施設人のための事業知識 (202) 業務執行点検委員会答
申

山之内章 109～111

新工法シリーズ トラヒックデータ収集記録装置の建
設工法

奥村一夫 ; 今村祥治 112～116

海外連絡室ニュース 117～118

海外短信 119～122

次号目次 5月号掲載予定論文 108～108

ニュースフラッシュ 水野茂 123～124

新製品の紹介 125～125
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〈論説〉新たな飛躍への道標 岩崎昇三 8～9

共通線信号網計画について 村田忠明 ; 小林哲夫 ; 守川光敏 10～17

画像伝送における符号化技術の動向 山縣淳 ; 松岡毅 18～25

画像応答システムの機能拡充について 真柄成一 26～33

とう道管理システムの概要 高島秀行 ; 上野谷拓也 ; 大森健介 34～44

「56豪雪」による電気通信設備の被害と復旧 菱田英二郎 ; 正津禎男 ; 市姫久富 45～52

災害対策規程等の改正について 中津都臣 ; 佐藤昭 53～59

国際会議動向 国際無線通信諮問委員会 (CCIR) の活
動状況－－－第 15会期中間会議の報告

松本愼二 ; 大井哲雄 ; 細田彰 ; 久保庄二 60～69

海外協力活動 エジプトの電気通信事情について 池上藤雄 ; 田中秀穂 ; 伊藤敏雄 ; 佐藤修一 70～76

投稿 神戸ポートアイランド博覧会－－－テレカルチ
ャ’81拡げよう電話社会 育てようポーアイ

山田就将 ; 渡辺健 77～85

クレジット通話サービスの方式概要 村田正晴 ; 大森栄 ; 堂前雅夫 ; 柳本隆人 ; 鈴木
哲哉

86～94

ボタン電話形拡声電話装置 中島一 ; 木村賢一 ; 石山聡 95～101

EK50形ボタン電話装置 宇垣雅秋 ; 工藤賢 ; 橋本渉 102～112

改良された VSB-12M形テレビ変換装置 沢田哲雄 ; 小柳典生 113～121

GI型光ファイバケーブル 上野谷拓也 ; 伊藤卓志 122～131

JS4500形大容量記憶装置の概要 溝尻由美夫 ; 松井悦夫 ; 小野直義 ; 鈴木淳一 132～140

技術のはなし 最近の土木技術（Ⅰ） 福鹿実 ; 佐藤啓次郎 141～149

施設人のための事業知識 (203) 多国籍企業 柳本和良 150～152

新工法シリーズ 市内 CCP-SS（G 形）ケーブルの建
設工法

秋山正則 ; 岡裕孝 153～157

海外連絡室ニュース 159～160

海外短信 161～162

次号目次 6月号掲載予定論文 158～158

会議もよう 163～167

「施設」各委員会委員 168～172

ニュースフラッシュ 神戸博運営本部事務局 173～
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〈論説〉設備の更改・改良投資について－－－サービス
と経営効率向上の原点

前田光治 8～9

昭和 56年度施設計画の概要 千葉正人 10～17

昭和 56年度施設設計方針の展望 上田裕 ; 岡田成俊 ; 桑原清人 ; 久保田俊昭 ; 木
下隆介 ; 本間哲夫 ; 戸川晟

18～42

公社における新技術訓練の動向 佐々木邁 ; 無州清 43～50

アメリカの電気通信事情－－－ニューヨーク海外駐在事
務所の勤務から

上原亨 51～62

家庭における情報化－－－ホームインフォマティクス 浅村伊佐男 ; 浜田正則 ; 本間仁史 63～72

伝送路収容設計の現状と今後の課題 松尾重喜 ; 遊佐洋 ; 成宮憲一 ; 出口弘 ; 久保信
昭

73～82

大規模災害時の網措置について－－－東海地震を想定し
た網措置について

間中幸一 ; 船窪静夫 83～89

海外協力活動 ブラジル国バイア州電話会社での技術
協力活動に従事して

関口明信 90～100

多相位相変調方式データ回線の一評価法 宮川佳久 101～105

C410形自動交換機に対するファクシミリ通信機能付
加工事を実施して

本村好美 ; 笠井喜三雄 ; 長崎浩一 ; 堀田和男 106～111

同軸ケーブル用ガス圧遠隔測定システム 山崎芳次 ; 高畠宏一 ; 横江敏政 112～119

GI型光ファイバケーブルの布設・接続技術 上野谷拓也 ; 伊藤卓志 ; 酒井輝隆 ; 原田正晴 120～132

大容量 (3,600CH)化された 11, 15GHz帯無線方式－－
－ SF-T7及び SF-F5方式

中谷清一郎 ; 戸塚晶一 133～139

販売在庫管理システムの機能拡充（その 1）－ 104-

02OSを用いた DRESS－
河野通弘 ; 篠原源康 ; 仲田憲二 ; 大岩達也 140～148

技術のはなし 最近の土木技術（Ⅱ） 福鹿実 ; 佐藤啓次郎 149～155

施設人のための事業知識 (204) 試用試験と商用試験 樋口由文 156～157

新工法シリーズ 端電池方式サイリスタ整流装置建設
工法

岡田久 ; 高橋佳男 ; 鹿田慎作 158～161

海外連絡室ニュース 162～163

海外短信 165～166

会議もよう 167～170

次号目次 7月号掲載予定論文 164～164

「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 171～174

「施設」編集モニターの選考発表 「施設」編集部 175～176

ニュースフラッシュ 三輪隆司 177～
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〈論説〉技術開発の潮流 村上治 8～9

第 57回電気通信技術委員会の審議から 宮脇陞 ; 中山浩 10～24

昭和 56年度技術調査研究実用化計画の概要 堀崎修宏 ; 吉雄一三 ; 樋口由文 25～32

昭和 56年度建設技術開発計画の概要 吉田修 ; 赤星敦 33～36

ジュネーブから眺めたヨーロッパ 坂下隆義 37～43

ディジタル交換方式の動向 高橋徹 ; 愛澤慎一 ; 小林隆男 44～51

最近の海底線技術と布設工事 松沢久一 ; 渡辺和文 ; 桐山朗 ; 岩井康也 52～62

国際会議動向 CCITT第Ⅶ研究委員会の京都会合－－－
公衆データ交換網に関する審議

加藤満左夫 ; 高月敏晴 63～71

海外協力活動 メキシコ国立電気通信学園に勤務して 大塚敬三郎 72～78

書籍案内 電気通信革命「電気通信革命」における私の
思想

北原安定 79～82

投稿 私はビル対策担当 渡辺紀子 83～91

EP20形自動式構内交換装置の施設設計 深津勲己 ; 酒井圭介 ; 鈴木茂 ; 依光俊一 92～101

中容量光ファイバケーブル伝送方式（その 1）－ F-

32M方式－
山下孚 ; 井口善史 102～109

GI型光ファイバケーブルの測定技術 上野谷拓也 ; 伊藤卓志 110～122

新しい管路の曲線布設工法 佐藤修一 ; 窪川正文 ; 河村浩二 124～130

販売在庫管理システムの機能拡充（その 2）－ 104-

02OSを用いた DRESS－
伊藤路夫 ; 宮阪忠夫 ; 信沢可昭 ; 湯沢吉之助 131～140

技術のはなし 電池（その 1） 陰山照男 141～146

施設人のための事業知識 (205) 電気通信技術委員会 穴田光昌 147～148

GI-A 型及び GI-B 型光ファイバケーブルの建設工法
（商用試験用）

高浜暁 ; 鈴木等 149～154

海外連絡室ニュース 155～156

海外短信 157～160

次号目次 8月号掲載予定論文 123～123

「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 161～166

読書案内 仲沢英憲 167～167

新製品の紹介 168～170

ニュースフラッシュ 長澤東四郎 171～
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〈論説〉新しい建設工事体制を目指して 齋伯哲 8～9

座談会 技術開発について－－－真藤総裁を囲んで 真藤恒 ; 桑原守二 ; 宮脇陞 ; 高橋徹 ; 堀口孝雄
; 西野孝平 ; 島崎恭一 ; 千葉正人 ; 末冨裕 ; 角
田忠久 ; 松本哲男

10～24

昭和 55年度技術調査研究実用化計画の成果概要 土肥英郎 ; 廣瀬駿一 ; 杉村俊男 25～40

昭和 55年度建設技術開発計画の成果概要 吉田修 ; 赤星敦 41～50

昭和 55年度検査実施状況 竹原凞 ; 立田耐二 ; 成田芳久 51～59

昭和 55年度における武蔵野電気通信研究所技術協力
部の活動

佐藤秀吉 60～69

新しい調達手続について 前田勲治 ; 糸日谷彰 70～77

労働省データ通信システムの概要 河合輝欣 ; 横田秀樹 ; 柴田喬司 ; 横山助 78～91

海外協力活動 タイ・モンクット王工科大学のプロジェ
クトに従事して

久保田浩資 92～99

市内中継用 D10形自動交換機の施設設計概要 阿部安利 ; 浜田博 ; 池田義郎 100～104

大規模地震対策のためのクロスバ交換機への機能付与 水野忠 ; 大森栄 ; 大岡忠男 ; 小川亮夫 105～115

中容量光ファイバケーブル伝送方式（その 2）－ F－
100M方式及び監視制御系－

山下孚 ; 井口善史 ; 石川隆夫 116～123

小型化された心線接続機 徳岡正章 ; 川村裕士 124～128

11GHz帯オフセットパラボラアンテナ 中谷清一郎 ; 丸山弘之 129～134

孤立防止用無線方式の干渉対策アンテナ 椿功 ; 木村茂 135～140

技術のはなし 電池（その 2） 陰山照男 141～147

「施設人のための事業知識」の監修を終えて 小澤春雄 148～148

施設人のための事業知識 (206) MIDIS（オンライン方
式による在庫管理システム）

桜間卓 149～151

新工法シリーズ 中容量光ファイバケーブル伝送方式
装置の建設工法（商用試験）

安永正晴 ; 北川治正 152～158

海外連絡室ニュース 159～159

次号目次 9月号掲載予定論文 160～160

海外短信 161～162

ニュースフラッシュ 通話料金改定実施委員会事務局 ; 編集部 163～
163,165

～
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〈論説〉電子交換機事故の教訓 菊地信一郎 10～11

昭和 55年度の保全成果 鍋田衛 ; 高澤敏之 ; 仲里朝勝 12～21

電子交換機の保全－－－現状と課題 角田忠久 ; 後藤俊邦 22～28

これからの屋外施設の設備管理 水野健二 29～39

昭和 56年度施設用物品調達計画 高萩和行 ; 東直毅 40～45

自営設備の動向と審査 曽根信義 ; 安川克彦 ; 石黒晃 ; 小野寺徳雄 46～53

通話料金改定工事の実施経過について 大岡睦夫 ; 近藤健策 ; 佐藤忠 ; 松沢清和 54～64

ブラジルの通信産業政策と研究開発の現状－－－ブラジ
リア海外駐在事務所に勤務して

松本芳郎 65～73

新しいケーブル外被接続技術－－－屋外施設の信頼性向
上を目指して

中込四郎 ; 片桐清志 74～85

テレビ会議方式の動向 菊池通博 ; 遊佐洋 86～95

音声照会通知システムの概要 大畑巌 ; 今井郁次 ; 安藤誠 ; 関行裕 96～108

中容量光ファイバケーブル伝送方式（その 3）－測定
器及び部品技術－

山下孚 ; 井口善史 ; 須貝利幸 109～117

市外系ディジタル同期端局方式（その 1）－基本構成
及び方式基本設計－

中浜博 ; 笹平敏昭 ; 国枝俊成 118～128

改良された JS形通信制御処理装置 安藤誠 ; 張替克美 129～137

労働省データ通信システム（その 1） 柴田喬司 ; 横山助 ; 鈴木弘三 ; 越智司 138～149

技術のはなし 画像データベース技術（その 1） 若菜忠 ; 真柄成一 150～156

施設人のための事業知識 (207) 職場訓練 望月武 158～159

新工法シリーズ D60形自動交換機の建設 奥村一夫 ; 林眞一 160～164

海外連絡室ニュース 165～166

海外短信 167～167

次号目次 10月号掲載予定論文 157～157

会議もよう 168～172

新製品の紹介 173～
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〈論説〉ファクシミリ通信網サービスの開始にあたっ
て－－－その完成までを振り返る

北原安定 8～9

ファクシミリ通信システムの導入経緯について 副島俊雄 10～15

ファクシミリ通信システムの開発と商用試験について 原島進 ; 岩井義人 16～22

ファクシミリ通信網サービスの需要動向と拡大計画に
ついて

阿部正之 ; 佐藤征紀 23～31

ファクシミリ通信システムの施設設計について 水芦一哲 ; 吉岡正紀 ; 岡田成俊 ; 曽根信義 32～43

ファクシミリ通信システムの建設工事について 飯野理 ; 片山栄清 ; 太田慎吾 44～55

ファクシミリ通信システムの保全について 角田忠久 ; 松本英一 ; 稲益三夫 56～63

機能を拡充したキャプテンシステム 磯崎澄 ; 高野英仁 64～72

「政府調達に関する協定」に基づく国際調達の概要に
ついて

鈴木龍平 ; 高木利正 73～79

海外協力活動 ボリビアの国内電話網計画策定に協力
して

松本道夫 80～86

投稿 橋りょう添架ケーブルの布設工事を直営で実施
して－－－本州四国連絡橋（大三島橋）

野田正身 ; 平岡秀夫 ; 村上栄 87～91

D60形自動交換機の概要（その 1）－方式構成－ 水野俊郎 ; 中山久男 ; 上田恵 92～105

本仕化されたトラヒック制御装置 加瀬一朗 ; 大西正克 ; 黒岩邦夫 106～114

大容量化された乾燥剤方式乾燥空気供給装置 山崎芳次 ; 横江敏政 115～120

労働省データ通信システム（その 2）－労働保険業務
用データ宅内装置の概要－

西村良一 ; 長澤一真 ; 長倉恵一 ; 武田郁夫 122～132

技術のはなし 画像データベース技術（その 2） 若菜忠 ; 真柄成一 133～138

施設人のための事業知識 (208) 日照権 堀之内信正 139～141

新工法シリーズ 心線接続機による接続工法 秋山正則 ; 五社谷俊幸 142～146

海外連絡室ニュース 147～150

次号目次 11月号掲載予定論文 121～121

読書案内 岡田成俊 151～
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〈論説〉今後の無線通信について－－－ INS構築を目指
して一層の努力を

林義昭 8～9

座談会 顧客サービスを中心としたこれからの保全活
動について－－－真藤総裁を囲んで

真藤恒 ; 山本千治 ; 秦博記 ; 菅谷武司 ; 戸田勲
; 鈴木進 ; 谷口俊男 ; 宮崎徹 ; 古南秋雄 ; 十川
進 ; 小泉艶子 ; 敦賀雄幸 ; 松崎義広

10～24

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 宮脇陞 ; 中山浩 ; 立和田斉 25～37

電気通信研究所における最近の活動状況－－－無線通信
技術の研究実用化を中心に

宮内一洋 38～53

国際トンネル技術シンポジウムと欧州諸国のトンネル
工法

柴田明廣 54～58

今後の試験業務に適応する試験台システム 森下俊三 ; 東山福男 ; 角田忠久 59～66

海外協力活動 シンガポールの電気通信事情について 原田誠二 67～78

D60形自動交換機の概要（その 2）－装置概要－ 水野俊郎 ; 中山久男 ; 上田恵 79～94

市外系ディジタル同期端局方式（その 2）－ 2次群同
期多重変換装置の概要－

中浜博 ; 笹平敏昭 ; 国枝俊成 95～106

専用回線遠隔試験方式－－－専用回線の自動試験を可能
とした LCTS

高橋勝己 ; 久我寿幸 107～115

平衡対用パルス試験器 関口明良 ; 北島秀樹 116～122

労働省データ通信システム（その 3） 横田秀樹 ; 長谷川源幸 ; 坪井秀樹 124～136

プログラム制御形集中監視制御装置 鈴木弘道 ; 沖原俊宗 ; 佐々木康志 137～145

技術のはなし 画像データベース技術（その 3） 若菜忠 ; 真柄成一 146～151
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報装置の概要－－－電話ファクス 3300，電話ファクス
G3同報装置

神谷研二 ; 滝沢芳春 ; 坂本美智男 133～140
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本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 宮脇陞 ; 宇治則孝 ; 加藤薫 10～22

電気通信研究所における最近の活動状況－－－宅内技術
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磁気カード式公衆電話機の概要－－－ MC-1 号公衆電
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佐藤健二郎 ; 猪口守弘 82～89

新しいファクシミリ通信システム（その 1）－ FCAP

及び TS-FX－
瀬戸口雅夫 ; 野村純一 ; 滝沢紀雄 ; 近藤泰史 90～101

JS104-03 オペレーティングシステムの概要－－－適用
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〈論説〉新しい情報化社会の確立と INSの意義 北原安定 8～10

科学万博－つくば’85に向けて 高橋徹 11～18

オフィスオートメーションと画像技術 中島汎仁 ; 江尻正義 19～24

光ファイバケーブル技術の新たな展開 片桐清志 ; 林文雄 ; 上野谷拓也 25～37

電気通信機器の品質向上と検査業務 成松誠 ; 角田克彦 38～43

国際会議動向 CCITT SGⅩⅧ（ディジタル網）ISDN

専門家京都会議の活動
山下孚 ; 真野捷司 ; 加納貞彦 ; 富田修二 44～50

第 12回現場管理者海外派遣研修報告－米国班－ 坂部武 ; 林佐幸 ; 高橋新己 ; 高橋進 ; 古屋靖夫
; 野村武彦 ; 平野宗雄 ; 井上隆記

51～57

第 12回現場管理者海外派遣研修報告－欧州班－ 岡田幸助 ; 時田好弘 ; 久保規矩夫 ; 郡山昌三 ;

詫間仁 ; 岩崎進 ; 梶原春水 ; 芳賀弘
58～63

経済化を図ったパケット交換方式の概要 藍沢幹人 ; 難波正樹 ; 井ノ倉喜康 ; 亀井清美 64～71

実用化された風力発電－－－風力発電式電源装置 江口則男 ; 古室嘉明 72～79

フレキシブルディスクの概要 佐藤知康 ; 堀米誠一 80～83

テレビ会議システム（その 1）－方式構成及び端末
系－

遊佐洋 ; 江口禎則 ; 美馬智 ; 長島祐之 84～92

新しいファクシミリ通信システム（その 2）－ STOC

－
伊藤弘 ; 浅野元晴 ; 山口雅明 ; 与沢和紀 ; 堀田
英一

93～102

技術のはなし ディジタル交換技術（その 1） 堂前雅夫 ; 祖父江和夫 103～113

施設人のための事業知識 (226) サービスステーション 遠藤一男 114～115

新工法シリーズ GI型及び SM型光ファイバケーブル
の建設工法

柴野泰 ; 野口剛嗣 117～122

海外ニュース 123～125

次号目次 5月号掲載予定論文 116～116

ニュースフラッシュ 足立邦彦 126～127
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〈論説〉研究開発の飛躍に向けて 福富禮治郎 8～9

厚木電気通信研究所の発足 渡邊誠 10～12

電気通信研究所における最近の活動状況－－－超 LSI

の研究実用化を中心に
鈴木敏正 13～19

座談会 電気通信設備の災害を体験して－－－早期復旧
を目指して

堀場信雄 ; 福増満廣 ; 鶴田辰三 ; 永井康雄 ; 池
谷広之 ; 田宮美明 ; 白石仁 ; 水城晃

20～32

通信用電源に関する災害対策委員会の審議結果から 通信用電源に関する災害対策委員会事務局 33～38

施設局舎及び無線鉄塔の耐震性能判定と耐震対策 今野知則 ; 木村信也 39～46

投稿 移動電源車の長距離走行及び給電演習を実施し
て

佐原武親 47～51

改良された CD形監視制御装置 森正英 ; 佐伯三郎 52～56

施工性・経済性の向上を図った地下配線工法 島崎謙二 ; 倉谷光一 ; 渡辺和文 ; 福鹿実 57～62

機能拡充された DT-308形データ宅内装置 重木昭信 ; 國廣義高 ; 玉木茂 63～68

テレビ会議システム（その 2）－伝送路,予約接続方式
の設計と装置概要－

遊佐洋 ; 土井俊一 ; 野本忍 69～78

新しいファクシミリ通信システム（その 3）－ FDIC－ 藤本宗一 ; 辻川直輝 ; 中川忠夫 79～86

技術のはなし ディジタル交換技術（その 2） 堂前雅夫 ; 祖父江和夫 87～95

施設人のための事業知識 (227) 拡充法の廃止と資金調
達

早川雅雄 96～97

新工法シリーズ 橋りょう添架ロックウール巻付耐火
防護工法

桜井高義 ; 古賀順二 99～105

海外ニュース 106～108

会議もよう 109～110

「施設」各委員会委員 111～113

次号目次 6月号掲載予定論文 98～98

「施設」編集モニターの選考発表 「施設」編集部 114～114

モニターから 115～116

読書案内 堀場信雄 117～
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〈論説〉INS形成へ向けての重点投資の展開 岩崎昇三 8～9

昭和 58年度施設計画の概要 立川敬二 10～15

昭和 58年度施設設計の展望 吉岡正紀 ; 北村隆 ; 曽根信義 ; 涌井裕 ; 小川圭
祐 ; 足立泰男 ; 水芦一哲 ; 桑原清人

16～39

「座談会」－－－これからの施設設計の考え方 寺西昇 ; 別所義夫 ; 大山茂 ; 秋山正則 ; 芦田光
基 ; 小林峯夫 ; 松本泰一 ; 稲田寛 ; 木村孝 ; 菊
地良保 ; 中目昭男

40～55

3年目を迎えた国際調達 鈴木龍平 ; 高村充 ; 曽根信義 56～62

電話料金の明細内訳方式に関する技術確認試験の実施
について

松尾勇二 ; 飯塚久夫 ; 森下俊三 ; 鈴木祐敏 63～72

災害等に対する事前体制について 福増満廣 73～77

日本縦貫ルートを形成する F-400M方式 鷲山幾男 ; 三浦秀利 ; 山本尚嗣 ; 石川隆夫 78～88

日本縦貫ルートを支える光ファイバケーブル技術（そ
の 1）－ SM型光ファイバケーブル－

由木泰紀 ; 佐藤公紀 89～96

バンキング用カウンタ設置形窓口装置の導入 高石浄 ; 生田修 ; 古橋信夫 ; 山田孝正 98～103

技術のはなし ディジタル交換技術（その 3） 堂前雅夫 ; 祖父江和夫 104～115

施設人のための事業知識 (228) CAD·CAM 三上哲郎 116～118

新工法シリーズ F-400M 方式装置の建設工法（商用
試験用）

山田精一 ; 北川治正 120～125

海外ニュース 126～127

「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 128～134

次号目次 7月号掲載予定論文 97～97

新造船の船名決定 119～119

ニュースフラッシュ 久保庄二 135～
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〈論説〉国際的視野に立った技術開発 村上治 8～9

昭和 58年度技術調査研究実用化計画の概要 真柄成一 ; 小川喜祥 ; 小林勝美 10～16

昭和 58年度建設技術開発計画の概要 長倉功 ; 森本忠善 17～19

導入された D60形自動交換機 小林隆男 ; 藤田克孝 ; 上田恵 20～25

自然災害に伴う電気通信設備被害の地域特性について 前田充彦 ; 堀尾健人 ; 今村光弘 26～31

局舎の水防対策 海野英晴 32～36

可搬形交換局の水防対策を実施して 山田武義 37～42

料金明細内訳機能付加工事を実施して 三島勝 ; 富田周一 ; 榊原安雄 43～47

ディジタル通信網における伝送損失 伊藤清和 ; 月尾修 48～54

既存 D10 形交換機への D100B プログラムシステム
の適用（その 1）

井上修 ; 横田時雄 ; 西野成一 ; 金尾静一 55～63

経済化を図ったディジタルデータ伝送方式関連諸装置
の概要

林健二 ; 影井良貴 ; 吉村勝仙 ; 武智俊憲 64～69

日本縦貫ルートを支える光ファイバケーブル技術（そ
の 2）－ SM型光ファイバケーブル施工技術－

由木泰紀 ; 酒井輝隆 ; 佐藤公紀 ; 笠原伸元 70～79

GI型海底光ファイバケーブルの概要 広岡明 ; 本田信夫 80～86

技術のはなし ディジタル交換技術（その 4） 堂前雅夫 ; 祖父江和夫 87～98

施設人のための事業知識 (229) CATV（ケーブルテレ
ビジョン）

田中務 99～101

新工法シリーズ 改良 UG方式の建設 中沢秀典 ; 千葉儀憲 102～106

海外ニュース 108～109

次号目次 8月号掲載予定論文 107～107

「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 110～114

ニュースフラッシュ 河田嗣郎 115～
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〈論説〉INS批判に思う 前田光治 8～10

通信用電力技術の動向 向井暉二 11～17

電力設備設計の現状と今後の課題 足立泰男 18～23

電力建設技術の動向 石川定美 24～30

これからの電力保全 陰山照男 31～35

第 61回電気通信技術委員会の審議から 久保田俊昭 ; 高橋勝己 36～56

昭和 57年度技術調査研究実用化計画の成果概要 真柄成一 ; 小川喜祥 ; 更井孝一 57～74

昭和 57年度建設技術開発計画の成果概要 長倉功 ; 森本忠善 75～81

昭和 57年度検査実施状況 成松誠 ; 土田隆 82～88

ディジタル加入者線伝送方式の開発動向 高島元 ; 片山修二 89～97

現場の問題解決に取り組む研究所の活動－昭和 57年
度技術協力活動概要－

深津良治 98～105

米国における資材調達セミナー模様等について 109～110

アナログ＆ディジタル混在網における回線設計法 伊藤清和 ; 月尾修 111～116

既存 D10 形交換機への D100B プログラムシステム
の適用（その 2）

井上修 ; 横田時雄 ; 小野塚建 ; 加藤広志 117～126

土留杭引抜跡のモルタル充てん工法－－－地盤沈下防止
工法

佐藤修一 ; 阿江治 127～132

大規模データ通信システムにおける高信頼ソフトウェ
アの設計・建設技法

釜幹男 ; 飽田裕志 ; 石井正敏 134～142

DRESSサービスにおける機能拡充 若木守 ; 吉田純一 ; 井口友則 143～149

技術のはなし 移動通信技術（その 1） 西垣内俊治 150～155

施設人のための事業知識 (230) 通話料金等の改定 里木勇 156～159

新工法シリーズ XB機能高度化装置の建設工法 畠山裕爾 ; 植木幸雄 160～163

次号目次 9月号掲載予定論文 133～133

ニュースフラッシュ 106～
106,164

～164,165～
165,167～
167
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〈論説〉保全活動の新しい管理方法の確立をめざそ
う－－－現場における作業記録が基礎

山本千治 8～9

昭和 57年度の保全成果 高橋鶴次郎 ; 冨永秀一 ; 堀尾健人 ; 上岡正美 10～19

最近の保全活動の展開 堀場信雄 20～20

SO工事関連業務処理の実態と改善施策 坂田雅夫 20～21

Ⅰ. 真に顧客が満足できるサービスオーダ工事体制に
ついて

瀧正澄喜 ; 小林孝 21～22

Ⅱ.SO工事の改善について 児玉昭 ; 原本彰 ; 竹内敏男 ; 島田昭吾 23～27

保全作業と OA 菅原光宏 28～28

マイクロコンピュータを利用したMGSW運用業務サ
ポートシステムの開発

野村芳克 ; 永谷和良 ; 小木曽斉 ; 後藤清人 ; 近
藤明彦

28～35

防災訓練の効用と在り方 36～36

Ⅰ.防災訓練の効用と在り方 福増満廣 36～38

Ⅱ.渋谷区総合防災訓練に参加して 酒井正男 ; 加治屋英司 39～41

Ⅲ.東海電気通信局計画準備警戒業務演習を実施して 横幕正久 42～45

ニューヨーク海外駐在事務所からみた米国電気通信産
業の動き

丹野武宣 46～52

昭和 58年度施設用物品調達計画 山田就将 ; 東直毅 53～58

審査からみた自営設備の動向 曽根信義 ; 安川克彦 ; 藤木毅 ; 小野正俊 59～67

光ファイバケーブル国際標準化の動向 片桐清志 ; 由木泰紀 68～77

通話料金改定工事の実施経過について 光山政雄 ; 小林款 ; 田川武治 78～85

投稿 国際調達物品の国外検査を実施して 中島平 ; 米田辰男 86～89

ホームテレホン F 等の別棟配線を容易にする 4 心屋
外線

島崎謙二 ; 鈴木勉 ; 松橋里志 90～93

2GHz帯高能率ディジタル無線方式－－－ 2S-D5方式 岩本真 ; 広瀬広幸 94～100

耐震性の向上を図った管路継手類 倉谷光一 ; 澤橋剛志 ; 澤田純 ; 貝賀敏郎 101～107

高度の処理機能を備えた汎用の制御処理装置－－－
TCP-10

菊田道夫 ; 竹内和哉 ; 田島孝 108～115

技術のはなし 移動通信技術（その 2） 鈴木雄二 ; 江藤哲夫 116～123

施設人のための事業知識 (231) プロトコル 谷公夫 124～126

新工法シリーズ 宅内設置形テレビ会議システムの建
設工法

山田精一 ; 山崎武志 127～131

海外短信 132～134

次号目次 10月号掲載予定論文 138～138

会議もよう 135～137

ニュースフラッシュ 139～
139,141

～141
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〈論説〉企業と地域の INS 輿寛次郎 8～9

画像通信の役割と今後の動向 中島汎仁 10～16

ファクシミリ通信の動向 江尻正義 ; 稲垣裕也 17～23

映像通信会議の動向 田中務 ; 中谷豊 24～29

画像応答システムの展望 中田孝憲 30～36

ビデオテックス通信サービスの動向 磯崎澄 37～44

「1980年代経済社会の展望と指針」と電気通信 東郷隆司 ; 飯塚久夫 45～49

全国どのサービスエリアに行ってもかけられる自動車
電話サービス

後藤俊邦 ; 江藤哲夫 50～56

地方行政に貢献するデータ通信－－－総合行政情報デー
タ通信システムの概要

小澤純理 ; 檜垣浩 ; 阿子島清彦 57～67

工事用自動車の効率的な使用例 68～68

Ⅰ.工事用自動車の効率的使用について 高橋鶴次郎 68～71

Ⅱ.工事用自動車の効率的使用施策について 郡司吉松 71～72

Ⅲ.工事用自動車の効率的使用について 中曽根寿昭 ; 清水利夫 ; 古屋仁 73～77

データ宅内センタの活動状況 宍戸宥千 78～78

東京データ宅内センタの紹介と取り扱った特異故障事
例

渡辺誠実 ; 斉藤正一 ; 佐藤征三 78～82

宅内修理技術の向上と修理の効率化施策 大和田貞雄 83～83

Ⅰ.重複故障の減少対策について 岡本直一 ; 久島季章 83～87

Ⅱ.現地修理の推進施策について 鈴木金次 87～90

C400形自動交換機の機能高度化 田中恒夫 ; 雄川一彦 ; 武井伊佐夫 ; 尾崎光則 91～99

鮮明な 7色記録が可能なカラーインクジェットプリン
タ

徳永幸生 ; 玉木茂 100～105

難燃化ポリエチレン絶縁を採用した局内成端 FRPE

ケーブル
島崎謙二 ; 跡部直之 106～111

ファクシミリの効用を拡大するファクシミリ応答変換
装置

小杉信 ; 辻川直輝 ; 中川忠夫 112～119

小形化・高速化を図ったMF2形ファクシミリ 神谷研二 ; 滝沢芳春 ; 坂本美智男 120～126

止水性の向上を図ったとう道漏水箇所の補修工法 福鹿実 ; 増田正也 127～133

技術のはなし 移動通信技術（その 3） 川崎良治 134～139

施設人のための事業知識 (232) 固定資産管理委員会 安倍孝雄 140～141

新工法シリーズ 小断面シールド工法 (D1200-M11) 丸山仁章 ; 前田穣 142～145

海外短信 146～146

次号目次 11月号掲載予定論文 147～147

読書案内 尾関弘直 148～150

ニュースフラッシュ 桑原慎二郎 151～
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論説 ASK活動の展開と安全の推進－－－建設工事の遂
行にあたって

藤田史郎 8～9

ASK 活動の実践－－－建設工事に関する業務改善施策
の充実について

鈴木信吾 ; 中沢正良 ; 寺島暁一 10～14

電気通信設備建設工事における人身事故撲滅推進運動
（グリーンキャンペーン）について

川野嘉徳 ; 田代道郎 ; 中沢雅則 15～19

職場における安全活動－－－安全活動の実践 水野健二 ; 熊倉建男 ; 鈴木俊章 20～23

職場における安全活動の実施状況 24～24

Ⅰ.ゼロ災運動の取組み状況 斎藤乾一 ; 川上富佐夫 24～26

Ⅱ.局内保全課におけるゼロ災小集団活動 酒井正男 ; 吉田正治 ; 菅野義一 ; 高野春雄 26～27

Ⅲ.全員参加による安全づくり－－－局外部門の取組み 大内征也 ; 向後達男 ; 増島繁蔵 ; 中川国男 28～30

Ⅳ.セフティ・リーダ活動等による“ゼロ災”への推進 小山道朗 ; 富樫昭吉 31～33

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 久保田俊昭 ; 高橋勝己 ; 加藤薫 34～47

加入電話網からのパケット交換サービス－－－ INS へ
向けた網間接続方式

飯塚久夫 ; 水沢純一 48～54

SO工事の即応性を支える新しい局内機器 森下俊三 ; 愛沢慎一 ; 坂田雅夫 55～62

設備計画及び実施計画区分表の改正について 立川敬二 ; 岩淵鉄雄 ; 久保田靖彦 63～68

トラヒックデータ収集記録方式 藤井敏孝 ; 鈴木康之 ; 宮原利行 69～76

線路工事の信頼性の向上を目指して－－－ケーブル心線
接続部防水工法の改良

島崎謙二 ; 加藤長生 ; 岡廣仁 77～82

機能向上を図った 2号接続端子かん 島崎謙二 ; 加藤長生 ; 山下一正 83～87

小形・経済化された自動車電話用無線基地局－－－小容
量無線基地局

西垣内俊治 ; 田中清数 88～94

技術のはなし 雷防護技術（その 1） 黒沢秀行 ; 藤岡信照 ; 木島均 95～100

施設人のための事業知識 (233) 有線音楽放送線の無断
添架

岩谷明男 101～103

新工法シリーズ ビデオテックス通信処理装置の建設 大岡義孝 ; 佐々木邦昭 104～107

オレンジレポート 総裁室広報部オレンジセンター 108～109

海外短信 110～110

次号目次 12月号掲載予定論文 111～112

ニュースフラッシュ「電気通信展’83」開催さる データ通信本部営業部普及開発室 113～113
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論説 世界の通信網の健全な発展のために 田代穣次 8～9

ディジタル化されるファクシミリ通信 江尻正義 ; 稲垣裕也 ; 遠藤隆也 10～19

電話網における加入者線路の実態について 野田馨 ; 菅谷潔 20～27

新地域気象観測データ通信システムの概要 橋本正直 ; 森光夫 ; 田辺松太郎 28～38

バンコック海外駐在事務所に勤務して 榎本博司 39～45

直営工事等による技術力向上施策の実施状況 水野健二 46～46

Ⅰ.大規模直営工事を実施して 小原邦夫 ; 川達男 46～48

Ⅱ.ケーブル故障修理の完全直営実施について 須貝和彦 48～50

パーソナルコンピュータを用いた保全業務の効率化施
策

松本光生 51～51

Ⅰ.宅内設備保留管理業務にコンピュータを導入して 溝辺紘 ; 地道博秀 ; 森田秀敏 52～54

Ⅱ. パーソナルコンピュータを活用した，SO 工事
MDFジャンパ作業に関する効率化施策

磯崎共弘 ; 内藤信二 ; 尾崎利春 55～62

テレコムフォーラム’83模様 足立邦彦 63～64

＜講演要旨＞高度情報社会へ向けての電気通信－－－
INS

北原安定 65～68

ラウドネス客観測定器の概要－－－簡単になった伝送品
質の測定法

谷本佳己 ; 伊藤清和 ; 斉藤雅明 69～77

26GHz帯を用いた加入者映像伝送方式－－－ 26SS-A1

方式
小林忠男 ; 田中和則 78～83

新しい 20GHz 帯 400Mb/s ディジタル無線方式－－－
20G-D2方式

小林忠男 ; 田中和則 ; 石塚慎二 84～89

技術のはなし 雷防護技術（その 2） 蒲池忠善 ; 藤岡信照 90～94

施設人のための事業知識 (234) クレーム情報と品質モ
ニタ情報

荒川宏 ; 小倉春雄 95～98

新工法シリーズ 防水工法の改良 中沢秀典 ; 千葉儀憲 99～103

オレンジレポート 総裁室広報部オレンジセンター 105～106

海外短信 107～108

編集モニター募集 109～120

次号目次 1月号掲載予定論文 104～104

総目次 2～10

ニュースフラッシュ ディジタル形市内交換機サービ
ス開始する

秋野吉郎 121～
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年頭にあたって－－－事業経営は,三方一両得で 真藤恒 8～11

論説 INS時代における公社技術の役割 山口開生 12～13

INSのパイロットプラント－－－モデルシステム 阿部正之 ; 戸川晟 14～21

国際科学技術博覧会への公社出展計画－－－ INS がひ
らく夢のある暮らし

西畑正勝 ; 星野和弘 22～27

テレコム’83展示会にみる各国の電気通信技術 岩場洋 ; 伊東悠治 28～37

将来の移動通信サービスへの期待 大井哲雄 38～47

り障時間短縮のための各種施策 高橋鶴次郎 48～48

Ⅰ.よりよい加入者サービスを目指して 島田欽司郎 48～50

Ⅱ. ポケットベルの効率的使用による SO 工事・故障
修理の円滑化

須田溢男 ; 森隆泰 50～50

Ⅲ.電子交換機におけるメッセージ解析の効率化施策 竹之内忠 ; 臼田稔 ; 斉藤正夫 51～52

Ⅳ.専用線の端末区間監視システムの作成 後藤清人 53～57

交換機の事故防止対策 58～58

Ⅰ.交換機の事故防止対策について 坂田雅夫 58～60

Ⅱ. 現用機器にかかる工事完了後の保全側の確認試験
方法について

秋山勝行 60～63

Ⅲ.電子交換機の誤操作防止策について 片山茂 64～65

データ宅内設備の保守に関するサービスの向上施策 宍戸宥千 66～66

Ⅰ.データ宅内設備の保守に関するサービス向上施策 竹中成宣 ; 古田孝 66～69

Ⅱ.データ端末工事に関するサービス向上施策 京都電報局 69～72

電力設備オーバホール直営実施の推進 陰山照男 73～73

Ⅰ. ディーゼル機関発電装置－－－事前準備に十分な期
間を

山田正延 73～76

Ⅱ. 静止形信号電源装置－－－完全な作業は正確な実施
要領から

小森博 ; 大石誠 76～76

Ⅲ.整流装置－－－安全を最優先に 勝又達泰 ; 風間繁孝 77～78

デザインの多彩化と機能の多様化を図った電子化電話
機－－－ 800P形電話機，800P形時間表示電話機

吉沢謙作 ; 吉田光男 83～92

応急市外ケーブルの多対化 由木泰紀 ; 江村義次 ; 跡部直之 93～99

診断機能付ディーゼル機関発電装置 江口則男 ; 徳重隆一 100～106

技術のはなし データ宅内装置の汎用ソフトウェア（そ
の 1）

永島基恭 107～112

施設人のための事業知識 (235) LAN 山本武 113～116

新工法シリーズ EC形反響消去装置の建設工法（商用
試験用）

山田精一 ; 横山克己 117～120

オレンジレポート 裁判室広報部オレンジセンター 79～80

海外短信 121～130

編集モニター募集 82～82

次号目次 2月号掲載予定論文 81～81

ニュースフラッシュ「でんでん INS館」起工式 星野和弘 131～
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論説 これからの建築業務 岩附昇 8～9

総裁を囲む座談会 これからの海外技術協力活動 真藤恒 ; 坂下隆義 ; 栩木浩司 ; 加来億一 ; 竹中
市郎 ; 伊藤芳文

10～16

局舎の保全強化－－－ INS時代の局舎の基盤をつくる 鈴木重信 17～24

コンクリート局舎の浸透水対策 折笠弥 ; 安藤伸治 25～33

公衆データ通信サービスにおけるライブラリの効果的
活用

石割浩司 ; 斎藤栄一 34～43

部外工事に起因する異常障害防止の取組みについて 44～44

Ⅰ. 部外工事に起因する異常障害防止の取組みについ
て

水野健二 ; 清水信博 ; 津堅房信 44～46

Ⅱ.部外工事に伴うケーブル故障の防止対策について 柳沢甚太郎 ; 小林善光 ; 鈴木清 46～49

Ⅲ. 異常障害の防止について－－－土岐局加入者ケーブ
ル故障を振り返って

宇野博 49～52

Ⅳ. 部外工事進行管理カードによる設備事故防止施策
と早期復旧について

植本博美 ; 土井孝行 52～55

Ⅴ.部外工事に起因する大規模故障の未然防止施策 横江健司 ; 佐藤喜三郎 55～57

サービスオーダ工事等の改善 58～58

Ⅰ. お客希望に即応するサービスオーダ工事体制の確
立を目指して

大和田貞雄 58～60

Ⅱ.無人局における電話機保留の推進について 宮川晃 ; 平田勇一郎 60～63

線近の安全活動－－－昭和 58年度線路工事近代化全国
連絡会から

田中憲次 64～67

「安全活動を推進する会」の開催 熊倉建男 68～70

投稿 C400形自動交換機の機能高度化工事を実施して 久野勲 ; 杉木豊 ; 中山弘男 71～75

電話網における信頼性の現状と課題 清原新治 ; 飯塚稔 79～88

ディジタル化された小容量構内交換装置－－－ EP10-S

形 PABX

佐々木州治 ; 芦川宏利 89～96

自動減圧機構を付加した管路内通線器 倉谷光一 ; 森山茂 ; 西野龍太郎 ; 藪原文雄 97～102

新船光洋丸に搭載される海底作業艇「SEAB」 広岡明 ; 山崎洋一 103～111

D10 形自動交換機監視供給架におけるインタユニッ
トの電子化

西野成一 ; 金尾静一 ; 杉井賢一 112～118

施設人のための事業知識 (236) 経理情報システムにつ
いて

吉岡広志 119～121

新工法シリーズ 圧力平衡式シールド工法 丸山仁章 ; 小林太一 ; 前田穣 122～127

オレンジレポート 総裁室広報部オレンジセンター 76～78

海外短信 128～129

会議もよう 130～133

次号目次 3月号掲載予定論文 134～134

編集モニター募集 137～
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論説 データ通信サービスの充実を目指して 松尾士郎 8～9

データ通信サービスの現状と課題 三角岑生 10～25

発展するエレクトロニックバンキング－－－ファームバ
ンキングとホームバンキングを中心に

立花佑介 ; 藤井友位 ; 本多実 26～38

最近の情報処理ハードウェア技術 刑部稔 39～50

最近のオペレーティングシステムの動向 栗本恵一 51～58

高度化するデータ通信ネットワーク 高田千俊 ; 遠藤力 59～69

ソフトウェアの生産性向上を目指して 田中義昭 ; 田村堯弘 70～77

社内システムの新たな展開 上野裕章 ; 荻野滋生 78～86

事業所通信技術とオフィスオートメーション 隈元崟夫 87～94

テレビジョン放送にかかわる最近の動き 田中良一 95～101

ケーブル心線故障探索技術の向上とその効率化施策 富沢伝次郎 ; 細井充 ; 松田幸雄 102～105

ディジタル通信網における符号誤り特性規定について 伊藤清和 ; 月尾修 108～116

小容量光ファイバケーブル伝送方式－－－ F-6M,FS-

1.5M,FS-6M方式
三浦秀利 ; 古谷修一 117～127

フラットフロアケーブルを用いたオフィス内配線シス
テム

島崎謙二 ; 臼井富栄 ; 広崎徹 ; 沢谷省治 128～132

新しいコードレス電話 川崎良治 ; 加藤薫 ; 吉澤和弘 134～141

技術のはなし 衛星通信（その 1） 林崎博樹 142～148

施設人のための事業知識 (237) トラヒックセールス活
動

吉松康夫 149～151

新工法シリーズ EP10 形自動構内交換装置 (JV1) の
建設工法

坂本辰男 ; 首藤雄二 152～157

オレンジレポート 総裁室広報部オレンジセンター 106～107

海外短信 158～159

次号目次 4月号掲載予定論文 133～133
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論説 国際化時代と INS 北原安定 8～10

INSを支える技術 久保田俊昭 ; 田崎公郎 ; 松尾勇二 ; 真柄成一 ;

石原広司 ; 田中良一 ; 刑部稔 ; 林信幸 ; 足立泰
男 ; 隈元崟夫 ; 遠藤力 ; 荻野和郎 ; 阿部正之

11～56

国税事務の近代化に貢献するデータ通信サービス－－－
国税庁総合オンラインシステムの概要

相原明彦 ; 都築雄二 ; 前田定男 ; 柴崎泰三 57～65

第 13回現場管理者海外派遣研修報告－－－米国班 高沢靖夫 ; 中川賢一 ; 竹内敏男 ; 小坂正信 ; 知
念正浥 ; 小橋祐三 ; 鈴木幸弥 ; 菊地孝

66～73

第 13回現場管理者海外派遣研修報告－－－欧州班 渡部清次郎 ; 小俣保彦 ; 木村利行 ; 桜井和典 ;

近藤孝次 ; 安藤雅夫 ; 高橋慶治 ; 今井典朗
74～82

新たな水平線を目指す－－－新鋭敷設船 光洋丸 西田勝 ; 西部和幸 ; 竹内忠 83～90

投稿 データ宅内装置の保全管理業務をオンライン
化－－－データ宅内装置設備管理システム

上杉正良 ; 永埜直勝 ; 千葉聡 ; 天内憲一 91～95

機能が豊富になったボタン電話装置 谷本佳己 ; 斉藤雅明 98～105

重要専用回線の信頼性向上を目的とした専用回線切替
装置

森正英 ; 日根清和 106～111

これからの置局設計－－－無線方式置局総合設計システ
ム

大塚正一 ; 門崎智充 ; 山崎一 112～119

データ宅内装置の汎用ソフトウェア（その 2） 永島基恭 120～128

衛星通信（その 2） 林崎博樹 129～134

施設人のための事業知識 (238) ハローページとタウン
ページ

谷口幸正 135～136

新工法シリーズ 鉄塔作業における安全ネットの工法 糸川好一 ; 関俊一 ; 平野義統 138～141

オレンジレポート 総裁室広報部オレンジセンター 96～97

海外短信 142～143

書籍案内 前田光治 144～146

次号目次 5月号掲載予定論文 137～137

ニュースフラッシュ 自動車電話全国広域サービス切
替工事行わる

本郷千里 147～
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論説 これからの資材－－－関連部門にも働き掛け・連
繫して

池田勉 8～9

新段階に入った国際調達－－－日米合意の 3年延長につ
いて

鈴木眞一 ; 高畠一純 ; 長沢東四郎 10～20

高速ディジタル伝送サービスの開始に向けて 高島元 ; 中山浩 ; 西本寛治 21～29

加入者網への導入を目指す光ファイバケーブル 石原広司 ; 西村憲一 30～38

新しい非電話系通信－－－テレテックス 谷口和道 ; 佐野忍 39～49

建設工事管理の充実を目指して－－－建設工事総合管理
システム (SCOPE)の構築

矢吹健介 ; 矢野真孝 ; 中浜友治 ; 大谷好明 50～56

通信設備のための最近の耐震設計技術 佐藤雄二 ; 赤木久真 57～65

職場での安全活動－－－昭和 58年度線路工事近代化全
国連絡会から

66～74

災害を体験して－－－その教訓と対策 秋田電気通信部 ; 島根電気通信部 ; 飯山電報電
話局 ; 三宅電報電話局 ; 三宅無線中継所

75～82

東南アジアで海底同軸ケーブル工事を実施して 土田清 83～90

大容量・無中継海底光ファイバケーブル－－－津軽海峡
を横断する光

村上泰司 ; 本田信夫 93～99

新しいテレビ回線制御方式 (MASCOT-II)（その 1）－
方式概要－

山本孝美 ; 藤井繁 100～109

VLSI を用いた小型プロセッサ DIPS-V20 －－－
JS2020形本体装置

藤井裕一 ; 沖原俊宗 ; 吉田哲也 110～117

軟弱湧水地盤に適用可能な非開削技術－－－小断面シー
ルド工法 (D1200-M11)

小倉健弘 ; 松永広 ; 石塚良治 119～126

技術のはなし 衛星通信（その 3） 鈴木涼太 127～133

施設人のための事業知識 (239) 通信教育 通堂重則 134～135

新工法シリーズ 電子番号案内方式装置類の建設工法 佐藤英昭 ; 佐々木邦昭 136～139

オレンジレポート 総裁室広報部オレンジセンター 91～92

海外短信 140～142

「施設」各委員会委員 143～144

「施設」編集モニターの選考発表 編集部 145～145

次号目次 6月号掲載予定論文 118～118

「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 146～148

お知らせ「西日本総合センター」が 7月 1日にオープ
ン

厚生局厚生課 149～
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論説 社会のデマンドに合った新しい電気通信網の形
成

岩崎昇三 8～9

昭和 59年度施設計画の概要 福井敏明 10～16

昭和 59年度施設設計の展望 愛澤慎一 ; 江尻正義 ; 長澤東四郎 ; 涌井裕 ; 小
川圭佑 ; 森勇 ; 福田善一 ; 松井嘉正

17～45

設計業務の CAD & CAM化 愛澤慎一 ; 江尻正義 ; 涌井裕 46～53

サービス開始が近づいたビデオテックス通信サービス 磯崎澄 54～62

INSと局舎利用上の諸問題 桑原達雄 63～68

国民福祉に貢献するデータ通信－－－社会保険データ通
信システム

阿部英雄 ; 山中孝昭 ; 山川秀次 ; 木村澄夫 69～79

最近のグリーンキャンペーンの活動状況 田中一馬 ; 田代道郎 ; 金子勝 80～84

豪雨被書に対する災書対策委員会の審議結果について 豪雨被害に対する災害対策委員会事務局 85～90

実用化が進む加入者光ファイバケーブル技術 高江洲文雄 ; 佐藤公紀 ; 佐藤謙一 93～101

超音波を用いた木柱腐朽診断器 倉谷光一 ; 三谷進 ; 川村裕士 ; 岡田実 102～106

新しいテレビ回線制御方式 (MASCOT-II)（その 2）－
業務処理と機能－

小田切金造 ; 仁田信義 ; 小柳重 107～115

技術のはなし 最近の空調技術（その 1） 松浦房次郎 ; 末永徹夫 116～123

施設人のための事業知識 (240) 新顧客サービスシステ
ム

中沢耿一 124～125

新工法シリーズ 加入者光ファイバケーブルの建設工
法（商用試験用）について

奈良慎一 ; 宮城智孝 127～132

オレンジレポート 総裁室広報部 91～92

海外短信 133～134

会議もよう 135～136

「施設」編集モニターの任期を終えて 編集部 137～140

次号目次 7月号掲載予定論文 126～126

ニュースフラッシュ 第 2回 ASK活動推進担当者 全
国連絡会開催される

ASK活動推進会議事務局 141～
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論説 技術開発の今日の視点 桑原守二 6～7

第 63回電気通信技術委員会の審議から 久保田俊昭 ; 高橋勝己 ; 山本進二 8～31

INSを築く技術－－－昭和 59年度技術調査研究実用化
計画から

片山修二 ; 更井孝一 ; 岩崎文夫 32～40

明日の建設技術を目指して－－－昭和 59年度建設技術
開発計画から

長倉功 ; 吉田光雄 41～44

座談会 INS 形成の一翼を担って－－－ディジタル交換
機の保守体験から

山本千治 ; 坂田雅夫 ; 安藤元久 ; 〓功 ; 奥谷建
之 ; 小合修二 ; 園田和博 ; 嶋守猛 ; 糠谷誠

45～54

メッセージ通信サービスの展望 植村哲夫 ; 篠崎哲雄 55～61

進展する光伝送方式－－－技術動向とネットワークに与
えるインパクト

真柄成一 ; 山下孚 ; 白川英俊 62～72

最近における誘導対策技術の展開 石原広司 73～79

局舎におけるエネルギー消費量の削減に挑む 松浦房次郎 ; 日吉一彦 81～89

機能高度化を図ったディジタル加入者線交換機－－－
D70＜ D＞ディジタル交換機

森陸 ; 上田恵 ; 小野亮治 92～99

加入者系のディジタル化を図る 2 線時分割伝送方式
（その 1）

八木剛 ; 大洞崇裕 ; 細川雅由 100～107

技術のはなし 最近の空調技術（その 2） 松浦房次郎 ; 末永徹夫 108～113

施設人のための事業知識 (241) MI（エム・アイ） 田中嘉信 114～116

新工法シリーズ 光屋外線・光屋内線・構内光ファイバ
ケーブルの建設工法（商用試験用）について

平田雅人 ; 小林美一 ; 坊池隆嗣 117～123

オレンジレポート 総裁室広報部オレンジセンター 90～91

海外短信 124～126

読書案内 松浦昭一 127～128

次号目次 8月号掲載予定論文 80～80

ニュースフラッシュ MASCOTセンタ設備更改なる 小田切金造 129～
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論説 災害“0”への挑戦 森本三雄 6～7

INSを築く技術－－－昭和 58年度技術調査研究実用化
計画の成果概要

片山修二 ; 更井孝一 ; 小林勝美 8～25

最近の建設技術開発状況－－－昭和 58年度建設技術開
発計画の成果から

長倉功 ; 吉田光雄 26～32

購入物品の一層の品質向上を目指して－－－昭和 58年
度の検査部門業務実施概要

朝蔭裕 ; 土田隆 33～37

現場の問題解決に取り組む研究所の活動－－－昭和 58

年度技術協力活動概要
坂本光 38～46

より一層の経済化を図ったディジタル交換機 秋野吉郎 ; 堂前雅夫 47～55

新しい手動台方式 後藤俊邦 ; 加藤善雄 56～62

最近の都市内施工環境に適した管路建設技術の動向 渡部由美 ; 三輪充彦 63～71

データ通信網の国際標準化動向－－－ CCITT第Ⅶ研究
委員会の活動状況

加藤満左夫 ; 遠藤力 ; 富田修二 72～83

セーフティウェアの確立を目指して－－－セーフティ
ウェア旬間実施状況

田中一馬 84～87

サービスオーダ工事に即応する遠隔制御開通装置 佐藤征義 ; 岸川裕二 ; 南川夏雄 ; 井ノ口富啓 91～99

マルチメディア通信を可能にした多機能装置－－－
IT210形宅内装置

三上哲郎 ; 玉木茂 ; 前川雅俊 100～106

加入者系のディジタル化を図る 2 線時分割伝送方式
（その 2）

小園文典 ; 跡部直之 ; 細川雅由 107～114

自動車電話サービスの多様化－－－公衆利用形（硬貨投
入式）

辻村清行 ; 大松澤清博 115～118

安全性・作業性の向上を図った長スパン架空線路建設
工法

飯島範夫 ; 田尻辰夫 119～123

円形立坑開口部の補強方法について 梶尾雄吾 ; 滝口正洋 ; 西岡尚夫 124～129

技術のはなし ファクシミリ通信技術（その 1） 札ノ辻琢夫 130～135

施設人のための事業知識 (242) 共済年金 小松修 137～139

新工法シリーズ M20形多重変換装置の建設工法 山田精一 ; 望月辰喜 140～144

オレンジレポート 総裁室広報部オレンジセンター 88～90

海外短信 145～148

次号目次 9月号掲載予定論文 136～136

ニュースフラッシュ 通話料金改定実施さる 通話料金改訂工事連絡会事務局 149～
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論説 将来の望ましい保全の姿をめざして－－－ INS時
代の保全とは

山本千治 6～7

昭和 58年度の保全成果 秦英遠 ; 成松眞 ; 中村雅範 8～18

メンテナンスコストによる保全活動の評価 秦英遠 ; 松本光生 ; 中村雅範 19～25

最近の保全活動の展開 横田剛 26～26

ユーザサービス向上施策 26～26

お客様サービス向上のための活動・施策 東京電信施設所 26～29

遠隔保守におけるマン・マシンインタフェース向上施
策

29～29

E-ALRCVE受信機能の改善 富山電報電話局 29～31

線路設備管理システムの運用開始 前田喜久男 31～31

Ⅰ.線路設備管理システム（1次業務）の概要について 保全局線路課 32～35

Ⅱ. 線路設備管理システムの導入に伴う施設記録の整
備作業を実施して

松見電話局 36～37

Ⅲ.初期投入データ作成作業を実施して 瑞穂通電話局 38～39

現場作業の効率化施策 40～40

パソコンによる試験統制業務のシステム化について 札幌南電話局 40～43

昭和 59年度施設用物品調達計画 山田就将 ; 上野至大 44～49

審査からみた自営設備の動向 長澤東四郎 ; 斎藤達雄 ; 小山武志 ; 吉沢謙作 50～60

ファクシミリ通信網サービスの拡大工事 大和田貞雄 ; 本郷千里 61～68

販売から施工に至る宅内業務総合支援システムの構築
を目指して－－－宅内業務現場モデル局の OA化

樋川暢 ; 佐々木克正 ; 平田博康 69～75

進展するクレジット情報ネットワーク 側見稔 ; 加藤晴光 76～83

電源品質の向上を目指した新しい基幹電源－－－ 48V

ブースタ式直流供給方式
坂本健一 ; 玉木千太郎 ; 松本健治 87～92

信頼性に優れた橋りょう添架ケーブルの建設技術 長谷川泰孝 ; 牟田功一 94～100

設備品質の向上を図ったシールド式とう道の 2次覆工 小倉健弘 ; 山崎聡 101～107

データ通信システムにおける遠隔監視制御方式 有冨和利 ; 越智敬司 ; 藤井裕一 108～115

技術のはなし ファクシミリ通信技術（その 2） 平田昭生 116～121

施設人のための事業知識 (243) 住宅対策 富沢進一 122～124

新工法シリーズ 加入者情報ファイル専用システム建
設工法

牧野哲也 ; 清水健吾 125～129

オレンジレポート 84～86

海外短信 130～132

次号目次 10月号掲載予定論文 93～93

ニュースフラッシュ INS モデルシステムの宅内工事
進む

INSモデルシステム推進本部 133～
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論説 運用を開始した INSモデルシステム 村上治 6～7

INS体験のはじまり－－－サービス開始したモデルシス
テム

高橋徹 ; 井上伸雄 ; 阿部正之 ; 戸川晟 8～15

モデルシステムにおける提供サービス 徳岡正章 ; 沢栗達也 ; 芳賀克己 16～22

モデルシステムにおける実験参加者の動向 杢野和一 ; 松本正 ; 大庭雅敦 23～28

モデルシステムの施設設計と建設工事 大山茂 ; 水野忠 ; 武田栄夫 29～33

モデルシステムの保全・運用体制 森田昌夫 ; 水谷明 ; 伊藤博 34～40

「座談会」－ INSモデルシステムのプロジェクトに現
場機関から参加して

阿部正之 ; 竹内正史 ; 杢野和一 ; 山木戸哲夫 ;

横浜禎基 ; 丸山真人 ; 船水琢巳 ; 伊藤満明 ; 川
路静雄 ; 小田豊光 ; 松浦良一

41～48

諸外国における交換技術の動向－－－ 1984年電子交換
国際会議 (ISS’84)に参加して

池田博昌 ; 松尾勇二 49～55

ディジタルサービス統合網の国際標準化動向－－－
CCITTにおける研究成果

山下孚 ; 加納貞彦 ; 富田修二 56～64

無線通信技術の国際標準化動向－－－ CCIR 中間会議
の報告から

菊池敬昭 ; 林崎博樹 ; 岩本真 ; 島貫義太郎 65～69

新しいサービス機能の拡大を図った加入者情報送出装
置

田中恒夫 ; 雄川一彦 ; 武井伊佐夫 ; 保村英幸 72～81

機能高度化した交換ソフトウェア開発用サポートシス
テム

岩瀬康政 ; 友野勝彦 82～87

操作性・保守性を大幅に向上したシルバーホン“あん
しん”

田中信吾 ; 清水誠 88～93

マルチアクセス閉域網を容易に実現する衛星ディジタ
ル通信方式

林崎博樹 ; 藤本直樹 94～101

鉛蓄電池の新しい容量試験法 坂本健一 ; 松本健治 102～107

技術のはなし ファクシミリ通信技術（その 3） 佐藤登 108～116

施設人のための事業知識 (244) 独禁法 柏谷誠 117～119

新工法シリーズ ブースタ式直流供給方式電源装置の
建設工法

近藤宣之 ; 北林繁美 121～124

オレンジレポート 70～71

海外短信 125～128

次号目次 11月号掲載予定論文 120～120

読書案内 岡村敏光 129～
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論説 これからの研究開発 城水元次郎 6～7

電気通信研究所における最近の活動状況－－－衛星通信
技術を中心に

進士昌明 8～19

本年度の総裁表彰に輝く発明考案から 久保田俊昭 ; 高橋勝己 ; 原田孝一 20～34

ITUと欧州各国の動き 岡部恒雄 35～37

INS時代へ向けた屋内配線システム 石原広司 ; 栩木浩司 38～44

計画策定業務の効率化を目指して－－－設備計画管理シ
ステム

後藤征男 ; 潮田邦夫 45～52

土地・建物管理のオンライン化－－－建築保全管理シス
テム (MEDIAS)

岩田庸利 ; 浅尾豊永 ; 吉沢孝太 53～58

生活環境の保護に寄与する大気汚染監視システム 寺岡正雄 ; 山岸正雄 ; 檜垣浩 59～63

ディジタル回線伝送保守の現状と現場での工夫例 菅原光宏 64～64

Ⅰ.衛星通信サービスの保守運用状況について 中野統制無線中継所 64～67

Ⅱ.F-400M方式保守技術向上施策について 岐阜統制電話中継所 67～68

ディジタル交換設備保守者の技術力向上施策 坂田雅夫 ; 宍戸宥千 69～69

Ⅰ.付帯工事試験利用による技術力向上施策について 青森電話局 69～71

Ⅱ.西吹田局の技術力向上施策 西吹田電話局 71～71

Ⅲ. ディジタルデータ交換設備保守者の技術力向上施
策

大阪電信施設所 72～73

Ⅳ.PMX直営工事を実施して 静岡電報局 74～75

光ファイバケーブル保守の実施状況 前田喜久男 76～76

Ⅰ.光ファイバケーブルの保守を担当して 奈良電報電話局 77～77

Ⅱ.光ファイバケーブルの保守作業から 近畿電気通信工事事務所 78～80

新しい手動台方式 加藤善雄 ; 桑原英治 ; 岩崎明弘 83～91

機能高度化を図ったディジタル式ビル電話－－－
IPC30形自動交換機

佐々木州治 ; 大村佳久 92～98

作業性を大幅に改善した新しい地盤支持力試験器 森山茂 ; 磯貝博 99～105

技術のはなし ビデオテックス（その 1） 寺山幸男 ; 中村丈夫 106～114

施設人のための事業知識 (245) 電気通信制度の改革 宇治則孝 115～119

新工法シリーズ 高速ディジタル光加入者線伝送装置
の建設工法（商用試験用）

山田精一 ; 山崎武志 120～124

オレンジレポート 総裁室広報部オレンジセンター 81～82

海外短信 126～128

次号目次 12月号掲載予定論文 125～125

ニュースフラッシュ 高速ディジタル伝送サービスの
開始

栗山正雄 129～
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論説 無線の新しい展開 伊藤史朗 6～7

伸びゆく移動通信サービス 小川圭祐 8～17

静止衛星軌道の国際調整と有効利用技術 森広芳照 ; 久保庄二 ; 向井正 ; 初田健 18～27

座談会 テレビジョン中継業務 30年を振り返って－－－
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海外短信 101～102
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技術のはなし テレビ会議 中谷豊 105～111

施設人のための事業知識 (247) CI 小林徹 112～113

新工法シリーズ 本仕 D60形・D70形自動交換機の建
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社内システムの新展開－－－新たな事業運営を目指して 上野裕章 ; 橋本正直 ; 荻野滋生 48～54
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